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Ethernetは
Macintos
HP-GL、
IBM、DO
Microsoft
NECは、
PC98-NX
NetWare
PostScrip
UNIXは、
その他の

Windows
Windows
Windows
Windows

Microso
Microso
使用説明書 システム設定

に

本製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。
明書は、製品の正しい使い方や使用上の注意について記載してあります。ご使用の前に、この
までよくお読みの上、正しくお使いください。また、この使用説明書が必要になったとき、す
うに保管してください。

株式会社

くお使いいただくために、操作の前には必ず使用説明書＜保守編＞『安全上のご注意』をお読

、富士ゼロックス株式会社の登録商標です。
hは、米国Apple Computer, Inc.の各国での登録商標です。
HP-GL/2、HPRTLは、米国Hewlett-Packard社の商標です。
S/Vは、米国International Business Machines Corporationの登録商標です。
、Windows、Windows NTは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
日本電気株式会社の登録商標です。
シリーズ、PC-9800シリーズは、日本電気株式会社の製品です。
は、米国Novell, Inc.の登録商標です。
tは、Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の各国での登録商標または商標です。
X/Openカンパニーリミテッドがライセンスしているソフトウエアです。
製品名、名称は、各社の商標または登録商標です。

® 95の製品名は、Microsoft® Windows® 95です。
® 98の製品名は、Microsoft® Windows® 98です。
® Meの製品名は、Microsoft® Windows® Millennium Edition（Windows Me）です。
® 2000の製品名は以下のとおりです
ft® Windows® 2000 Professional
ft® Windows® 2000 Server



編
5

* Window
Micro
Micro

* Window
Micro
Micro
使用説明書 システム設定

s XPの製品名は以下のとおりです。
soft® Windows® XP Home Edition
soft® Windows® XP Professional
s NT® 4.0の製品名は以下のとおりです。

soft® Windows NT® Server 4.0
soft® Windows NT® Workstation 4.0
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• パラ

Windo
使用説明書 システム設定

確認する

用になる環境を確認します。

ターとコンピューターの接続方法
トワーク接続（イーサネットケーブル）

レル接続（パラレルケーブル）

NetWare�
(サーバー)

Windows 2000�
Windows XP�
Windows NT�
 (サーバー)

ws 95/98/Me

UNIX

Macintosh

 NetWare�
 (クライアント)

Windows NT

Windows 2000

Windows XP
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• Wind

• Wind

• Wind
使用説明書 システム設定

トサーバーを準備する

s 2000、Windows XP、Windows NT 4.0のプリントサーバーを使う

 2000、Windows XP、Windows NT 4.0をプリントサーバーとして使い、Windows 95/98/Me、Wi
indows XP、Windows NT 4.0のクライアントから印刷します。

ows 2000 ⇒ P.10 「Windows 2000プリントサーバーを準備する」

ows XP ⇒ P.33 「Windows XPプリントサーバーを準備する」

ows NT 4.0 ⇒ P.53 「Windows NT 4.0プリントサーバーを準備する」

Windows 2000�
Windows XP�
Windows NT 4.0�
プリントサーバー�

Windows 95/98/Me� Windows XP�Windows NT 4.0Windows 2000�
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NetWa

❖ NetW
NetW ndows
2000
本機を

❖ プ
使用説明書 システム設定

reサーバーを準備する

areサーバーを使う
are 3.xJ、NetWare 4.xJ、NetWare 5/5.1Jをプリントサーバーとして使い、Windows 95/98/Me、Wi
、Windows XP、Windows NT 4.0のクライアントから印刷します。
プリントサーバーとして使う形態とリモートプリンターとして使う形態の2種類があります。

リントサーバーとして使う場合

NetWare�
ファイルサーバー�

プリントサーバー�

Windows 95/98/Me� Windows XP�Windows NT 4.0Windows 2000�
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モートプリンターとして使う場合

 P.76 「NetWareサーバーを準備する」

NetWare�
プリントサーバー�

NetWare�
ファイルサーバー�

リモートプリンター�

Windows 95/98/Me Windows XPWindows 2000 Windows NT 4.0
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. Wind
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CP/IP プロ
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ださい。

プリン
TCP/IP
ネットワ

• TCP
有効

• IPア
る

参照

設定
アッ
照し

DHC
設定
合」

補足

❒ IPア
うか
使用説明書 システム設定

ows 2000プリントサーバーを準備する

コルの準備をする

刷、IPP印刷のための準備

トコルまたは IPP を使って印刷する場合
説明に従ってネットワーク環境を設定して

ターの環境設定
を使って印刷できるように、プリンターの
ーク環境を設定しておきます。

/IPプロトコルを有効にする（工場出荷時は
です）

ドレスなどTCP/IPに関する項目を設定す

方法の詳細については、かんたんセット
プの「操作パネルを使って設定する」を参
てください。

Pを使用してプリンターの IPアドレスを
するときは、P.218 「DHCPを使用する場
を参照してください。

ドレスを設定したら正しく設定されたかど
Windows上から確認してください。

A［スタート］ボタンをクリックし、［プ
ム］－［アクセサリ］をポイントし、
ンドプロンプト］をクリックします

B 次のように入力して確認します。（IP
スが192.168.15.16の場合）
C:> ping 192.168.15.16
正しく設定されていると次のように
れます。
Reply from 192.168.15.16 : by
time<10ms TTL=32
間違って設定されていると次のよう
されます。
Request timed out.

❖ Windows 2000の環境設定
Windows 2000に「TCP/IPプロトコル」を組み
TCP/IPのプロパティを設定します。

A［コントロールパネル］の［ネットワーク
ヤルアップ接続］アイコンをダブルクリ
ます。

B［ローカルエリア接続］を選択して、［ファ
メニューの［プロパティ］をクリックし
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C チ
ネ
ス
組

❒

D T
を
設
正

用印刷
ありま

いない
接続］
ネット
くださ
ては
さい。

以下の
さい。

うに、
します

セット
」を参
使用説明書 システム設定

ェックマークがオンになっているコンポー
ントがこの接続で使用されています。ボック
に「インターネットプロトコル（TCP/IP）」が
み込まれていることを確認します。 

補足

TCP/IPプロトコルが組み込まれていないと
きは、［ローカルエリア接続のプロパティ］
の［インストール］をクリックして組み込ん
でください。組み込みの詳しい操作方法に
ついてはWindows 2000のヘルプを参照し
てください。

CP/IPプロトコルを組み込んだら、プロパティ
設定します。
定内容はネットワーク管理者の方に確認し、
しく設定してください。

E LPR を使って印刷する場合は、「UNIX
サービス」が組み込まれている必要が
す。
「UNIX用印刷サービス」が組み込まれて
ときは、［ネットワークとダイヤルアップ
の［詳細設定］メニューの［オプション
ワークコンポーネント］から組み込んで
い。組み込みの詳しい操作方法につい
Windows 2000のヘルプを参照してくだ

NetBEUI印刷のための準備

NetBEUIプロトコルを使って印刷する場合は、
説明に従ってネットワーク環境を設定してくだ

❖ プリンターの環境設定
NetBEUIプロトコルを使って印刷できるよ
プリンターのNetBEUIプロトコルを有効に
（工場出荷時は有効です）。

参照

設定方法の詳細については、かんたん
アップの「操作パネルを使って設定する
照してください。
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❖ Wind
Wind
みます

A［コ
ヤ
ま

B［ロ
メ

C チ
ネ
ス
認

いない
ロパ
して組
い操作
ルプを
使用説明書 システム設定

ows 2000の環境設定
ows 2000に「NetBEUIプロトコル」を組み込
。

ントロールパネル］の［ネットワークとダイ
ルアップ接続］アイコンをダブルクリックし
す。

ーカルエリア接続］を選択して、［ファイル］
ニューの［プロパティ］をクリックします。

ェックマークがオンになっているコンポー
ントがこの接続で使用されています。ボック
に「NetBEUI」が組み込まれていることを確
します。

補足

❒ NetBEUIプロトコルが組み込まれて
ときは、［ローカルエリア接続のプ
ティ］の［インストール］をクリック
み込んでください。組み込みの詳し
方法についてはWindows 2000のヘ
参照してください。
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ソフト

操作の

Ridoc
ドライ
トール

Ridoc I

A 本機
ドラ

インス

補

❒ シ
的
R
を

O

］

使用説明書 システム設定編

ウェアをインストールする

前に

 IO Naviをインストールし、RPCSプリンター
バーを「Ridoc IO Navi」を指定してインス
します。

O Naviのインストール

に付属の CD-ROMをパソコンの CD-ROM
イブにセットします。

トーラーが起動します。

足

ステムの設定によってはインストーラーが自動
に起動しないことがあります。その場合は、CD-
OMのルートディレクトリにある「SETUP.EXE」
ダブルクリックして起動してください。

B セットアップ画面が表示されたら、［Ridoc I
Navi］をクリックします。

Ridoc IO Naviのインストーラーが起動します。

C［ようこそ］ダイアログが表示されたら、［次へ
をクリックします。
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D［製品
ア使
をお
クリ

E 表示
イン
と次

ル

-ROM

が自動
、CD-
.EXE」

ター
使用説明書 システム設定

ライセンス契約］ダイアログにソフトウェ
用許諾契約が表示されます。すべての項目
読みください。同意する場合は、［はい］を
ックします。

されるメッセージに従ってRidoc IO Naviを
ストールします。インストールが完了する
のメッセージが表示されます。

プリンタードライバーのインストー

A 本機に付属の CD-ROMをパソコンの CD
ドライブにセットします。

インストーラーが起動します。

補足

❒ システムの設定によってはインストーラー
的に起動しないことがあります。その場合は
ROMのルートディレクトリにある「SETUP
をダブルクリックして起動してください。

B セットアップ画面が表示されたら、［プリン
ドライバー］をクリックします。
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C［使用
契約
ださ
ます

D［コン
ター
ます

、

使用説明書 システム設定編

許諾］ダイアログにソフトウェア使用許諾
が表示されます。すべての項目をお読みく
い。同意する場合は、［次へ］をクリックし
。

ポーネントの選択］ダイアログでプリン
ドライバーを選択し、［次へ］をクリックし
。

E［プリンタ名］の左のボックスをクリックし、使
用する機種を選択します（�印を付けます）。プ
リンター名を変更するときは、［'プリンタ名'の
設定の変更］ボックスで変更します。

F［プリンタ名］をダブルクリックし、プリンター
の設定を展開します。

補足

❒［コメント：］、［ドライバ：］、［ポート：］は
ご使用のオペレーティングシステム、選択した
プリンター機種、使用するポートによって、そ
れに応じた表示となります。
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ク

使用説明書 システム設定編

ト:］を選択し、［追加］をクリックします。

の手順は使用するポートによって異なりま
用するポートを選択してください。

idoc IO Navi

tandard TCP/IP Port

PR Port

c IO Navi

Ridoc IO Navi」を選択し、［OK］をクリッ
します。

B プロトコルを選択し、印刷するプリンターを
選択します。

❖ TCP/IP
A［TCP/IP］をクリックします。

B［機器検索］をクリックします。
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使用説明書 システム設定編

TCP/IPプロトコルで印刷可能なプリン
ターが検索され、一覧表示されます。

C 印刷するプリンターをクリックして選
択します。

補足

❒ ここにはコンピューターからのブロー
ドキャストに応答したプリンターだけ
が表示されます。ここに表示されない
プリンターに印刷するときは、［アドレ
ス指定］をクリックし、プリンターのIP
アドレスまたはホスト名を直接入力し
てください。

D［OK］をクリックします。
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❖ して選
使用説明書 システム設定

NetBEUI
A［NetBEUI］をクリックします。

B［機器検索］をクリックします。

NetBEUIプロトコルで印刷可能なプリン
ターが検索され、一覧表示されます。

C 印刷するプリンターをクリック
択します。
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P
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使用説明書 システム設定編

補足

❒ ここにはコンピューターからのブロード
キャストに応答したプリンターだけが表
示されます。ここに表示されないプリン
ターに印刷するときは、［アドレス指定］
をクリックし、NetBEUIアドレスを直接
入力してください。NetBEUIアドレスは、
システム設定リストで確認できます。シ
ステム設定リストの印刷方法は、プリン
ターに同梱の使用説明書を参照してくだ
さい。システム設定リストでは NetBEUI
アドレスが「¥¥RNPxxxx¥xxx」と表示され
ています。先頭の「¥¥」を「%%」に変更
して入力してください。

❒ ルーターを越えたプリンターには印刷
できません。

D［OK］をクリックします。

❖ IPP
A［IPP］をクリックします。
［IPP の設定］ダイアログが表示されま
す。

B［プリンタのURL］に印刷するプリンター
のIPアドレスを「http://（プリンターのI
アドレス）/printer」のように入力します
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。
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C 必要に応じて［IPPポート名］にプリン
ターを区別するための名前を入力しま
す。すでにある他のIPPポート名と違う
名前を入力してください。
入力を省略すると、［プリンタの URL］
に入力したアドレスが IPP ポート名に
設定されます。

D プロキシサーバーや IPPユーザー名な
どの設定を行う場合は、［詳細設定］を
クリックし、必要な項目を設定し、
［OK］をクリックします。

補足

❒ 設定項目の詳細については、CD-ROM
収録のヘルプを参照してください。

E［OK］をクリックします。
ポートの追加ダイアログが閉じます。

Standard TCP/IP Port

A「Standard TCP/IP Port」を選択し、［OK］を
クリックします。

補足

❒「Standard TCP/IP Port」が表示されない場
合は、Windows 2000のヘルプを参照して
Standard TCP/IPの設定をしてください。

B「標準TCP/IPプリンタポートの追加ウィザー
ド」の開始画面で、［次へ］をクリックします
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詳
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使用説明書 システム設定編

プリンタ名またはIPアドレス］ボックスに
リンター名またはプリンターの IP アドレ
を入力し、［次へ］をクリックします。

補足

［ポート名］ボックスには自動的にポート名
が入力されます。必要があれば変更してく
ださい。

標準TCP/IPプリンタポートの追加ウィザー
」の完了画面で、［完了］をクリックします。

リンタードライバーの導入画面に戻ります。

LPR Port

A「LPR Port」を選択し、［OK］をクリック
ます。

補足

❒「LPR Port」が表示されない場合は、「UN
印刷サービス」が正しく組み込まれてい
せん。［サービス］タブの［追加］をクリ
クして組み込んでください。組み込みの
しい操作方法についてはWindows 2000
ヘルプを参照してください。

B［lpdを提供しているサーバーの名前または
ドレス］ボックスに、プリンターのIPアドレ
を入力します。
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C［
キ
を

H［OK］

ポート

I［ポー
示さ

展開

左の
使用説明書 システム設定

サーバーのプリンタ名またはプリンタ
ュー名］ボックスに「lp」と入力し、［OK］
クリックします。

をクリックします。

が追加されます。

ト :］に選択したプリンターのポートが表
れていることを確認します。

J［共有］をダブルクリックし、共有の設定を
します。

K プリンターを共有する場合は、［共有］の
ボックスをクリックして�印を付けます。
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補
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定

M 必要
うプ

補

❒ 設
ク

ン
き、
て
さ

字や
使用説明書 システム設定

名］の下にあるボックスをクリックし、必
システムの代替ドライバーをインストール
ことができます。

足

有をチェックする（�印を付ける）と、代替
ラ イ バ ー が イ ン ス ト ー ル さ れ ま す
Windows NT 4.0/2000］、［Windows 95/98］
、あらかじめ選択されています）。

で追加することもできます。P.31 「共有設
」を参照してください。

に応じて、ユーザーコードの設定や通常使
リンターの設定をします。

足

定項目を選択し、ダイアログ下部の変更ボッ
スで設定してください。

❖ ユーザーコードの設定

補足

❒ ユーザーコードを設定しておくと、各パソコ
ごとの印刷枚数の統計をとることがで
Ridoc IO Adminで確認できます。詳細につい
は、Ridoc IO Adminのヘルプを参照してくだ
い。

❒ 入力できるのは、半角数字最大8桁です。英
記号はご使用になれません。

❖ 通常使うプリンターの設定
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ため、
ませ

され
使用説明書 システム設定

］をクリックします。

タードライバーがインストールされます。

足

ンストールの途中で次のメッセージが表示
れることがあります。その場合は［はい］を
リックしてインストールを続行してくださ
。

❒ 次のメッセージが表示された場合、オー
プログラムでのインストールを続ける
できません。P.29 「プリンタードライバ
ンストール中にメッセージが表示された
を参照してインストールし直してくださ

•「新しいドライバが既に存在している
インストールを継続することができ
ん。」

O［コンポーネントの選択］ダイアログが表示
たら、［完了］をクリックします。
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成］を
使用説明書 システム設定

完了］ダイアログが表示されたら、［完了］
リックします。

足

イアログに「再起動の確認」が表示される場
は、Windowsを再起動してください。

ンタードライバーのインストールが完了し
、オプションを設定します。

足

リンターとパソコンが双方向通信していな
ときは、プリンターに接続したオプション、
ットした用紙のサイズ、方向を設定する必要
あります。

照

方向通信の詳細については、P.29 「双方向通
が働く条件」を参照してください。

プションの設定方法は、P.27 「オプションを
定する」を参照してください。

ポートの設定を変更する

IPPのURLやプロキシサーバーの設定など、Rid
Naviの設定を変更することができます。

補足

❒ NetBEUIプロトコルには設定項目がありませ

A［プリンタ］ウィンドウで、印刷するプリン
のアイコンをクリックして反転表示させ、［
イル］メニューの［プロパティ］をクリック
す。

B［ポート］タブをクリックし、［ポートの構
クリックします。

ポートの設定画面が表示されます。
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き

❒

使用説明書 システム設定編

CP/IPプロトコルの場合、代行印刷、並行印刷、
イムアウト、プリンターグループの設定がで
ます。

補足

［代行印刷 /並行印刷］タブの項目を設定で
きないときは、次のよう操作すると設定で
きるようになります。

A［キャンセル］をクリックして、［ポート
の設定］ダイアログを閉じます。

B Ridoc IO Naviを起動し、タスクバーの
Ridoc IO Naviアイコンを右クリックし
ます。

C［拡張機能設定］をクリックし、［代行/並
行印刷をポート毎に設定する］に
チェックをつけます。

D［OK］をクリックし、［拡張機能設定］ダ
イアログを閉じます。

❒ 各設定項目の詳細は、Ridoc IO Naviのヘル
プを参照してください。

• IPPの場合、IPPユーザー設定やプロキシなど
の設定ができます。

補足

❒ 詳細は、Ridoc IO Naviのヘルプを参照してくだ
さい。
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制限
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プのメ
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使用説明書 システム設定編

ョンを設定する

ンタ］フォルダでプリンタープロパティを変
には、「プリンタの管理」のアクセス権が必
。AdministratorsまたはPowerUsersグルー
ンバーとしてログオンしてください。

ート］ボタンをクリックし、［設定］をポイ
し、［プリンタ］をクリックします。

ンタ］ウィンドウが表示されます。

B 追加したプリンターのアイコンをクリックし
反転表示させ、［ファイル］メニューの［プロ
ティ］をクリックします。

次の画面が表示されます。

補足

❒ この画面は、インストール後最初にプリンタ
のプロパティを表示する場合、または装着し
いるオプションを設定していない場合に表
されます。それ以外の場合は、手順Dの画面
表示されます。
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ション
クする
使用説明書 システム設定

をクリックします。

ション構成の変更 /給紙トレイ設定］タブ
リックします。

足

プション構成の変更/給紙トレイ設定］タブ
項目がグレー表示になっていて選択できな
ときは、双方向通信が働いています。このと
オプションの設定は必要ありません。

E［オプション選択］ボックスで、取り付けた
ションに�印を付けます。

F［給紙トレイ設定］で、設定するトレイをク
クして反転表示させ、［トレイ用紙サイズ
レイ用紙セット方向］・［トレイ用紙種類］を
く設定し、自動トレイ選択の対象にしない
は［自動トレイ選択の対象にしない］に�印
けます。

G［OK］をクリックし、プリンターのプロパテ
閉じます。

補足

❒［初期設定］タブをクリックして［オプ 
構成の変更 /給紙トレイ設定］をクリッ
と、手順Eの画面が表示され ます。
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 2000、
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条件を
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の条件

コンの
応した
いる

コンの
されて
 2000、

ターと
ーブル
場合）
使用説明書 システム設定

タードライバーのインストール中にメッ
ジが表示されたとき

ッセージは、インストールしようとしたドラ
りも新しいドライバーが、すでにインストー
いるときに表示されます。

には、オートランプログラムによるインス
できません。メッセージ中に表示されたドラ
インストールしたときに使用したドライ
って、［プリンタの追加］でインストールし直
さい。

ート］ボタンをクリックし、［設定］をポイン
［プリンタ］をクリックします。

ンタの追加］アイコンをダブルクリックしま

ンタの追加ウィザード」に従ってインストー
す。
タードライバーのディスクが CD-ROM の場
ンストール元はCD-ROMの¥DRIVERS¥RPCS

2K_XP¥DISK1になります。インストーラーが
たときは［キャンセル］をクリックして終了さ
。

-双方向通信が働く条件

双方向通信が働いていると、プリンターにセッ
ている用紙サイズなどの情報が自動的にパソ
伝わります。またパソコン側からもプリンター
を確認することができます。

• 双方向通信はWindows 95/98/Me、Windows
Windows XP、Windows NT 4.0で働く機能で

双方向通信が働くには、接続形態により以下の
すべて満たしている必要があります。

❖ プリンターとパソコンを直接ケーブル
続している場合
• パソコンが双方向通信に対応している

• プリンターのプロパティで双方向通信
な設定になっている

上記２つの条件のほかに、以下のいずれか
を満たしている必要があります。

• プリンターのパラレルコネクターとパソ
パラレルコネクターが、双方向通信に対
インターフェースケーブルで接続されて

• プリンターのパラレルコネクターとパソ
USBコネクターが、USBケーブルで接続
いる （Windows 95/98/Me、Windows
Windows XPの場合）

• 拡張1394ボード （オプション） のコネク
パソコンのIEEE 1394コネクターが 、ケ
で接続されている （Windows 2000/XPの
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足

リンターの操作パネルでIEEE 1394の 「SCSI
rint」 が 「有効」 で 「SCSI print双方向」 が 「す
」 に設定されている必要があります。

トワークで接続している場合
リンターのプロパティで双方向通信が可能
設定になっている

idoc IO Naviがインストールされている
つの条件のほかに、以下のいずれかの条件を
ている必要があります。

idoc IO Naviポートを使用し、プロトコルに
CP/IPを使っている

準 TCP/IPポートのポート名を変更しないで
っている （Windows 2000/XPの場合）

icrosoft TCP/IP印刷 IP アドレスを指定して
っている （Windows NT 4.0の場合）

Pプロトコル使用時に、ポート名にIPアドレ
を含んでいる

足

idoc IO Naviはプリンターに同梱のCD-ROM
らインストールしてください。
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共有設

クライア
設定をし
すると、
きます。

制限

❒［プリ
更する
要です
プのメ

参照

印刷通
を参照

A［スタ
ント

［プリ

て
パ

使用説明書 システム設定

定

ントからプリンターを使用するために共有
ます。また、Ridoc IO Naviで印刷通知設定を
印刷結果をクライアントに通知することがで

ンタ］フォルダでプリンタープロパティを変
には、「プリンタの管理」のアクセス権が必
。AdministratorsまたはPowerUsersグルー
ンバーとしてログオンしてください。

知設定については、Ridoc IO Naviのヘルプ
してください。

ート］ボタンをクリックし、［設定］をポイ
し、［プリンタ］をクリックします。

ンタ］ウィンドウが表示されます。

B 追加したプリンターのアイコンをクリックし
反転表示させ、［ファイル］メニューの［プロ
ティ］をクリックします。

プリンターのプロパティが表示されます。
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］タブをクリックし、［共有する］に�印を
ます。

D プリンターをほかのバージョンの Windo
使っているユーザーと共有する場合は、［追
ライバ］をクリックします。

補足

❒ インストールの際に共有をチェック（�

ける）して代替ドライバーをインストー
場合は、これは必要ありません。

E［OK］をクリックし、プリンターのプロパテ
閉じます。
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ださい。

リンタ

CP/IPプロ
ーのネッ

• TCP/IP
効です）

• IPアドレ

参照

設定方法
い編＞を

DHCPを
するとき
照してく

補足

❒ IPアドレ
かWind
使用説明書 システム設定

ows XPプリントサーバーを準備する

コルの準備をする

刷、IPP印刷のための準備

トコルまたはIPPを使って印刷する場合は、
にしたがってネットワーク環境を設定して

ーの環境設定

トコルを使って印刷できるように、プリン
トワーク環境を設定しておきます。

プロトコルを有効にする（工場出荷時は有

スなどTCP/IPに関する項目を設定する

について詳しくは、使用説明書＜取り扱
参照してください。

使用してプリンターの IPアドレスを設定
は、P.218 「DHCPを使用する場合」を参
ださい。

スを設定したら正しく設定されたかどう
ows XP上から確認してください。

A［スタート］ボタンをクリックし、［すべ
ログラム］-［アクセサリ］の順にポイン
［コマンドプロンプト］をクリックします

B 次のように入力して確認します。（IPア
が192.168.15.16の場合）
C:> ping 192.168.15.16
正しく設定されていると次のように表
ます。
Reply from 192.168.15.16 : by
time<10ms TTL=32
間違って設定されていると次のように
れます。
Request timed out.

Windows XPの環境設定

Windows XPに「TCP/IPプロトコル」が組み込
いることを確認し、TCP/IP のプロパティを設
す。

A［コントロールパネル］の［ネットワークと
ターネット接続］アイコンをダブルクリッ
ます。

B［ネットワーク接続］をクリックします。
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カルエリア接続］を選択して、［この接続の
を変更する］をクリックします。

接続は次の項目を使用します］ボックス
インターネットプロトコル(TCP/IP)」が組
まれていることを確認します。

足

CP/IPプロトコルが組み込まれていないときは、
ーカルエリア接続のプロパティ］の［インス
ール］をクリックして組み込んでください。組
込みの詳しい操作方法について詳しくは、
indows XPのヘルプを参照してください。

E TCP/IPプロトコルが組み込まれていたら
パティを設定します。

設定内容はネットワーク管理者の方に確認
しく設定してください。
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ウェアをインストールする

前に

 IO Naviをインストールし、RPCSプリンター
バーを「Ridoc IO Navi」を指定してインス
します。

O Naviのインストール

に付属の CD-ROMをパソコンの CD-ROM
イブにセットします。

トーラーが起動します。

足

ステムの設定によってはインストーラーが自動
に起動しないことがあります。その場合は、CD-
OMのルートディレクトリにある「SETUP.EXE」
ダブルクリックして起動してください。

B セットアップ画面が表示されたら、［Rid
Navi］をクリックします。

Ridoc IO Naviのインストーラーが起動しま
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こそ］ダイアログが表示されたら、［次へ］
リックします。

ライセンス契約］ダイアログにソフトウェ
用許諾契約が表示されます。すべての項目
読みください。同意する場合は、［はい］を
ックします。

E 表示されるメッセージに従ってRidoc IO N
インストールします。

補足

❒ インストール終了後に「Windowsの再起
イアログが表示される場合、Windowsを
してください。
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プリン

A 本機
ドラ

インス

補

❒ シ
的
R
を

B セッ
ドラ

許諾
みく
クし

リン
クし
使用説明書 システム設定

タードライバーのインストール

に付属の CD-ROMをパソコンの CD-ROM
イブにセットします。

トーラーが起動します。

足

ステムの設定によってはインストーラーが自動
に起動しないことがあります。その場合は、CD-
OMのルートディレクトリにある「SETUP.EXE」
ダブルクリックして起動してください。

トアップ画面が表示されたら、［プリンター
イバー］をクリックします。

C［使用許諾］ダイアログにソフトウェア使用
契約が表示されます。すべての項目をお読
ださい。同意する場合は、［次へ］をクリッ
ます。

D［コンポーネントの選択］ダイアログでプ
タードライバーを選択し、［次へ］をクリッ
ます。
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E［プリ
用す
リン
設定

F［プリ
の設

補

❒［コ
ご
プ
れ

。

使用説明書 システム設定編

ンタ名］の左のボックスをクリックし、使
る機種を選択します（�印を付けます）。プ
ター名を変更するときは、［'プリンタ名'の
の変更］ボックスで変更します。

ンタ名］をダブルクリックし、プリンター
定を展開します。

足

メント：］、［ドライバ：］、［ポート：］は、
使用のオペレーティングシステム、選択した
リンター機種、使用するポートによって、そ
に応じた表示となります。

G［ポート:］を選択し、［追加］をクリックします

以下の手順は使用するポートによって異なりま
す。使用するポートを選択してください。

• Ridoc IO Navi

• Standard TCP/IP Port

• LPR Port

Ridoc IO Navi

A「Ridoc IO Navi」を選択し、［OK］をクリッ
クします。
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B プ
選

❖

使用説明書 システム設定編

ロトコルを選択し、印刷するプリンターを
択します。

TCP/IP
A［TCP/IP］をクリックします。

B［機器検索］をクリックします。

TCP/IPプロトコルで印刷可能なプリン
ターが検索され、一覧表示されます。

C 印刷するプリンターをクリックして選
択します。
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使用説明書 システム設定編

補足

❒ ここにはコンピューターからのブロー
ドキャストに応答したプリンターだけ
が表示されます。ここに表示されない
プリンターに印刷するときは、［アドレ
ス指定］をクリックし、プリンターのIP
アドレスまたはホスト名を直接入力し
てください。

D［OK］をクリックします。

❖ IPP
A［IPP］をクリックします。
［IPP の設定］ダイアログが表示されま
す。

B［プリンタのURL］に印刷するプリンター
のIPアドレスを「http://（プリンターのIP
アドレス）/printer」のように入力します。
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を

合
rd

ー
。

使用説明書 システム設定編

C 必要に応じて［IPPポート名］にプリン
ターを区別するための名前を入力しま
す。すでにある他のIPPポート名と違う
名前を入力してください。
入力を省略すると、［プリンタの URL］
に入力したアドレスが IPPポート名に
設定されます。

D プロキシサーバーや IPPユーザー名な
どの設定を行う場合は、［詳細設定］を
クリックし、必要な項目を設定し、［OK］
をクリックします。

補足

❒ 設定項目の詳細については、CD-ROM
収録のヘルプを参照してください。

E［OK］をクリックします。
ポートの追加ダイアログが閉じます。

Standard TCP/IP Port

A「Standard TCP/IP Port」を選択し、［OK］
クリックします。

補足

❒「Standard TCP/IP Port」が表示されない場
は、Windows XPのヘルプを参照してStanda
TCP/IPの設定をしてください。

B「標準TCP/IPプリンタポートの追加ウィザ
ド」の開始画面で、［次へ］をクリックします
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C［
プ
ス

❒

D「標
ド

プ

し

IX
ま
ッ
詳
ヘ

ア
ス

使用説明書 システム設定編

プリンタ名またはIPアドレス］ボックスに
リンター名またはプリンターの IP アドレ
を入力し、［次へ］をクリックします。

補足

［ポート名］ボックスには自動的にポート名
が入力されます。必要があれば変更してく
ださい。

準TCP/IPプリンタポートの追加ウィザー
」の完了画面で、［完了］をクリックします。

リンタードライバーの導入画面に戻ります。

LPR Port

A「LPR Port」を選択し、［OK］をクリック
ます。

補足

❒「LPR Port」が表示されない場合は、「UN
印刷サービス」が正しく組み込まれてい
せん。［サービス］タブの［追加］をクリ
クして組み込んでください。組み込みの
しい操作方法についてはWindows XPの
ルプを参照してください。

B［lpdを提供しているサーバーの名前または
ドレス］ボックスに、プリンターのIPアドレ
を入力します。



編
43

C［
キ
を

H［OK］

ポート

I［ポー
示さ

展開

左の
使用説明書 システム設定

サーバーのプリンタ名またはプリンタ
ュー名］ボックスに「lp」と入力し、［OK］
クリックします。

をクリックします。

が追加されます。

ト :］に選択したプリンターのポートが表
れていることを確認します。

J［共有］をダブルクリックし、共有の設定を
します。

K プリンターを共有する場合は、［共有］の
ボックスをクリックして�印を付けます。
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L［共有
要な
する

補

❒ 共
ド
（［
は

❒ 後
定

M 必要
うプ

補

❒ 設
ク

❖ ユ

ソコン
でき、
ついて
くださ

英字や

す。
使用説明書 システム設定

名］の下にあるボックスをクリックし、必
システムの代替ドライバーをインストール
ことができます。

足

有をチェックする（�印を付ける）と、代替
ラ イ バ ー が イ ン ス ト ー ル さ れ ま す
Windows NT 4.0/2000］、［Windows 95/98］
、あらかじめ選択されています）。

で追加することもできます。P.51 「共有設
」を参照してください。

に応じて、ユーザーコードの設定や通常使
リンターの設定をします。

足

定項目を選択し、ダイアログ下部の変更ボッ
スで設定してください。

ーザーコードの設定

補足

❒ ユーザーコードを設定しておくと、各パ
ごとの印刷枚数の統計をとることが
Ridoc IO Adminで確認できます。詳細に
は、Ridoc IO Adminのヘルプを参照して
い。

❒ 入力できるのは、半角数字最大8桁です。
記号はご使用になれません。

❖ 通常使うプリンターの設定

N［完了］をクリックします。

プリンタードライバーがインストールされま
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補

❒ イ
る
ク

❒ 次
プ
で
ン
を

•

O［コン
たら

完了］

れる場

了し

ていな
ョン、
る必要

方向通

ョンを
使用説明書 システム設定

足

ンストールの途中でメッセージが表示され
ことがあります。その場合は［続行］をクリッ
してインストールを続行してください。

のメッセージが表示された場合、オートラン
ログラムでのインストールを続けることが
きません。P.49 「プリンタードライバーのイ
ストール中にメッセージが表示されたとき」
参照してインストールし直してください。 

「新しいドライバが既に存在しているため、
インストールを継続することができませ
ん。」

ポーネントの選択］ダイアログが表示され
、［完了］をクリックします。

P［導入完了］ダイアログが表示されたら、［
をクリックします。

補足

❒ ダイアログに「再起動の確認」が表示さ
合は、Windowsを再起動してください。

Q プリンタードライバーのインストールが完
たら、オプションを設定します。

補足

❒ プリンターとパソコンが双方向通信し
いときは、プリンターに接続したオプシ
セットした用紙のサイズ、方向を設定す
があります。

参照

双方向通信の詳細については、P.50 「双
信が働く条件」を参照してください。

オプションの設定方法は、P.48 「オプシ
設定する」を参照してください。
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ポート

IPPのUR
Naviの設

補足

❒ NetB

A［プリ
のア
イル
す。

B［ポー
クリ

ポート

、

使用説明書 システム設定編

の設定を変更する

Lやプロキシサーバーの設定など、Ridoc IO
定を変更することができます。

EUIプロトコルには設定項目がありません。

ンタ］ウィンドウで、印刷するプリンター
イコンをクリックして反転表示させ、［ファ
］メニューの［プロパティ］をクリックしま

ト］タブをクリックし、［ポートの構成］を
ックします。

の設定画面が表示されます。

• TCP/IPプロトコルの場合、代行印刷、並行印刷
タイムアウト、プリンターグループの設定がで
きます。

補足

❒［代行印刷 /並行印刷］タブの項目を設定で
きないときは、次のよう操作すると設定で
きるようになります。

A［キャンセル］をクリックして、［ポート
の設定］ダイアログを閉じます。

B Ridoc IO Naviを起動し、タスクバーの
Ridoc IO Naviアイコンを右クリックし
ます。

C［拡張機能設定］をクリックし、［代行/並
行印刷をポート毎に設定する］に
チェックをつけます。

D［OK］をクリックし、［拡張機能設定］ダ
イアログを閉じます。
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❒

• IP
の

補

❒ 詳
さ

使用説明書 システム設定

各設定項目の詳細は、Ridoc IO Naviのヘル
プを参照してください。

Pの場合、IPPユーザー設定やプロキシなど
設定ができます。

足

細は、Ridoc IO Naviのヘルプを参照してくだ
い。
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オプシ

制限

❒［プリ
更する
要です
プのメ

A［スタ
ンド

B 追加
反転
ティ

次の画
使用説明書 システム設定編

ョンを設定する

ンタ］フォルダでプリンタープロパティを変
には、「プリンタの管理」のアクセス権が必
。AdministratorsまたはPowerUsersグルー
ンバーとしてログオンしてください。

ート］ボタンから、［プリンタとFAX］ウィ
ウを表示させます。

したプリンターのアイコンをクリックして
表示させ、［ファイル］メニューの［プロパ
］をクリックします。

面が表示されます。

補足

❒ この画面は、インストール後最初にプリンター
のプロパティを表示する場合、または装着して
いるオプションを設定していない場合に表示
されます。それ以外の場合は、手順Dの画面が
表示されます。

C［OK］をクリックします。

D［オプション構成の変更 /給紙トレイ設定］タブ
をクリックします。

補足

❒［オプション構成の変更/給紙トレイ設定］タブ
の項目がグレー表示になっていて選択できな
いときは、双方向通信が働いています。このと
きオプションの設定は必要ありません。
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E［オプ
ショ

F［給紙
クし
レイ
く設
は［自
けま

G［OK］
閉じ

補

❒［初
構
と

ッ

たドラ
ストー

インス
たドラ
ライ
ルし直

ポイン

クしま

ストー

Mの場
RPCS
ラーが
終了さ
使用説明書 システム設定

ション選択］ボックスで、取り付けたオプ
ンに�印を付けます。

トレイ設定］で、設定するトレイをクリッ
て反転表示させ、［トレイ用紙サイズ］・［ト
用紙セット方向］・［トレイ用紙種類］を正し
定し、自動トレイ選択の対象にしない場合
動トレイ選択の対象にしない］に�印を付
す。

をクリックし、プリンターのプロパティを
ます。

足

期設定］タブをクリックして［オプ ション
成の変更 /給紙トレイ設定］をクリックする
、手順Eの画面が表示され ます。

-プリンタードライバーのインストール中にメ
セージが表示されたとき

上記のメッセージは、インストールしようとし
イバーよりも新しいドライバーが、すでにイン
ルされているときに表示されます。

この場合には、オートランプログラムによる
トールはできません。メッセージ中に表示され
イバーをインストールしたときに使用したド
バーを使って、［プリンタの追加］でインストー
してください。

A［スタート］ボタンをクリックし、［設定］を
トし、［プリンタ］をクリックします。

B［プリンタの追加］アイコンをダブルクリッ
す。

C「プリンタの追加ウィザード」に従ってイン
ルします。
プリンタードライバーのディスクがCD-RO
合、インストール元はCD-ROMの¥DRIVERS¥
¥WIN2K_XP¥DISK1 になります。インストー
起動したときは［キャンセル］をクリックして
せます。
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• 双方向
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双方向通
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❖ プリ
続し
• パ

• プ
な

上記２
を満た

• プ
パ
イ

• プ
の
て
W

• 拡
パ
で

SCSI
が 「す

が可能

条件を

コルに

ないで

て使っ

アドレ

-ROM
使用説明書 システム設定

通信が働く条件

信が働いていると、プリンターにセットされ
紙サイズなどの情報が自動的にパソコンに
す。またパソコン側からもプリンターの状態
ることができます。

通信はWindows 95/98/Me、Windows 2000、
ows XP、Windows NT 4.0で働く機能です。

信が働くには、接続形態により以下の条件を
たしている必要があります。

ンターとパソコンを直接ケーブルで接
ている場合
ソコンが双方向通信に対応している

リンターのプロパティで双方向通信が可能
設定になっている
つの条件のほかに、以下のいずれかの条件
している必要があります。

リンターのパラレルコネクターとパソコンの
ラレルコネクターが、双方向通信に対応した
ンターフェースケーブルで接続されている

リンターのパラレルコネクターとパソコン
USBコネクターが、USBケーブルで接続され
いる （Windows 95/98/Me、Windows 2000、
indows XPの場合）

張1394ボード （オプション） のコネクターと
ソコンのIEEE 1394コネクターが 、ケーブル
接続されている （Windows 2000/XPの場合）

補足

❒ プリンターの操作パネルでIEEE 1394の 「
print」 が 「有効」 で 「SCSI print双方向」 
る」 に設定されている必要があります。

❖ ネットワークで接続している場合
• プリンターのプロパティで双方向通信
な設定になっている

• Ridoc IO Naviがインストールされている
上記2つの条件のほかに、以下のいずれかの
満たしている必要があります。

• Ridoc IO Naviポートを使用し、プロト
TCP/IPを使っている

• 標準 TCP/IPポートのポート名を変更し
使っている （Windows 2000/XPの場合）

• Microsoft TCP/IP印刷 IP アドレスを指定し
ている （Windows NT 4.0の場合）

• IPPプロトコル使用時に、ポート名にIP
スを含んでいる

補足

❒ Ridoc IO Naviはプリンターに同梱のCD
からインストールしてください。
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共有設

クライア
設定をし
すると、
きます。

制限

❒［プリ
更する
要です
プのメ

参照

印刷通
を参照

A［スタ
ンド
使用説明書 システム設定編

定

ントからプリンターを使用するために共有
ます。また、Ridoc IO Naviで印刷通知設定を
印刷結果をクライアントに通知することがで

ンタ］フォルダでプリンタープロパティを変
には、「プリンタの管理」のアクセス権が必
。AdministratorsまたはPowerUsersグルー
ンバーとしてログオンしてください。

知設定については、Ridoc IO Naviのヘルプ
してください。

ート］ボタンから、［プリンタとFAX］ウィ
ウを表示させます。

B 追加したプリンターのアイコンをクリックして
反転表示させ、［ファイル］メニューの［プロパ
ティ］をクリックします。
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C［共有
する

ws を
加ド

印を付
ルした

ィを
使用説明書 システム設定

］タブをクリックし、［このプリンタを共有
］をクリックします。

D プリンターをほかのバージョンの Windo
使っているユーザーと共有する場合は、［追
ライバ］をクリックします。

補足

❒ インストールの際に共有をチェック（�

ける）して代替ドライバーをインストー
場合は、これは必要ありません。

E［OK］をクリックし、プリンターのプロパテ
閉じます。
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編
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プ

T

T
以
さ

❖

ログラ
ト］を

アドレ

表示さ

tes=32

に表示

crosoft
P/IPの

］アイ
. Wind

ロト

CP/IP印

CP/IPプロ
下の説明
い。

プリン
TCP/IP
ネットワ

• TCP
有効

• IPア

参照

設定
アッ
照し

DHC
定す
を参

補足

❒ IPア
うか
使用説明書 システム設定

ows NT 4.0プリントサーバーを準備する

コルの準備をする

刷、IPP印刷のための準備

トコルまたはIPPを使って印刷する場合は、
に従ってネットワーク環境を設定してくだ

ターの環境設定
を使って印刷できるように、プリンターの
ーク環境を設定しておきます。

/IPプロトコルを有効にする（工場出荷時は
です）

ドレスなどTCP/IPに関する項目を設定する

方法の詳細については、かんたんセット
プの「操作パネルを使って設定する」を参
てください。

Pを使用してプリンターのIPアドレスを設
るときは、P.218 「DHCPを使用する場合」
照してください。

ドレスを設定したら正しく設定されたかど
Windows上から確認してください。

A［スタート］ボタンをクリックし、［プ
ム］をポイントし、［コマンドプロンプ
クリックします。

B 次のように入力して確認します。（IP
スが192.168.15.16の場合）
C:> ping 192.168.15.16
正しく設定されていると次のように
れます。
Reply from 192.168.15.16 : by
time<10ms TTL=32
間違って設定されていると次のよう
されます。
Request timed out.

❖ Windows NTの環境設定
Windows NTに「TCP/IPプロトコル」と「Mi
TCP/IP印刷」ソフトウェアを組み込み、TC
プロパティを設定します。

A［コントロールパネル］の［ネットワーク
コンをダブルクリックします。
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B［プ
ル
ま

❒

C T
を
設
正

］タブ
として
いるこ

いない
リック
しい操
を参照
使用説明書 システム設定

ロトコル］タブの［ネットワークプロトコ
］ボックスに「TCP/IPプロトコル」が組み込
れていることを確認します。

補足

TCP/IPプロトコルが組み込まれていないと
きは、［プロトコル］タブの［追加］をクリッ
クして組み込んでください。組み込みの詳
しい操作方法についてはWindows NTのヘ
ルプを参照してください。

CP/IPプロトコルを組み込んだら、プロパティ
設定します。
定内容はネットワーク管理者の方に確認し、
しく設定してください。

D LPRを使って印刷する場合は、［サービス
をクリックし、ネットワークサービス
「Microsoft TCP/IP印刷」が組み込まれて
とを確認します。

「Microsoft TCP/IP印刷」が組み込まれて
ときは、［サービス］タブの［追加］をク
して組み込んでください。組み込みの詳
作方法についてはWindows NTのヘルプ
してください。
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NetBEUI
説明に従

❖ プリ
NetB
プリン
（工場

参
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❖ Wind
Wind
LANア

A［コ
コ

ロトコ
が組み

いない
］をク
み込み
s NT
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UI印刷のための準備

プロトコルを使って印刷する場合は、以下の
ってネットワーク環境を設定してください。

ンターの環境設定
EUIプロトコルを使って印刷できるように、
ターのNetBEUIプロトコルを有効にします
出荷時は有効です）。

照

定方法の詳細については、かんたんセット
ップの「操作パネルを使って設定する」を参
してください。

ows NTの環境設定
ows NTに「NetBEUIプロトコル」を組み込み、
ダプタ（LANA）番号を変更します。

ントロールパネル］の［ネットワーク］アイ
ンをダブルクリックます。

B［プロトコル］タブの［ネットワークプ
ル］ボックスに「NetBEUIプロトコル」
込まれていることを確認します。

補足

❒ NetBEUIプロトコルが組み込まれて
ときは、［プロトコル］タブの［追加
リックして組み込んでください。組
の詳しい操作方法についてはWindow
のヘルプを参照してください。
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が表
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動し
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ANA番号を変更します。［サービス］タブをク
ックし、［ネットワークサービス］ボックスの
etBIOSインターフェイス」をクリックして反
表示させ、［プロパティ］をクリックします。

D［ネットワークルート］見出しの「Nbfプロ
ル」に対応したLANA番号をクリックして
表示させ、［編集］をクリックします。

E LANA番号として「0」を入力します。

補足

❒ 他のプロトコルの LANA番号が 0に設
れているときは、そのプロトコルを
に変更してください。

F［OK］をクリックします。

G［閉じる］をクリックし、［ネットワーク
アログを閉じます。

H 再起動するかどうか確認するメッセージ
示されるので、［はい］をクリックします

補足

❒ LANA 番号を変更したときは必ず再起
てください。
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ウェアをインストールする

前に

 IO Naviをインストールし、RPCSプリンター
バーを「Ridoc IO Navi」を指定してインス
します。

O Naviのインストール

に付属の CD-ROMをパソコンの CD-ROM
イブにセットします。

トーラーが起動します。

足

ステムの設定によってはインストーラーが自動
に起動しないことがあります。その場合は、CD-
OMのルートディレクトリにある「SETUP.EXE」
ダブルクリックして起動してください。

B セットアップ画面が表示されたら、［Ridoc I
Navi］をクリックします。

Ridoc IO Naviのインストーラーが起動します。

C［ようこそ］ダイアログが表示されたら、［次へ
をクリックします。
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D［製品
ア使
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E 表示
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ル

-ROM

が自動
、CD-
.EXE」

ター
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ライセンス契約］ダイアログにソフトウェ
用許諾契約が表示されます。すべての項目
読みください。同意する場合は、［はい］を
ックします。

されるメッセージに従ってRidoc IO Naviを
ストールします。インストールが完了する
のメッセージが表示されます。

プリンタードライバーのインストー

A 本機に付属の CD-ROMをパソコンの CD
ドライブにセットします。

インストーラーが起動します。

補足

❒ システムの設定によってはインストーラー
的に起動しないことがあります。その場合は
ROMのルートディレクトリにある「SETUP
をダブルクリックして起動してください。

B セットアップ画面が表示されたら、［プリン
ドライバー］をクリックします。
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許諾］ダイアログにソフトウェア使用許諾
が表示されます。すべての項目をお読みく
い。同意する場合は、［次へ］をクリックし
。

ポーネントの選択］ダイアログでプリン
ドライバーを選択し、［次へ］をクリックし
。

E［プリンタ名］の左のボックスをクリックし、使
用する機種を選択します（チェックマークを付
けます）。プリンター名を変更するときは、［'プ
リンタ名'の設定の変更］ボックスで変更します

F［プリンタ名］をダブルクリックし、プリンター
の設定を展開します。

補足

❒［コメント：］、［ドライバ：］、［ポート：］は
ご使用のオペレーティングシステム、選択し
プリンター機種、使用するポートによって、そ
れに応じた表示となります。
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ト:］を選択し、［追加］をクリックします。

の手順は使用するポートによって異なりま
用するポートを選択してください。

idoc IO Navi

PR Port

c IO Navi

Ridoc IO Navi」を選択し、［OK］をクリッ
します。

B プロトコルを選択し、印刷するプリンターを
選択します。

❖ TCP/IP
A［TCP/IP］をクリックします。

B［機器検索］をクリックします。
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TCP/IPプロトコルで印刷可能なプリン
ターが検索され、一覧表示されます。

C 印刷するプリンターをクリックして選
択します。

補足

❒ ここにはコンピューターからの
ドキャストに応答したプリンタ
が表示されます。ここに表示さ
プリンターに印刷するときは、［
ス指定］をクリックし、プリンタ
アドレスまたはホスト名を直接
てください。

D［OK］をクリックします。
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❖ して選
使用説明書 システム設定

NetBEUI
A［NetBEUI］をクリックします。

B［機器検索］をクリックします。

NetBEUIプロトコルで印刷可能なプリ
ンターが検索され、一覧表示されます。

C 印刷するプリンターをクリック
択します。
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補足

❒ ここにはコンピューターからのブロード
キャストに応答したプリンターだけが表
示されます。ここに表示されないプリン
ターに印刷するときは、［アドレス指定］
をクリックし、NetBEUIアドレスを直接
入力してください。NetBEUIアドレスは、
システム設定リストで確認できます。シ
ステム設定リストの印刷方法は、プリン
ターに同梱の使用説明書を参照してくだ
さい。システム設定リストでは NetBEUI
アドレスが「¥¥RNPxxxx¥xxx」と表示され
ています。先頭の「¥¥」を「%%」に変更
して入力してください。

❒ ルーターを越えたプリンターには印刷
できません。

D［OK］をクリックします。

❖ IPP
A［IPP］をクリックします。
［IPP の設定］ダイアログが表示されま
す。

B［プリンタのURL］に印刷するプリンター
のIPアドレスを「http://（プリンターのIP
アドレス）/printer」のように入力します
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C 必要に応じて［IPPポート名］にプリン
ターを区別するための名前を入力しま
す。すでにある他のIPPポート名と違う
名前を入力してください。
入力を省略すると、［プリンタのURL］
に入力したアドレスが IPP ポート名に
設定されます。

D プロキシサーバーや IPPユーザー名な
どの設定を行う場合は、［詳細設定］を
クリックし、必要な項目を設定し、［OK］
をクリックします。

補足

❒ 設定項目の詳細については、CD-ROM
収録のヘルプを参照してください。

E［OK］をクリックします。
ポートの追加ダイアログが閉じます。

LPR Port

A「LPR Port」を選択し、［OK］をクリック
ます。

補足

❒「LPR Port」が表示されない場合は、「Micro
TCP/IP印刷」が正しく組み込まれていま
ん。［サービス］タブの［追加］をクリック
て組み込んでください。組み込みの詳しい
作方法についてはWindows NTのヘルプを
照してください。

B［lpdを提供しているサーバーの名前または
ドレス］ボックスに、プリンターのIPアド
スを入力します。
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サーバーのプリンタ名またはプリンタ
ュー名］ボックスに「lp」と入力し、［OK］
クリックします。

をクリックします。

が追加されます。

ト :］に選択したプリンターのポートが表
れていることを確認します。

J［共有］をダブルクリックし、共有の設定を
します。

K プリンターを共有する場合は、［共有］の
ボックスをクリックし、チェックマークを
ます。
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名］の下にあるボックスをクリックし、必
システムの代替ドライバーをインストール
ことができます。

足

有をチェックする（�印を付ける）と、代替
ラ イ バ ー が イ ン ス ト ー ル さ れ ま す
Windows NT 4.0/2000］、［Windows 95/98］
、あらかじめ選択されています）。

で追加することもできます。P.74 「共有設
」を参照してください。

に応じて、ユーザーコードの設定や通常使
リンターの設定をします。

足

定項目を選択し、ダイアログ下部の変更ボッ
スで設定してください。

❖ ユーザーコードの設定

補足

❒ ユーザーコードを設定しておくと、各パソコ
ごとの印刷枚数の統計をとることがで
Ridoc IO Adminで確認できます。詳細につい
は、Ridoc IO Adminのヘルプを参照してくだ
い。

❒ 入力できるのは、半角数字最大8桁です。英字
記号はご使用になれません。

❖ 通常使うプリンターの設定
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表示され

、［完了］

される場
い。
使用説明書 システム設

］をクリックします。

タードライバーがインストールされます。

足

のメッセージが表示された場合、オートラン
ログラムでのインストールを続けることが
きません。P.72 「プリンタードライバーのイ
ストール中にメッセージが表示されたとき」
参照してインストールし直してください。 

「新しいドライバが既に存在しているため、
インストールを継続することができませ
ん。」

「Service Pack 4では導入できないドライバ
が存在します。」

O［コンポーネントの選択］ダイアログが
たら、［完了］をクリックします。

P［導入完了］ダイアログが表示されたら
をクリックします。

補足

❒ ダイアログに「再起動の確認」が表示
合は、Windowsを再起動してくださ
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ンタードライバーのインストールが完了し
、オプションを設定します。

足

リンターとパソコンが双方向通信していな
ときは、プリンターに接続したオプション、
ットした用紙のサイズ、方向を設定する必要
あります。

照

方向通信の詳細については、P.72 「双方向通
が働く条件」を参照してください。

プションの設定方法は、P.70 「オプションを
定する」を参照してください。

ポートの設定を変更する

IPPのURLやプロキシサーバーの設定など、Rid
Naviの設定を変更することができます。

補足

❒ NetBEUIプロトコルには設定項目がありませ

A［プリンタ］ウィンドウで、印刷するプリン
のアイコンをクリックして反転表示させ、［
イル］メニューの［プロパティ］をクリック
す。

B［ポート］タブをクリックし、［ポートの構
クリックします。

ポートの設定画面が表示されます。
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CP/IPプロトコルの場合、代行印刷、並行印刷、
イムアウト、プリンターグループの設定がで
ます。

補足

［代行印刷 /並行印刷］タブの項目を設定で
きないときは、次のよう操作すると設定で
きるようになります。

A［キャンセル］をクリックして、［ポート
の設定］ダイアログを閉じます。

B Ridoc IO Naviを起動し、タスクバーの
Ridoc IO Naviアイコンを右クリックし
ます。

C［拡張機能設定］をクリックし、［代行/並
行印刷をポート毎に設定する］に
チェックをつけます。

D［OK］をクリックし、［拡張機能設定］ダ
イアログを閉じます。

❒ 各設定項目の詳細は、Ridoc IO Naviのヘ
プを参照してください。

• IPPの場合、IPPユーザー設定やプロキシな
の設定ができます。

補足

❒ 詳細は、Ridoc IO Naviのヘルプを参照してく
さい。
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ョンを設定する

ンタ］フォルダでプリンタープロパティを変
には、「フルコントロール」のアクセス権が
す。AdministratorsまたはPowerUsersグ
のメンバーとしてログオンしてください。

ート］ボタンをクリックし、［設定］をポイ
し、［プリンタ］をクリックします。

ンタ］ウィンドウが表示されます。

B 追加したプリンターのアイコンをクリックして
反転表示させ、［ファイル］メニューの［プロパ
ティ］をクリックします。

次の画面が表示されます。
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C［OK］

D［オプ
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ション
クする
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足

の画面は、インストール後最初にプリンター
プロパティを表示する場合、または装着して
るオプションを設定していない場合に表示
れます。それ以外の場合は、手順Dの画面が
示されます。

をクリックします。

ション構成の変更 /給紙トレイ設定］タブ
リックします。

足

プション構成の変更/給紙トレイ設定］タブ
項目がグレー表示になっていて選択できな
ときは、双方向通信が働いています。このと
オプションの設定は必要ありません。

E［オプション選択］ボックスで、取り付けた
ションに�印を付けます。

F［給紙トレイ設定］で、設定するトレイをク
クして反転表示させ、［トレイ用紙サイズ
レイ用紙セット方向］・［トレイ用紙種類］を
く設定し、自動トレイ選択の対象にしない
は［自動トレイ選択の対象にしない］をチェ
します。

G［OK］をクリックし、プリンターのプロパテ
閉じます。

補足

❒［初期設定］タブをクリックして［オプ 
構成の変更 /給紙トレイ設定］をクリッ
と、手順Eの画面が表示され ます。
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タードライバーのインストール中にメッ
ジが表示されたとき

ッセージは、インストールしようとしたドラ
りも新しいドライバーが、すでにインストー
いるときに表示されます。

には、オートランプログラムによるインス
できません。メッセージ中に表示されたドラ
インストールしたときに使用したドライ
って、［プリンタの追加］でインストールし直
さい。

ート］ボタンをクリックし、［設定］をポイン
［プリンタ］をクリックします。

ンタの追加］アイコンをダブルクリックしま

ンタの追加ウィザード」に従ってインストー
す。

プリンタードライバーのディスクがCD-RO
合、インストール元はCD-ROMの¥DRIVERS¥
¥WINNT40¥DISK1になります。インストーラ
動したときは［キャンセル］をクリックして終
ます。

-双方向通信が働く条件

双方向通信が働いていると、プリンターにセッ
ている用紙サイズなどの情報が自動的にパソ
伝わります。またパソコン側からもプリンター
を確認することができます。

• 双方向通信はWindows 95/98/Me、Windows
Windows XP、Windows NT 4.0で働く機能で

双方向通信が働くには、接続形態により以下の
すべて満たしている必要があります。

❖ プリンターとパソコンを直接ケーブル
続している場合
• パソコンが双方向通信に対応している

• プリンターのプロパティで双方向通信
な設定になっている

上記２つの条件のほかに、以下のいずれか
を満たしている必要があります。

• プリンターのパラレルコネクターとパソ
パラレルコネクターが、双方向通信に対
インターフェースケーブルで接続されて
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リンターのパラレルコネクターとパソコン
USBコネクターが、USBケーブルで接続され
いる （Windows 95/98/Me、Windows 2000、
indows XPの場合）

張1394ボード （オプション） のコネクターと
ソコンのIEEE 1394コネクターが 、ケーブル
接続されている （Windows 2000/XPの場合）

足

リンターの操作パネルでIEEE 1394の 「SCSI
rint」 が 「有効」 で 「SCSI print双方向」 が 「す
」 に設定されている必要があります。

トワークで接続している場合
リンターのプロパティで双方向通信が可能
設定になっている

idoc IO Naviがインストールされている
つの条件のほかに、以下のいずれかの条件を
ている必要があります。

idoc IO Naviポートを使用し、プロトコルに
CP/IPを使っている

準 TCP/IPポートのポート名を変更しないで
っている （Windows 2000/XPの場合）

icrosoft TCP/IP印刷 IP アドレスを指定して
っている （Windows NT 4.0の場合）

Pプロトコル使用時に、ポート名にIPアドレ
を含んでいる

補足

❒ Ridoc IO Naviはプリンターに同梱のCD
からインストールしてください。
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定をしま
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ます。

制限

❒［プリ
更する
必要で
ループ

参照

印刷通
を参照

A［スタ
ント

［プリ

て
パ

使用説明書 システム設定編

定

ントがプリンターを使用するために共有設
す。また、Ridoc IO Naviで印刷通知設定をす
刷結果をクライアントに通知することができ

ンタ］フォルダでプリンタープロパティを変
には、「フルコントロール」のアクセス権が
す。Administratorsまたは PowerUsersグ
のメンバーとしてログオンしてください。

知設定については、Ridoc IO Naviのヘルプ
してください。

ート］ボタンをクリックし、［設定］をポイ
し、［プリンタ］をクリックします。

ンタ］ウィンドウが表示されます。

B 追加したプリンターのアイコンをクリックし
反転表示させ、［ファイル］メニューの［プロ
ティ］をクリックします。

プリンターのプロパティが表示されます。
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ィを
使用説明書 システム設定

］タブをクリックし、［共有する］に�印を
ます。

D プリンターをほかのバージョンの Windo
使っているユーザーと共有する場合は、代
ライバをクリックして選択します。

補足

❒ インストールの際に共有をチェック（�

ける）して代替ドライバーをインストー
場合は、選択する必要はありません。

E［OK］をクリックし、プリンターのプロパテ
閉じます。
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N を
「

プ

プ

A

ー
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示

ー
し

ウ
し

. NetW

etWareで
プリントサ

ロト

リンター

補足

❒ コンピュ
まれてい
場合は、
ロトコル

操作パネ

メニュー

オンライ

リセット
使用説明書 システム設定編

areサーバーを準備する

ネットワークプリンターを使用する場合の設定のしかたを説明します。NetWareではプリンター
ーバー」または「リモートプリンター」として接続することができます。

コルの準備をする

の操作パネルでNetWareの設定をします。

ーター側に IPX/SPXプロトコルが組み込
る必要があります。組み込まれていない
Windowsのヘルプを参照して IPX/SPXプ
を組み込んでください。

ルの【メニュー】キーを押します。

画面が表示されます。

B【▲】または【▼】キーを押して「インターフェ
スセッテイ」を表示させ、【OK】キーを押します

インターフェース設定項目を選択する画面が表
されます。

C 使用するプロトコルを有効にします。

A【▲】または【▼】キーを押して「3.ネットワ
クセッテイ」を表示させ、【OK】キーを押
ます。 

B【▲】または【▼】キーを押して「6.ユウコ
プロトコル」を表示させ、【OK】キーを押
ます。 

ン�メニュー�

�

戻る�

O K強制排紙�
� 電源�

�
アラーム� データイン�

ZDJS001J

  <OxM->  

   w*h-EV-df?lw  

  <w*h-EV-df?lw>

  3.v?;L-if?lw

  <v?;L-if?lw>

  6.SepeE\K;pH
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❒

❒

❒

す。

レーム
数のフ
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ことが
ムタイ

レー
しま

  

  

  

  
使用説明書 システム設定

▲】または【▼】キーを押して「2.NetWare」
表示させ、【OK】キーを押します。 

▲】または【▼】キーを押して「ユウコウ」
表示させ、【OK】キーを押します。 

2秒後有効プロトコルを設定する画面に戻り
す。 

ロトコルの設定が終了したら【戻る】キー
押します。 

ットワークの設定項目を選択する画面が表
されます。

補足

工場出荷時は全てのプロトコルが有効に設
定されています。 

ご使用にならないプロトコルは無効にして
おくことを推奨します。 

NetWare5.1Jのピュア IP環境でお使いにな
る場合は、TCP/IPプロトコルを有効に設定
してください。

D NetWareのフレームタイプを選択します。

選択できるフレームタイプは以下のとおりで

• ジドウセンタク（工場出荷時）

• ETHERNET802.3

• ETHERNET802.2

• ETHERNET2

• ETHERNETSNAP

補足

❒「自動選択」は起動時最初に検知したフ
タイプに設定されます。したがって複
レームタイプが使用可能なネットワー
目的のフレームタイプに設定されない
あります。そのときは使用したいフレー
プを選択してください。

A【▲】または【▼】キーを押して「5.NWフ
ムタイプ」を表示させ、【OK】キーを押
す。

現在の設定が表示されます。

<SepeE\K;pH>

2.NetWare

<NetWare >

*Sepe

  <v?;L-if?lw>

  5.NWEJ-IhwE\
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P.139
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使用説明書 システム設定

▲】または【▼】キーを押して使用するフ
ームタイプを表示させ、【OK】キーを押し
す。

2秒後ネットワークの設定項目を選択する画
に戻ります。

が終了したら【オンライン】キーを押しま

画面に戻り、設定した項目が有効になりま

テム設定リストを印刷して設定した内容を
します。

ム設定リストの印刷方法については、P.139
テム設定リストを印刷する」を参照してくだ

c IO Adminについて
ターをNetWare環境で使用するには、Ridoc

dminを使用してNetWareのプリント環境を設
す。

補足

❒ 下記の環境でRidoc IO Adminを使用し
ント環境を設定するときは、Novellから
れている NetWare クライアントがイン
ルされている必要があります。

• Windows 95/98/Meで、NDSモードの

• Windows 2000、Windows XP、Windo
4.0でNDSモードまたはBindaryモード

❖ Ridoc IO Adminに表示されるプリンター
いて
Ridoc IO Adminには、ネットワークに接続
いるプリンターの一覧が表示されます。

表示されるプリンター名から目的のプリン
わからないときは、プリンターからシステ
リストを印刷し、その「プリンタ名」と比較
的のプリンターを探してください。
システム設定リストの印刷方法については、
「システム設定リストを印刷する」を参照し
さい。

<NWEJ-IhwE\>

*s^;^ef*hi

w*akl^uYd

RPCS
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プリンタ

スを設
ていま

。Ridoc
Ridoc
。

使う場
進んで

リモー

プ
使

■�

イ

使用説明書 システム設定

are 3.xJでのセットアップ

のプリンター環境の設定のしかたはプリンター
（プリントサーバー／リモートプリンター）に
なります。ここではNetWare 3.xJにおいて、プリ
プリントサーバーとして使う場合と、リモート
ーとして使う場合について説明します。

補足

❒ NetWareが正しく動作し、プリントサービ
定できる環境が整っていることを前提にし
す。

❒ 操作例は次の条件で設定しています。

• ファイルサーバーの名前…CAREE

• プリントサーバーの名前…PSERV

• プリンターの名前…R-PRN

• キューの名前…R-QUEUE

Ridoc IO Adminのインストール

Ridoc IO AdminをWindowsにインストールします
IO Adminのインストール手順については、P.107 「
IO Adminのインストール」を参照してください

インストール終了後、プリントサーバーとして
合は、P.80 「プリントサーバーとして使う」に
ください。

リモートプリンターとして使う場合は、P.83 「
トプリンターとして使う」に進んでください。

Ridoc IO Adminのインストール�

リントサーバーとして�
うとき�

リモートプリンターとして�
使うとき�

セットアップは次の流れで行います�

プリントサーバーの起動�

NetWareの設定�

ーサネットボードの設定�
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使用説明書 システム設定編

トサーバーとして使う

rvisorまたは同等の権利を持つユーザとし
グインします。

c IO Adminを起動します。

ープ］メニューの［機器検索］をポイント
IPX/SPX］を選択します。

きるプリンターの一覧が表示されます。

足

示されるプリンター名から目的のプリン
ーがわからないときは、プリンターからシス
ム設定リストを印刷し、その「プリンタ名」と
較して目的のプリンターを探してください。

❒ システム設定リストの印刷方法については
P.139 「システム設定リストを印刷する」を
照してください。

❒ プリンターが表示されないときは、IPX/SPX
ロトコルのフレームタイプをコンピュータ
と機器で一致させてください。コンピュータ
のフレームタイプは Windowsの［ネットワ
ク］ダイアログで変更します。機器のフレー
タイプを変更する方法は、P.76 「プロトコル
準備をする」を参照してください。

制限

❒ メインウィンドウにリコー以外のプリンター
表示されることがありますが、これらのプリ
ターは選択しないでください。Ridoc IO Adm
はリコープリンター専用のユーティリティ
す。

D 設定するプリンターをクリックして反転表示
せ、［ツール］メニューの［イーサネットボー
設定］をクリックします。

イーサネットボード設定ツールが起動します。
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F 必要
力し

クし

択し、
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バーを
では
ックし
ること
使用説明書 システム設定

ザード］をクリックして選択し、［OK］を
ックします。

に応じて［デバイス名］と［コメント］を入
、［次へ］をクリックします。

G［NetWare］に�印を付け、［次へ］をクリッ
ます。

H［バインダリモード］をクリックして選
［ファイルサーバ名］を入力し、［次へ］をク
クします。

•［ファイルサーバ名］には、プリントサー
作成するファイルサーバー名（この例
CAREE）を入力します。［参照］をクリ
て一覧からファイルサーバーを選択す
もできます。
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か確認
うに入

ーザ名
では
使用説明書 システム設定

ントサーバ名］、［プリンタ名］、［プリント
ー名］を入力し、［次へ］をクリックします。

リントサーバ名］には、NetWareのプリント
ーバー名（この例では、PSERV）を英数字で

7バイト以内で入力します。

リンタ名］には、NetWareのプリンター名
の例では、R-PRN）を入力します。

リントキュー名］には、NetWare上に追加する
リントキューの名前（この例の場合R-QUEUE）
入力します。

J 設定を確認し、［次へ］をクリックします

設定が反映され、イーサネットボード設定
が終了します。

K Ridoc IO Adminを終了します。

補足

❒ プリンターが設定どおり動作している
するにはコマンドプロンプトで次のよ
力します。

F:> USERLIST

❒ 正しく動作していると、接続しているユ
としてプリントサーバー名（この例
PSERV）が表示されます。
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使用説明書 システム設定編

トプリンターとして使う

rvisorまたは同等の権利を持つユーザとし
グインします。

c IO Adminを起動します。

ープ］メニューの［機器検索］をポイント
IPX/SPX］を選択します。

きるプリンターの一覧が表示されます。

足

示されるプリンター名から目的のプリン
ーがわからないときは、プリンターからシス
ム設定リストを印刷し、その「プリンタ名」と
較して目的のプリンターを探してください。

❒ システム設定リストの印刷方法について
P.139 「システム設定リストを印刷する」を
照してください。

❒ プリンターが表示されないときは、IPX/SP
ロトコルのフレームタイプをコンピュータ
と機器で一致させてください。コンピュータ
のフレームタイプは Windowsの［ネットワ
ク］ダイアログで変更します。機器のフレー
タイプを変更する方法は、P.76 「プロトコル
準備をする」を参照してください。

制限

❒ メインウィンドウにリコー以外のプリンター
表示されることがありますが、これらのプリ
ターは選択しないでください。Ridoc IO Ad
はリコープリンター専用のユーティリティ
す。

D 設定するプリンターをクリックして反転表示
せ、［ツール］メニューの［イーサネットボー
設定］をクリックします。

イーサネットボード設定ツールが起動します。
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E［プロ
［OK］
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ーを
ます。

バーを
使用説明書 システム設定

パティシート］をクリックして選択し、
をクリックします。

サネットボード設定ツール］ダイアログが表
ます。

F［NetWare］タブをクリックします。

G 環境を設定します。

A［プリントサーバ名］ボックスにプリ
サーバーの名前を入力します。

補足

❒ 47バイト以内で入力してください、

B［ファイルサーバ名］に、プリントサーバ
作成するファイルサーバー名を入力し

［参照］をクリックすると、ファイルサー
一覧から選択できます。
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C［
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D［
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❒

ます。

力し
使用説明書 システム設定

動作モード］グループの［リモートプリン
］をクリックして選択します。

リモートプリンタ番号］ボックスにプリン
ー番号を入力します。

 重要
プリントサーバー上に作成するプリンター
の番号と一致させてください。

E［OK］をクリックします。

イーサネットボード設定ツールが終了し

H Ridoc IO Adminを終了します。

I コマンドプロンプトで「PCONSOLE」と入
ます。

F:> PCONSOLE
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使用説明書 システム設定編

ントキューを作成します。

足

存のプリントキューを使う場合は、手順Kに
みます。

利用可能な項目］メニューから［プリント
ュー情報］を選択します。

sertキーを押し、プリントキュー名を入力
ます。

scキーを押します。

用可能な項目］メニューに戻ります。

K プリンターを作成します。

A［利用可能な項目］メニューから［プリン
サーバ情報］を選択します。

B 新しいプリントサーバーを作成する場合は
Insertキーを押し、プリントサーバー名を
力します。

既存のプリントサーバーを使う場合は、［プ
ントサーバ］一覧から使用するプリントサ
バーを選択します。

 重要
❒ Ridoc IO Adminで設定したプリントサ
バー名（手順G-A）と一致させてくださ
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使用説明書 システム設定

プリントサーバ情報］メニューから［プリン
サーバ構成］を選択します。

プリントサーバ構成メニュー］から［プリン
の構成］を選択します。

E「インストールされていません」と表示
ているプリンターを選択します。

 重要
❒ Ridoc IO Adminで設定したプリンタ
（手順G-D）と一致させてください。
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使用説明書 システム設定

リンターの名前を変更する場合は、新しい
前を入力します。

前は選択したプリンターの番号に応じて「プ
ンタ×」と付けられています。

G タイプとして［リモートパラレル，LP
選択します。

IRQ、バッファサイズ、開始用紙、キュ
ビスモードは自動的に設定されます。

H Escキーを押し、確認画面で［Yes］を選
ます。

I Escキーを押します。

［プリントサーバ構成メニュー］に戻りま
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、「プ
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したプリンターにプリントキューを割り当
す。

プリントサーバ構成メニュー］から［プリン
でサービスされているキュー］を選択しま
。

順Kで作成したプリンターを選択します。

sertキーを押し、プリンターに割り当てる
ューを選択します。

補足

複数のキューを選択することもできます。

D 画面表示に従って、その他の項目を入力
す。

入力後、プリンターにキューが割り当て
ことを確認してください。

M「終了しますか？」と表示されるまでEscキ
押し、［Yes］を選択します。

PCONSOLEが終了します。

N NetWareサーバーのコンソールから次のよ
入力してプリントサーバーを起動します。

すでに起動しているときは、いったん停止
から起動します。

❖ 停止する
CAREE: unload pserver

❖ 起動する
CAREE: load pserver プリントサーバー

補足

❒ プリンターが設定どおり動作していると
リントジョブ待機中」と表示されます。



編
90

NetW

NetWare
ターの使
ター）に
NetWare
バーとし
う場合に

スを設
ていま

ーはプ
リモー

ターで
設定し
 「プロ
い。

プリ
使う

■�

イ

　

使用説明書 システム設定

are 4.xJ、NetWare 5/5.1Jでのセットアップ

のプリンター環境の設定のしかたはプリン
い方（プリントサーバー／リモートプリン
よって異なります。ここではNetWare 4.xJ、
 5/5.1Jにおいて、プリンターをプリントサー
て使う場合と、リモートプリンターとして使
ついて説明します。

補足

❒ NetWareが正しく動作し、プリントサービ
定できる環境が整っていることを前提にし
す。

❒ 操作例は次の条件で設定しています。

• ファイルサーバーの名前…CAREE

• プリントサーバーの名前…PSERV

• プリンターの名前…R-PRN

• キューの名前…R-QUEUE

❖ NetWare 5/5.1Jをお使いの方へ
• ピュアIP環境でお使いの場合、プリンタ
リントサーバーとしてお使いください。
トプリンターとしては使用できません。

• ピュア IP環境でお使いの場合、プリン
TCP/IP プロトコルが使用できるように
てください。設定方法については、P.76
トコルの準備をする」を参照してくださ

Ridoc IO Adminのインストール�

ントサーバーとして�
とき�

リモートプリンターとして�
使うとき�

セットアップは次の流れで行います�

ーサネットボードの設定�

　�NetWareの設定�

プリントサーバーの起動�

�
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Ridoc I

Ridoc IO 
IO Admin
IO Admin

インスト
合はP.91

リモート
プリンタ

プリン

 重要
❒ NetW
サーバ
用して

A サー

B Rido

。

、

。

、

使用説明書 システム設定編

O Adminのインストール

AdminをWindowsにインストールします。Ridoc
のインストール手順については、P.107 「Ridoc
のインストール」を参照してください。

ール終了後、プリントサーバーとして使う場
 「プリントサーバーとして使う」に進みます。

プリンターとして使う場合はP.96 「リモート
ーとして使う」に進みます。

トサーバーとして使う

are 4.xJ、NetWare 5/5.1Jにおいてプリント
ーとして使用する場合は、NDSモードで使
ください。

バーにAdminでログインします。

c IO Adminを起動します。

C［グループ］メニューの［機器検索］をポイント
し、［IPX/SPX］または［TCP/IP］を選択します

設定できるプリンターの一覧が表示されます。

補足

❒ NetWare 5/5.1JのピュアIP環境でお使いの方は
［TCP/IP］を選択してください。

❒ 表示されるプリンター名から目的のプリン
ターがわからないときは、プリンターからシス
テム設定リストを印刷し、その「プリンタ名」と
比較して目的のプリンターを探してください

❒ システム設定リストの印刷方法については
P.139 「システム設定リストを印刷する」を参
照してください。

❒ プリンターが表示されないときは、IPX/SPXプ
ロトコルのフレームタイプをコンピューター
と機器で一致させてください。コンピューター
のフレームタイプは Windowsの［ネットワー
ク］ダイアログで変更します。機器のフレーム
タイプを変更する方法は、P.76 「プロトコルの
準備をする」を参照してください。
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制

❒ メ
表
タ
は
す

D 設定
せ、［
設定

イーサ

補

❒ N
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K］を

］を入
使用説明書 システム設定

限

インウィンドウにリコー以外のプリンターが
示されることがありますが、これらのプリン
ーは選択しないでください。Ridoc IO Admin
リコープリンター専用のユーティリティで
。

するプリンターをクリックして反転表示さ
ツール］メニューの［イーサネットボード
］をクリックします。

ネットボード設定ツールが起動します。

足

etWare 5/5.1JのピュアIP環境でご使用の方は
.94 「NetWare 5/5.1JのピュアIP環境でお使い
方へ」に進んでください。

E［ウィザード］をクリックして選択し、［O
クリックします。

F 必要に応じて［デバイス名］と［コメント
力し、［次へ］をクリックします。
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G［Net
ます

H［NDS
ルサ
ト名

•［フ
作
C
て
も

作成す
］をク
するこ

ーバー
コン

下の階
力しま
がDS

RK に
きは、
］をク
を選択

ント
、［次

リント
数字で
使用説明書 システム設定

Ware］に�印を付け、［次へ］をクリックし
。

モード］をクリックして選択し、［ファイ
ーバ名］、［NDSツリー］、［NDSコンテキス
］を入力し、［次へ］をクリックします。

ァイルサーバ名］には、プリントサーバーを
成するファイルサーバー名（この例では

AREE）を入力します。［参照］をクリックし
一覧からファイルサーバーを選択すること
できます。

•［NDSツリー］には、プリントサーバーを
るNDSツリーの名前を入力します。［参照
リックして一覧から NDSツリーを選択
ともできます。

•［NDSコンテキスト名］には、プリントサ
を作成するコンテキストを入力します。 
テキストは Rootからのオブジェクトを
層から順にピリオド（.）で区切って入
す。たとえばRoot上の組織オブジェクト
で、その下の部門オブジェクトNETWO
プリントサーバーを作成すると
「NETWORK.DS」と入力します。［参照
リックして一覧から NDSコンテキスト
することもできます。

I［プリントサーバ名］、［プリンタ名］、［プリ
キュー名］、［キューボリューム］を入力し
へ］をクリックします。

•［プリントサーバ名］には、NetWareのプ
サーバー名（この例では、PSERV）を英
47バイト以内で入力します。
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J 設定

設定が
が終了

K Rido

補

❒ プ
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力

F:

名
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リ
ト
ト
プ
う

、

使用説明書 システム設定編

リンタ名］には、NetWareのプリンター名
の例では、R-PRN）を入力します。

リントキュー名］には、NetWare上に追加する
リントキューの名前（この例の場合R-QUEUE）
入力します。

ューボリューム］には、キューを作成するボ
ュームを入力します。ボリュームはオブジェ
トを下の階層から順にピリオドで区切って
力します。［参照］をクリックして一覧からボ
ュームを選択することもできます。

を確認し、［次へ］をクリックします。

反映され、イーサネットボード設定ツール
します。

c IO Adminを終了します。

足

リンターが設定どおり動作しているか確認
るにはコマンドプロンプトで次のように入
します。

> NLIST USER /A/B

❒ 正しく動作していると、接続しているユーザ
としてプリントサーバー名（この例で
PSERV）が表示されます。

NetWare 5/5.1Jのピュア IP環境でお使いの
方へ

NetWare 5/5.1JのピュアIP環境でキューベースのプ
ントサーバーを作成する場合、NetWareアドミニス
レータを使用してファイルサーバー上にプリン
キューを作成する必要があります。 この場合、P.91 「
リントサーバーとして使う」の手順E以降を次のよ
に操作してください。

A［プロパティシート］をクリックして選択し
［OK］をクリックします。
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ます。

バーを
使用説明書 システム設定

サネットボード設定ツール］ダイアログが表
ます。

B［NetWare］タブをクリックします。

C 環境を設定します。

A［プリントサーバ名］ボックスにプリ
サーバーの名前を入力します。

補足

❒ 47バイト以内で入力してください、

B［ファイルサーバ名］に、プリントサーバ
作成するファイルサーバー名を入力し

［参照］をクリックすると、ファイルサー
一覧から選択できます。
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名
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D［
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ます。

ーとし
行って
です。

モート
ードで

モート
使用説明書 システム設定

DSコンテキスト名に、NDSコンテキスト
を入力します。

照］をクリックすると、一覧から選択できま
。

補足

コンテキストはRootからのオブジェクトを
下の階層から順にピリオド（.）で区切って入
力します。たとえばRoot上の組織オブジェ
クトがDSで、その下の部門オブジェクト
NETWORK にプリントサーバーを作成する
ときは、「NETWORK.DS」と入力します。

動作モードグループ］の［プリントサーバ］
クリックして選択します。

E［OK］をクリックします。

イーサネットボード設定ツールが終了し

D Ridoc IO Adminを終了します。

この後の操作は、P.96 「リモートプリンタ
て使う」の手順I以降を参考にして操作を
ください。ただし、手順N-C、Dの操作は不要

リモートプリンターとして使う

 重要
❒ NetWare 4.xJ、NetWare 5/5.1Jにおいてリ
プリンターとして使用する場合は、NDSモ
使用してください。

❒ NetWare 5/5.1JのピュアIP環境の場合、リ
プリンターとして使用できません。

A サーバーにAdminでログインします。

B Ridoc IO Adminを起動します。
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示さ
ード
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使用説明書 システム設定

ープ］メニューの［機器検索］をポイント
IPX/SPX］を選択します。

きるプリンターの一覧が表示されます。

足

示されるプリンター名から目的のプリン
ーがわからないときは、プリンターからシス
ム設定リストを印刷し、その「プリンタ名」と
較して目的のプリンターを探してください。

ステム設定リストの印刷方法については、
.139 「システム設定リストを印刷する」を参
してください。

❒ プリンターが表示されないときは、IPX/
ロトコルのフレームタイプをコンピュ
と機器で一致させてください。コンピュ
のフレームタイプは Windowsの［ネッ
ク］ダイアログで変更します。機器のフ
タイプを変更する方法は、P.76 「プロト
準備をする」を参照してください。

制限

❒ メインウィンドウにリコー以外のプリン
表示されることがありますが、これらの
ターは選択しないでください。Ridoc IO
はリコープリンター専用のユーティリ
す。

D 設定するプリンターをクリックして反転表
せ、［ツール］メニューの［イーサネットボ
設定］をクリックします。

イーサネットボード設定ツールが起動します
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E［プロ
［OK］
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ます。

バーを
使用説明書 システム設定

パティシート］をクリックして選択し、
をクリックします。

サネットボード設定ツール］ダイアログが表
ます。

F［NetWare］タブをクリックします。

G 環境を設定します。

A［プリントサーバ名］ボックスにプリ
サーバーの名前を入力します。

補足

❒ 47バイト以内で入力してください、

B［ファイルサーバ名］に、プリントサーバ
作成するファイルサーバー名を入力し

［参照］をクリックすると、ファイルサー
一覧から選択できます。
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使用説明書 システム設定

DSコンテキスト名に、NDSコンテキスト
を入力します。

照］をクリックすると、一覧から選択できま
。

補足

コンテキストはRootからのオブジェクトを
下の階層から順にピリオド（.）で区切って入
力します。たとえばRoot上の組織オブジェ
クトがDSで、その下の部門オブジェクト
NETWORK にプリントサーバーを作成する
ときは、「NETWORK.DS」と入力します。

動作モードグループ］の［リモートプリン
］をクリックして選択します。

E［リモートプリンタ番号］ボックスにプリ
ター番号を入力します。

 重要
❒ プリントサーバー上に作成するプリンタ
の番号と一致させてください。

F［OK］をクリックします。

イーサネットボード設定ツールが終了しま

H Ridoc IO Adminを終了します。

I Windows上でNetWareアドミニストレータを
動します。

J プリントキューを作成します。

A 印刷オブジェクトを作成する部門オブジ
クトまたは組織オブジェクトをディレク
リーツリーから選び、［オブジェクト］
ニューの［作成］をクリックします。
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C［
キ

使用説明書 システム設定編

オブジェクトクラス］ボックスの「プリント
ュー」をクリックして反転表示させ、［OK］
クリックします。

プリントキュー名］ボックスにプリント
ューの名前を入力します。

D［プリントキューボリューム］ボックスのブ
ラウザボタンをクリックします。

E［オブジェクト］ボックスでプリントキュー
を作成するボリュームをクリックして反転
表示させ、［OK］をクリックします。
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F 設
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A 部
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K］を

名前

�印
使用説明書 システム設定

定内容を確認し、［作成］をクリックしま
。

ンターを作成します。

門または組織オブジェクトを選び、［オブ
ェクト］メニューの［作成］をクリックし
す。

B［オブジェクトクラス］ボックスの「プ
タ」をクリックして反転表示させ、［O
クリックします。

C［プリンタ名］ボックスにプリンターの
を入力します。

D［作成後に詳細を設定］をクリックして
を付け、［作成］をクリックします。
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L 作成
てま
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使用説明書 システム設定編

したプリンターにプリントキューを割り当
す。

割り当て］をクリックし、［割り当て］グルー
の［追加］をクリックします。

オブジェクト］ボックスで手順Jで作成し
キューをクリックして反転表示させ、

OK］をクリックします。

C［環境設定］をクリックし、［プリンタタイプ
ボックスのドロップダウンメニューから「パ
ラレル」を選び、［通信］をクリックします

D［接続タイプ］グループの［手動ロード］をク
リックし、［OK］をクリックします。

E 設定内容を確認し、［OK］をクリックします
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ントサーバーを作成します。

門または組織オブジェクトを選び、［オブ
ェクト］メニューの［作成］をクリックし
す。

オブジェクトクラス］ボックスの「プリント
ーバ」をクリックして反転表示させ、［OK］
クリックします。

C［プリントサーバ名］ボックスにプリント
サーバーの名前を入力します。

 重要
❒ Ridoc IO Adminで設定したプリントサー
バー名（手順G-A）と一致させてください。

D［作成後に詳細を設定］をクリックして�印
を付け、［作成］をクリックします。

N 作成したプリントサーバーにプリンターを割り
当てます。

A［割り当て］をクリックし、［割り当て］グルー
プの［追加］をクリックします。
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うに

させて
使用説明書 システム設定

オブジェクト］ボックスで手順Kで作成し
プリンターをクリックして反転表示させ、

OK］をクリックします。

プリンタ］グループで手順Bで割り当てた
リンターをクリックして反転表示させ、
プリンタ番号］をクリックします。

D プリンター番号を入力し、［OK］をクリ
します。

 重要
❒ Ridoc IO Adminで設定したリモート
ター番号（手順G-E）と一致させて
い。

E 設定内容を確認し、［OK］をクリックし

O NetWareサーバーのコンソールから次のよ
入力してプリントサーバーを起動します。

すでに起動しているときは、いったん停止
から起動します。

❖ 停止する

CAREE: unload pserver

❖ 起動する

CAREE: load pserver
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idoc IO A

• 機器の操

• 機器にセ

• 省エネモ

• 印刷中、

• 同時に複
にプリン

• プリンタ

• プリンタ

• パソコン

• ユーザー

• ファクス

• 登録され

対象OS

Microsoft W

Microsoft W
使用説明書 システム設定

c IO Adminを使う

dminでは、TCP/IPプロトコルまたはIPX/SPXプロトコルを使用して以下のようなことができま

作パネルからの設定を制限し、一部の項目を変更できないようにします。

ットされている用紙の種類を設定できます。

ードへの切り替え、復帰などを設定できます。

用紙切れなどの情報をパソコン上で確認できます。

数のプリンターを監視できます。プリンターの台数が多いときはグループを作り、管理しやす
ターを分類できます。

ー本体のネットワークに関する設定や、装備に関する詳しい情報を確認できます。

ーで印刷したページ数をユーザーコード別に確認できます。

から行ったジョブの結果を確認できます。

コードを使った各パソコンごとの印刷枚数を確認できます。

通信管理レポート取得、ファクスあて先データの登録と取得ができます。

た印刷ログコードごとに、印刷やスキャンなど各機能の利用可・不可を管理できます。

プロトコルスタック

indows 95/98/Me 日本語版 Windows 95/98/Meに付属のTCP/IPプロトコル
Windows 95/98/Meに付属のIPX/SPX互換プロトコル
Windows 95/98/Meに付属のNetWare ネットワーク クライアン
NetWare Client32 for Windows 95
IntranetWare Client for Windows 95
Novell Client for Windows 95/98

indows 2000 日本語版 Windows 2000に付属のTCP/IPプロトコル
Windows 2000に付属のIPX/SPXトランスポート
Windows 2000に付属のNetWare用クライアント
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補足

❒ プロト

ここでは

Microso

Microso

対象OS
使用説明書 システム設定

コルスタックは、ご使用のOSに最適なものを選択してください。

、イーサネットボードの設定の変更の方法と設定画面について説明します。

ft Windows XP 日本語版 Microsoft Windows XPに付属のTCP/IPプロトコル
Microsoft Windows XPに付属のIPX/SPXトランスポート
Microsoft Windows XPに付属のNetWare用クライアント

ft Windows NT 4.0 日本語版 Windows NT 4.0に付属のTCP/IPプロトコル
Windows NT 4.0に付属のIPX/SPX互換プロトコル
Windows NT 4.0に付属のClient Service for NetWare
NetWare Client32 for Windows NT

IntranetWare Client for Windows NT
Novell Client for Windows NT/2000

プロトコルスタック
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使用説明書 システム設定編

 IO Adminのインストール

に付属の CD-ROMをパソコンの CD-ROM
イブにセットします。

トーラーが起動します。

足

ステムの設定によってはインストーラーが自動
に起動しないことがあります。その場合は、CD-
OMのルートディレクトリにある「SETUP.EXE」
ダブルクリックして起動してください。

トアップ画面が表示されたら、［Ridoc IO
in］をクリックします。

C［ようこそ］ダイアログが表示されたら、［次へ
をクリックします。

D［製品ライセンス契約］ダイアログにソフトウ
ア使用許諾契約が表示されます。すべての項
をお読みください。同意する場合は、［はい］
クリックします。
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使用説明書 システム設定編

れるメッセージに従ってRidoc IO Admini
ンストールします。インストールが完了す
のメッセージが表示されます。

足

idoc IO Adminのインストールが終了したと
に、コンピューターを再起動するよう指示す
ダイアログが表示されることがあります。こ
ダイアログが表示された場合は、コンピュー
ーを再起動してから、操作を続けてくださ
。

ネットワークインターフェースボードの
設定を変更するには

A Ridoc IO Adminを起動します。

B［グループ］メニューをクリックし、［機器検索
をポイントし、［TCP/IP］または［IPX/SPX］
クリックします。

機器の一覧が表示されます。

補足

❒ 設定を変更するプリンターが使用している
ロトコルを選択してください。

C 一覧からネットワークインターフェースボー
の設定を変更するプリンターをクリックして
転表示させます。
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D［ツー
を選

イーサ

E［ウィ
択し

•［ウ
フ
す

•［プ
フ
な

しま

い。
使用説明書 システム設定

ル］メニューの［イーサネットボード設定］
択します。

ネットボード設定ツールが起動します。

ザード］または［プロパティシート］を選
、［次へ］をクリックします。

ィザード］は、初めてネットワークインター
ェースボードの設定をするときに選択しま
。

ロパティシート］は、ネットワークインター
ェースボードの設定を変更する場合や詳細
設定を行うときに選択します。

ウィザードを選択した場合

A 必要な項目を入力し、［次へ］をクリック
す。

この後の操作はヘルプを参照してくださ
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プロ

A ダ
れ

ダ
は

検索］
X］を

いるプ

ーを
使用説明書 システム設定

パティシートを選択した場合

イアログボックスに設定の一覧が表示さ
ます。

イアログボックスの各項目について詳しく
、ヘルプを参照してください。

ユーザー情報を管理するには

A Ridoc IO Adminを起動します。

B［グループ］メニューをクリックし、［機器
をポイントし、［TCP/IP］または［IPX/SP
クリックします。

機器の一覧が表示されます。

補足

❒ 設定を変更するプリンターが使用して
ロトコルを選択してください。

C 一覧からユーザー情報を管理するプリンタ
クリックして反転表示させます。



編
111

D［ツー
を選

パスワ

E パス

補

❒ 工

、ユー
ださ
使用説明書 システム設定

ル］メニューの［ユーザー情報管理ツール］
択します。

ードを入力する画面が表示されます。

ワードを入力して［OK］をクリックします。

足

場出荷時のパスワードは「ricoh」です。

ユーザー情報管理ツールが起動します。

ユーザー情報管理ツールについて詳しくは
ザー情報管理ツールのヘルプを参照してく
い。
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省エネ

A Rido

B［グル
をポ
クリ

機器の

補

❒ 設
ロ

一覧か
リック

補

❒ グ
選

モー

グルー
定する
表示さ
を選択

のヘル
使用説明書 システム設定

モードを設定するには

c IO Adminを起動します。

ープ］メニューをクリックし、［機器検索］
イントし、［TCP/IP］または［IPX/SPX］を
ックします。

一覧が表示されます。

足

定を変更するプリンターが使用しているプ
トコルを選択してください。

ら省エネモードを設定するプリンターをク
して反転表示させます。

足

ループ内の機器を全て設定したいときには
択する必要はありません。

C［グループ］メニューをクリックし、［省エネ
ド］をポイントします。

グループ内の機器を全て設定する場合は［
プ機器］を選択ます。選択した機器だけを設
場合は［選択機器］します。いずれの場合も
れたメニューから設定したい省エネモード
します。

❖ グループ機器の場合

❖ 選択機器の場合

設定値について詳しくは、Ridoc IO Admin
プを参照してください。
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編

6

W

本 加え、
ネ bブラ
ウ できる
機

❖
IPプロ
ます。

してく

❖

. Web

ebブ

ネットワ
ットワー
ザを使っ
能を搭載

プリン
この機能
トコルの

参照

TCP
ださ

コンピ

対象O

Micros

Micros

Windo

Micros

Micros

MacOS

MacOS

Solaris
使用説明書 システム設定

ブラウザを使う

ラウザを使用する

ークインターフェースボードにはプリンターをネットワークプリンターとして使用する機能に
クインターフェースボードがWebサーバとして動作し、ネットワーク上のコンピュータからWe
てプリンターの状態を確認したり、ネットワークインターフェースボードの設定を変更したり
しています。

ター側の環境設定
はTCP/IPプロトコルを使って動作します。この機能を使用する場合は、プリンター側でTCP/
設定を行ってください。TCP/IPの設定が正しく行われると、この機能は自動的に有効になり

/IP に関するプリンターの設定方法について詳しくは、プリンターに同梱の使用説明書を参照
い。

ュータ側の動作環境

S 対応ブラウザ

oft Windows 95/98/Me

Microsoft Internet Explorer 4.01 以降
Netscape Navigator 4.06 以降

oft Windows 2000

ws XP

oft Windows NT 4.0

oft Windows NT3.51

 7.6.1 ～9.1

 X v10.1～

 2.5/2.6/2.7/7/8
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制

❒ ブ ］また
は

❒ ブ xplorer
で す。

❒ W ウザの
［更

トップ

コンピュ ジが表
示されま

http://1

（プリンタ

補足

❒ ネッ えば
http:/ てくだ
さい。

❒ Proxy ーク管
理者の
使用説明書 システム設定

限

ラウザの［戻る］ボタンで前のページに戻れないことがあります。そのときはブラウザの［更新
［再読み込み］をクリックしてください。

ラウザで設定しているフォントサイズによっては一部表示がずれることがあります。Internet E
は「中」以下、Netscape Navigatorでは「10ポイント」以下でお使いいただくことをお勧めしま

ebブラウザから取得できる情報は、自動的に更新されません。情報を更新する場合は、Webブラ
新］または［再読み込み］をクリックしてください。

ページを表示する

ータ側でWebブラウザを起動し、URLとしてプリンターのIPアドレスを指定すると、トップペー
す。次はURLの入力例です。

92.168.0.10/

ーのIPアドレスが192.168.0.10の場合）

トワーク内にDNSサーバが置かれている場合は、ホスト名を使った指定ができます（たと
/webmonitor.netprinter.ricoh.co.jp/）。DNSサーバにプリンターのIPアドレスとホスト名を登録し
詳しくはネットワーク管理者の方に確認してください。

サーバを設置した場合、ご使用のブラウザにProxyサーバを設定してください。詳しくはネットワ
方に確認してください。
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1. ヘッダ

［Eng
す。［
ホーム
のホー

制

❒ リ
る
さ

 重
❒ ダ
タ
生

補

❒ ヘ
録
¥

使用説明書 システム設定編

ーボタン

lish］をクリックすると英語表示に切り替わりま
RICOH Homepage］をクリックするとリコーの
ページに、［ヘルプ］をクリックするとリコー
ムページ内にあるヘルプにジャンプします。

限

コーのホームページやヘルプにアクセスす
には、コンピュータがインターネットに接続
れている必要があります。

要
イヤルアップ接続している場合など、イン
ーネットへの接続形態によっては料金が発
しますのでご注意ください。

足

ルプはHTMLファイルとしてCD-ROMにも収
されています。CD-ROMの¥HELP¥WSMHELP

JA¥index.htmlを開いてください。

❒ 英語表示に切り替えても、［管理情報］メニュー
の［ジョブ履歴］画面の一部に日本語が表示さ
れます。

2. メニューボタン

設定・確認を行うためのボタンが並んでいます。

補足

❒［設定］をクリックするとユーザー名とパス
ワードを入力するダイアログが表示されます。
このダイアログではパスワードだけを入力し
ます。工場出荷時のパスワードは「ricoh」です。

❒ パスワードはリモートメンテナンス（mshell）
で使用するパスワードと共通です。

3. 表示エリア

ネットワークインターフェースボードの名前とコ
メント文、プリンターの状態が表示されます。

1
2

3
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ボード

A Web

B アド

Webブ

C［設定

ユーザ
使用説明書 システム設定

の設定を変更するには

ブラウザを起動します。

レスに「http:// （設定を変更するプリンターのIPアドレス）/」と入力します。

ラウザに選択したプリンターの状態が表示されます。

］をクリックします。

ー名とパスワードを入力するダイアログが表示されます。
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D パス

工場出

E 設定

以下の

❖［
イ

❖［
イ いま
す

❖［
コ

❖［
イ

❖［
イ

使用説明書 システム設定

ワードを入力し、［OK］をクリックします。

荷時の設定の場合、ユーザー名は空欄に、パスワードには「ricoh」と入力します。

したい項目をクリックして、各種設定を行ないます。

項目が設定できます。

一般］
ーサネットボード/拡張無線LANボードと機器の一般設定を行います。

TCP/IP］
ーサネットボード /拡張無線LANボードと拡張1394ボードのTCP/IPプロトコルに関する設定を行
。

SNMP］
ミュニティー名に応じた設定を行います。コミュニティー名は10種類まで登録できます。

NetWare］
ーサネットボード/拡張無線LANボードののNetWareで印刷するための設定を行います。

AppleTalk］
ーサネットボード/拡張無線LANボードのAppleTalkプロトコルに関する設定を行います。
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❖［
イ

❖［
拡

❒

❖［
IP

❖［
機

❖［
パ

こ すると
き

❖［
拡

❒

❒

使用説明書 システム設定

NetBEUI］
ーサネットボード/拡張無線LANボードのNetBEUIプロトコルに関する設定を行います。

IEEE 1394］
張1394ボードのIP over 1394に関する設定を行います。

制限

この選択項目は拡張1394ボードが装着されているときに表示されます。

IPP認証］
Pプロトコルを使って印刷するときの認証に関する設定を行います。

用紙種類］
器にセットされている用紙の種類をドロップダウンメニューから選択します。

パスワードの変更］
スワードを変更します。

のパスワードはネットワークや機器の設定を変更するときや、スプールされているジョブを削除
に入力します。

IEEE 802.11b（無線LAN）］
張無線LANボードの通信に関する設定を行います。

制限

この選択項目は拡張無線LANボードが装着されているときに表示されます。

補足

設定方法について詳しくは、ヘルプを参照してください。
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ボード

A Web

B アド

C Web

D［設定

E 参照

以下の

❖［
機

❖［
T

使用説明書 システム設定

設定の参照を行なうには

ブラウザを起動します。

レスに「http:// （設定を変更するプリンターのIPアドレス）/」と入力します。

ブラウザに選択したプリンターの状態が表示されます。

の参照］をクリックします。

したい項目をクリックします。

項目が設定できます。

一般］
器の一般設定が表示されます。

TCP/IP］
CP/IPプロトコルに関する設定が表示されます。
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❖［
N

❖［
A

❖［
N

❖［
拡

❖［
無

使用説明書 システム設定

NetWare］
etWareで印刷するための設定が表示されます。

AppleTalk］
ppleTalkプロトコルに関する設定が表示されます。

NetBEUI］
etBEUIプロトコルに関する設定が表示されます。

IEEE 1394］
張1394ボードのIP over 1394に関する設定が表示されます。

IEEE 802.11b （無線LAN）］
線LANボードの通信に関する設定が表示されます。
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編

7

名

R
ン
変

表
ユ

❖

ブラウ
。

ンター
（コン
は共通

のMAC
されて
:11:7A
されて

検索］
X］を

いるプ
.機器

前と

idoc IO A
ターを識
えたりコ

示される
ーティリ

Ridoc I
TCP/IP
用できる
メントを
付属して
インスト
Adminの
使用説明書 システム設定

の監視と設定の変更

コメントを変更する

dminやRidoc IO Naviで一覧表示したプリ
別しやすくするために、表示される名前を
メントを付けることができます。

名前やコメントを変更するには、以下の
ティを使用します。

O Admin
プロトコルまたはIPX/SPXプロトコルが使
場合、Ridoc IO Adminを使用して名前とコ
変更できます。Ridoc IO Adminは、本機に
いる CD-ROM からインストールします。
ール方法については、P.91 「Ridoc IO
インストール」を参照してください。

❖ Webブラウザ
TCP/IPプロトコルが使用できる場合、Web
ザを使用して名前とコメントを変更できます

補足

❒ TCP/IPプロトコルで表示される名前（プリ
名）とNetBEUIプロトコルで表示される名前
ピュータ名）は個別に変更します。コメント
です。

❒ 工場出荷時には「RNP」とイーサネットボード
アドレスの下3バイトで構成される名前が設定
います。たとえば、MACアドレスが00:00:74:62
の場合は「RNP62117A」です。コメントは設定
いません。

Ridoc IO Adminの場合

A Ridoc IO Adminを起動します。

B［グループ］メニューをクリックし、［機器
をポイントし、［TCP/IP］または［IPX/SP
クリックします。

補足

❒ 設定を変更するプリンターが使用して
ロトコルを選択してください。



編
122

機器の

C 設定
せ、［
設定

イーサ

D［プロ
クし

ント］

前を半
ます。
が設定
入力で

ントを
す。
使用説明書 システム設定

一覧が表示されます。

するプリンターをクリックして反転表示さ
ツール］メニューの［イーサネットボード
］をクリックします。

ネットボード設定ツールが起動します。

パティシート］を選択し、［OK］をクリッ
ます。

TCP/IPの場合

A［一般］タブの［デバイス名］と［コメ
に名前とコメントを入力します。

•［デバイス名］には、プリンターの名
角の英数字で 13バイト以内で入力し
工場出荷時にはRNPで始まる名前
されています。RNPで始まる名前は
きません。

•［コメント］には、プリンターのコメ
半角文字で31バイト以内で入力しま
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NetB

A［
し

•

B［

。

ロトコ
前を入
まる名
文字は
記 号
く）で
前は入
にある
くださ

ントを
す。
使用説明書 システム設定

EUIの場合

一般］タブの［コメント］にコメントを入力
ます。

［コメント］には、プリンターのコメントを
半角文字で31バイト以内で入力します。

NetBEUI］タブをクリックします。

C［コンピュータ名］に名前を入力します

•［コンピュータ名］には、NetBEUIプ
ルでプリンターを識別するための名
力します。工場出荷時にはRNPで始
前が設定されています。入力できる
半 角 英 数 字（大 文 字）と 半 角
（"*+,/:;<=>?[¥]|.およびスペースを除
13バイト以内です。RNPで始まる名
力できません。同じネットワーク上
他の機器と重複しない名前を付けて
い。

•［コメント］には、プリンターのコメ
半角文字で31バイト以内で入力しま
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E［OK］

イーサ
プリン

F Rido

Webブ

A Web

B アド
のIPア

Web
されま

れま

ます。

名は空
す。
使用説明書 システム設定

をクリックします。

ネットボード設定ツールが終了し、設定が
ターに送信されます。

c IO Adminを終了します。

ラウザの場合

ブラウザを起動します。

レスに「http://（設定を変更するプリンター
ドレス）/」と入力します。

ブラウザに選択したプリンターの状態が表示
す。

C［設定］をクリックします。

パスワードを入力するダイアログが表示さ
す。

D パスワードを入力し、［OK］をクリックし

工場出荷時の設定のままの場合、ユーザー
欄に、パスワードには「ricoh」と入力しま

E 名前とコメントを変更します。
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TCP

A［
コ

•

•

前と
使用説明書 システム設定

/IPの場合

一般］の［名前］と［コメント］に、名前と
メントを入力します。

［名前］には、プリンターの名前を半角の英
数字で13バイト以内で入力します。工場出
荷時にはRNPで始まる名前が設定されてい
ます。RNPで始まる名前は入力できません。
また、IPアドレスの設定方法としてDHCP
を選択した場合、入力できる文字は13バイ
ト以内になります。

［コメント］には、プリンターのコメントを
半角文字で31バイト以内で入力します。

NetBEUIの場合

A［NetBEUI］をクリックします。

B［コンピュータ名］と［コメント］に、名
コメントを入力します。
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•

•

F［更新

設定が

G Web
使用説明書 システム設定

［コンピュータ名］には、NetBEUIプロトコ
ルでプリンターを識別するための名前を入
力します。工場出荷時にはRNPで始まる名
前が設定されています。入力できる文字は
半 角 英 数 字（大 文 字）と 半 角 記 号
（"*+,/:;<=>?[¥]|.およびスペースを除く）で
13バイト以内です。RNPで始まる名前は入
力できません。同じネットワーク上にある
他の機器と重複しない名前を付けてくださ
い。

［コメント］には、プリンターのコメントを
半角文字で31バイト以内で入力します。

］をクリックします。

プリンターに送信されます。

ブラウザを終了します。
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機器の

Ridoc IO
てプリン

Ridoc I

A Rido

B［グル
をポ
クリ

一覧に
す。

補

❒ 状
し

。

。

プ

使用説明書 システム設定編

状態を表示する

 Admin、Ridoc IO Navi、Webブラウザを使っ
ターの状態を確認できます。

O Adminの場合

c IO Adminを起動します。

ープ］メニューをクリックし、［機器検索］
イントし、［TCP/IP］または［IPX/SPX］を
ックします。

プリンターの状態がアイコンで表示されま

足

態アイコンの詳細についてはヘルプを参照
てください。

C より詳しい状態を知りたい場合は、一覧で状態を
知りたいプリンターをクリックして反転表示さ
せ、［機器］メニューの［開く］をクリックします

プリンターの状態が、ダイアログに表示されます

補足

❒ ダイアログの各項目の詳細についてはヘル
を参照してください。
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Ridoc I

Ridoc IO
せるには
を監視す

監視する

A Rido

タスク
示され

B Rido
リッ
目的
確認

設定さ
態を表

、

。

使用説明書 システム設定編

O Naviの場合

 Naviを使用してプリンターの状態を表示さ
、あらかじめ状態を表示させたいプリンター
るように設定しておく必要があります。

プリンターに設定するには

c IO Naviを起動します。

バーの右端にRidoc IO Naviアイコン が表
ます。

c IO Naviアイコンをマウスの右ボタンでク
クし、表示されたポップアップメニューに
のプリンターが設定されているかどうかを
します。

れている場合には、P.129 「プリンターの状
示する」に進みます。

C 目的のプリンターが設定されていない場合は
ポップアップメニューの［設定］をクリックしま
す。

［Ridoc IO Navi-設定］ダイアログが表示されます

D 監視するプリンターをクリックして反転表示さ
せ、［設定］の［監視対象にする］に�印を付け
ます。
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補

❒［タ
け
に
よ

E［OK］

ダイア
対象に

プリンタ

A Rido

B タス
ター

補

❒ 状
し

vi
状

。

使用説明書 システム設定編

足

スクバーアイコンに表示する］に�印を付
ると、タスクトレイのRidoc IO Naviアイコン
プリンターの状態がアイコンで表示される
うになります。

をクリックします。

ログが閉じ、設定したプリンターが監視の
含まれます。

ーの状態を表示する

c IO Naviを起動します。

クトレイのRidoc IO Naviアイコンにプリン
の状態が表示されます。

足

態アイコンの詳細についてはヘルプを参照
てください。

C より詳しい状態を知りたい場合は、Ridoc IO Na
アイコンをマウスの右ボタンでクリックし、
態を知りたいプリンターをクリックします。

プリンターの状態が、ダイアログに表示されます
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補

❒ ダ
を

Webブ

A Web

B アド
ター

Web
されま

の量

プを参
使用説明書 システム設定

足

イアログの各項目の詳細についてはヘルプ
参照してください。

ラウザの場合

ブラウザを起動します。

レスに「http://（状態を表示させたいプリン
のIPアドレス）/」と入力します。

ブラウザに選択したプリンターの状態が表示
す。

C［状態］をクリックすると給紙トレイの用紙
などを調べることができます。

補足

❒ それぞれの項目の詳細についてはヘル
照してください。
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定編

8

操 。設定で
き

各

【

密印
.操作

作パネル
る機能の

機能をご

メニュ

カテゴリー

キミツイン

ヨウシセッ

テストイン
レーション

キュウシト
使用説明書 システム設

パネルを使用する

を使用して、プリンターを使用するための基本的な各種の設定や調整をすることができます
一覧は以下のとおりです。

使用になるときは、表中のページを参照してください。

ー】キー機能一覧表

メニュー機能

サツブンショ ⇒使用説明書＜クライアント編＞「試し印刷/機
刷する」

テイ（⇒ P.134） 1.テサシ ヨウシサイズ

2.トレイ ヨウシサイズ

3.ヨウシシュルイ

4.ジドウトレイセンタク

5.ユウセンキュウシトレイ

サツ （以下のメニューは使用するエミュ
によって異なります（⇒ P.138））

1.システムセッテイリスト

2.インサツジョウケンリスト

3.メニューリスト

4.トウロクフォームリスト

5.カラーサンプル

6.ゼンモジインサツ

7.フォントリスト

8.PSジョウホウリスト

9.ヘキサダンプ

レイ センタク *1 印刷する給紙トレイを切り替えます。
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エミュレ に

インサツ を

インサツ

プログラ

チョウセ

システム

カテゴリ
使用説明書 システム設定

ーションヨビダシ エミュレーションやプログラムを切り替えるとき
使用します。

ジョウケン *1 アプリケーションやパソコンに合わせて印刷条件
設定します。

ブスウ *2 印刷する部数を設定します。

ム トウロク *1 設定した印刷条件を登録します。

イ／カンリ（⇒ P.143） 1.カイチョウホセイ

2.ノウドチョウセイ

3.インサツイチ チョウセイ

4.フツウシセッテイ

5.メンテナンスクリア

6.クリーニング/チョウセイ

7.HDフォーマット

8.ROMアップデート

9.デンパジョウタイ

10.ムセンセッテイチショキカ

11.ゲンゾウセットカクニン

セッテイ（⇒ P.152） 1.エラーレポートインサツ

2.エラースキップ

3.ガゾウエラーショリ

4.エラーヒョウジセッテイ

5.ハイシトレイセッテイ

6.ジョブシワケ

ー メニュー機能
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*1 エミュ
*2 RP-G
*3 エミュ

システム

システム

インター

カテゴリ
使用説明書 システム設定

レーション選択時に表示されます。

L/2、RTIFF使用時に表示されます。詳細は、RP-GL/2 使用説明書、RTIFF 使用説明書を参照してください。

レーションモジュール タイプC搭載時に表示されます。

セッテイ（⇒ P.152） 7.ヨネツモード

8.ショウエネモード

9.エミュレーション ケンチ

10.ユウセン エミュレーション

11.ユウセン メモリー

12.スプールインサツ

セッテイ（EM）（⇒ P.159） 1.ハクシハイシ

2.ヨウシナシエラー

3.ジドウハイシジカン

4.マクロキャッシュ *3 

5.グラフィックスセッテイ *3 

フェースセッテイ（⇒ P.164） 1.ジュシンバッファ

2.I/Fキリカエジカン

3.ネットワークセッテイ

4.パラレルI/Fセッテイ

5.IEEE 1394セッテイ

6.IEEE 802.11b

ー メニュー機能
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用紙設

用紙設定 を自動
トレイ選

メニュー

用紙設定

を自

レイ
使用説明書 システム設定

定メニュー

メニューでは、各トレイにセットする用紙のサイズや種類を設定できます。また、特定のトレイ
択の対象から外したり、優先給紙トレイを設定することができます。

名 設定項目

（ヨウシセッテイ） 手差し用紙サイズ（テサシ　ヨウシサイズ）
⇒使用説明書＜運用編＞「用紙について」

トレイ用紙サイズ（トレイ　ヨウシサイズ）
⇒使用説明書＜運用編＞「用紙について」

用紙種類（ヨウシシュルイ）
⇒使用説明書＜運用編＞「用紙について」

自動トレイ選択（ジドウトレイセンタク）⇒ P.135 「特定のトレイ
動トレイ選択の対象から外す」

優先給紙トレイ（ユウセンキュウシトレイ）⇒ P.136 「優先給紙ト
を設定する」
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特定の
ら外す

自動トレ
「自動トレ
定された
が自動的
手差しト
ニスル」

A 操作

メニュ

ッテ

トレ
ます。

選択
ーを

す。

リ

使用説明書 システム設定

トレイを自動トレイ選択の対象か

イ選択の対象としないトレイを設定します。
イ選択」とは、プリンタードライバーから指
用紙サイズ、用紙種類に応じて、給紙トレイ
に選択される機能のことです。工場出荷時は
レイ（マルチ）を除くトレイが「タイショウ
になっています。

パネルの【メニュー】キーを押します。

ー画面が表示されます。

B【▲】または【▼】キーを押して「ヨウシセ
イ」を表示させ、【OK】キーを押します。

用紙設定メニューが表示されます。

C【▲】または【▼】キーを押して「4.ジドウ
イセンタク」を表示させ、【OK】キーを押し

給紙トレイの選択画面が表示されます。

D【▲】または【▼】キーを押して自動トレイ
の対象としないトレイを表示させ、【OK】キ
押します。

対象にするかどうかの選択画面が表示されま

オンライン�メニュー�

セット�

戻る�

O K強制排紙�
� 電源�

�
アラーム� データイン�

ZDJS001J

  <OxM-> 

   Desf?lw

  <Desf?lw>

  4.s^;^e;Jwf*hi

  <s^;^e;Jwf*hi> 

  ;Jw1 
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E【▲】
シナ

設定が
ます。

F【オン

通常の

と
紙
き
設

テ

  

  

  

  
使用説明書 システム設定編

または【▼】キーを押して「タイショウニ
イ」を表示させ、【OK】キーを押します。

完了し、２秒後に手順Dのメニューに戻り

ライン】キーを押します。

画面が表示されます。

優先給紙トレイを設定する

優先給紙トレイを設定します。「優先給紙トレイ」
は、プリンターの電源を入れたときに選択される給
トレイで、自動トレイ選択やリミットレス給紙のと
に一番最初に対象となるトレイです。工場出荷時の
定は「トレイ１」です。

A 操作パネルの【メニュー】キーを押します。

メニュー画面が表示されます。

B【▲】または【▼】キーを押して「ヨウシセッ
イ」を表示させ、【OK】キーを押します。

用紙設定メニューが表示されます。

<;Jw1> 

*hws<exszw 

w*akl^uYd

RPCS

  <OxM-> 

   Desf?lw

オンライン�メニュー�

リセット�

戻る�

O K強制排紙�
� 電源�

�
アラーム� データイン�

ZDJS001J
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C【▲】
ウシ

給紙ト

D【▲】
表示

設定が
ます。

E【オン

通常の

  

  

  

  

  

  
使用説明書 システム設定

または【▼】キーを押して「5.ユウセンキュ
トレイ」を表示させ、【OK】キーを押します。

レイの選択画面が表示されます。

または【▼】キーを押して目的のトレイを
させ、【OK】キーを押します。

完了し、２秒後に用紙設定メニューに戻り

ライン】キーを押します。

画面が表示されます。

<Desf?lw> 

5.Sef*uMes;Jw

<Sef*uMes;Jw> 

*;Jw1

w*akl^uYd

RPCS
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テスト

テスト印 でき
ます。

また、印

メニュー

テスト印
（テスト

設
刷
テ
だ

項
。

さ

エ
字

使用説明書 システム設定

印刷メニュー

刷メニューでは、プリンターの使用環境や印刷に関する条件の設定状況の一覧表を印刷することが

字可能なすべての文字やフォントの種類も印刷して確認できます。

名 種類 対象 印刷される内容

刷
インサツ）

システム設定リス
ト（システムセッ
テイリスト）

選択されている全てのプ
リンター言語とエミュ
レーション

プリンターのシステム構成やシステム
定の設定内容などが印刷されます。印
される内容については、P.141 「シス
ム設定リストの見かた」を参照してく
さい。

印刷条件リスト
（インサツジョウ
ケンリスト）

RPDL、R55、R98、
R16、RP-GL/2、RTIFF

印刷条件の設定内容が印刷されます。

メニューリスト
（メニューリスト）

選択されている全てのプ
リンター言語とエミュ
レーション

【メニュー】キーを使って設定できる各
目と設定内容をツリー状に印刷します

登録フォームリス
ト（トウロク
フォームリスト）

RPDL、PS3 登録されているフォームの一覧が印刷
れます。

カラーサンプル
（カラーサンプル）

選択されている全てのプ
リンター言語とエミュ
レーション

カラーサンプルが印刷されます。

全文字印刷（ゼン
モジインサツ）

RPDL、R55、R98、R16 現在設定されているプリンター言語や
ミュレーションで印刷できる全ての文
が印刷されます。
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*1 詳細に

システ

ここでは
ますが、
合も同じ

 重要
❒ システ
印刷さ
チ）に
てくだ

。

テスト印
（テスト

エ
の

コ
刷す

メニュー
使用説明書 システム設定

ついては、PostScript 3使用説明書を参照してください。

ム設定リストを印刷する

「システム設定リスト」の印刷手順を説明し
基本的な操作方法は他のリストを印刷する場
です。

ム設定リストはA4またはLetter（81/2×11）で
れます。給紙トレイや手差しトレイ（マル

A4またはLetter（81/2×11）の用紙をセットし
さい。

A 操作パネルの【メニュー】キーを押します

メニュー画面が表示されます。

刷
インサツ）

フォントリスト
（フォントリスト）

RPDL、R55、R98、R16 現在設定されているプリンター言語や
ミュレーションで印刷できるフォント
一覧が印刷されます。

PS情報リスト *1 

（PSジョウホウリ
スト）

PS3 PS3のシステム情報と搭載されている
フォントの一覧が印刷されます。

ヘキサダンプ
（ヘキサダンプ）

選択されている全てのプ
リンター言語とエミュ
レーション

印刷不良の原因を調べるために、パソ
ンから送られたデータを16進数で印
るモードに移行します。

名 種類 対象 印刷される内容

オンライン�メニュー�

リセット�

戻る�

O K強制排紙�
� 電源�

�
アラーム� データイン�

ZDJS001J
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B【▲】
ツ」

テスト

C【▲】
スト

印刷終

D【オン

通常の

  

  

  

  

  

  
使用説明書 システム設定

または【▼】キーを押して「テストインサ
を表示させ、【OK】キーを押します。

印刷メニューが表示されます。

または【▼】キーを押して印刷したいをリ
名を表示させ、【OK】キーを押します。

了後、テスト印刷メニューに戻ります。

ライン】キーを押します。

画面が表示されます。

<OxM-> 

 ld;w*ak

<ld;w*ak> 

1.sdlIf?lwGd;

w*akl^uYd

RPCS
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システム
使用説明書 システム設定編

設定リストの見かた

1

2

3

4

5

6

7

8
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1. システ

プリン
状況、
名称な

2. 用紙設

現在選
セット
定メニ

3. 調整／

濃度
ニュー

4. システ

システ
設定値

＊印が
更され

5. システ

システ
現在の

「原点
が装着

＊印が
更され

6. 登録プ

登録さ
が表示

目

使用説明書 システム設定

ム構成情報

ターのバージョン情報やオプションの装着
搭載エミュレーションやプリンター言語の
どが印刷されます。

定

択されている優先給紙トレイと各トレイに
されている用紙のサイズと種類など用紙設
ューの設定項目が印刷されます。

管理

調整や印刷位置設定など、調整／管理メ
の設定項目が印刷されます。

ム設定

ム設定メニューで設定可能な項目と現在の
が印刷されます。

ついている項目は工場出荷時の設定から変
ています。

ム設定（EM）

ム設定（EM）メニューで設定可能な項目と
設定値が印刷されます。

位置」以下の項目は、RP-GL/2（オプション）
されているときに表示されます。

ついている項目は工場出荷時の設定から変
ています。

ログラム一覧

れているプログラムのエミュレーション名
されます。

7. インターフェース設定、インターフェース情報

インターフェース設定メニューで設定可能な項
と現在の設定値が印刷されます。

8. エラー履歴

本機で発生したエラーの履歴が印刷されます。
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調整管

調整管理
いったプ

メニュー

調整管理
使用説明書 システム設定編

理メニュー

メニューでは、階調や濃度などの印刷条件の調整のほか、HDのフォーマットやメニューのプロテクトと
リンターの管理についての設定ができます。

名 設定項目

（チョウセイ／カンリ） 階調補正（カイチョウ　ホセイ）
⇒使用説明書＜保守編＞「清掃・調整する」

濃度調整（ノウドチョウセイ）
⇒使用説明書＜保守編＞「清掃・調整する」

印刷位置調整（インサツイチ チョウセイ）

⇒使用説明書＜保守編＞「清掃・調整する」

普通紙設定（フツウシセッテイ）
⇒ P.144 「普通紙の種類を設定する」

メンテナンスクリア（メンテナンスクリア）
⇒使用説明書＜保守編＞「消耗品を交換する」

クリーニング/調整（クリーニング/チョウセイ）

⇒ P.145 「クリーニング・調整する」

HDフォーマット（HDフォーマット）

⇒ P.146 「拡張HDDをフォーマットする（初期設置以降）」

ROMアップデート（ROMアップデート）

• 現在未対応です。

電波状態（デンパジョウタイ）
⇒ P.147 「無線LANの電波状態を表示する」

無線設定値初期化（ムセンセッテイチショキカ）
⇒ P.149 「無線LANの設定値を初期化する」

現像セット確認（ゲンゾウセットカクニン）
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普通紙

使用する
どちらか

A 操作

メニュ

B【▲】
ンリ

調整/

セッ
。 

レイ

通紙

  

  

リ

使用説明書 システム設定

の種類を設定する

普通紙の種類として、「普通紙」「中厚口」の
を選択します。

パネルの【メニュー】キーを押します。 

ー画面が表示されます。

または【▼】キーを押して「チョウセイ/カ
」を表示させ、【OK】キーを押します。 

管理する項目を選択する画面が表示されます。

C【▲】または【▼】キーを押して「4.フツウシ
テイ」を表示させ、【OK】キーを押します

D【▲】または【▼】キーを押して設定するト
をを表示させ、【OK】キーを押します。 

E【▲】または【▼】キーを押して設定する普
の種類をさせ、【OK】キーを押します。 

F【オンライン】キーを押します。

通常の画面が表示されます。

<OxM->

 j<efw/y*G

オンライン�メニュー�

セット�

戻る�

O K強制排紙�
� 電源�

�
アラーム� データイン�

ZDJS001J

  <j<efw/y*G>

  4.Ekesf?lw

  <Ekesf?lw>

  1.;Jw1

  <;Jw1>

  *Ekes

  w*akl^uYd

  RPCS
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クリー

本機内部

A 操作

メニュ

B【▲】
ンリ

調整
す。

ニン
押し

ッセー

理のメ

  

  

リ

使用説明書 システム設定

ニング・調整する

のクリーニングと調整を行います。

パネルの【メニュー】キーを押します。 

ー画面が表示されます。

または【▼】キーを押して「チョウセイ/カ
」を表示させ、【OK】キーを押します。 

/ 管理する項目を選択する画面が表示されま

C【▲】または【▼】キーを押して「6.クリー
グ／チョウセイ」を表示させ、【OK】キーを
ます。 

確認のメッセージが表示されます。

D【OK】キーを押します。 

クリーニング／調整が始まり、実行中のメ
ジが表示されます。

クリーニング／調整が終了すると、調整/管
ニュー画面に戻ります。

E【オンライン】キーを押します。

通常の画面が表示されます。

<OxM->

 j<efw/y*G

オンライン�メニュー�

セット�

戻る�

O K強制排紙�
� 電源�

�
アラーム� データイン�

ZDJS001J

  <j<efw/y*G>

  6.iG-x*i^/j<efw

  iG-x*i^/j<efw

  OKu-l^ s?pesYd

  j<efwjMel^d

  w*akl^uYd

  RPCS
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拡張 H
置以降

初期の設
なったと
ト」を実

A 操作

メニュ

B【▲】
ンリ

調整/

。

  

  

リ

使用説明書 システム設定編

DDをフォーマットする（初期設
）

置以降に拡張 HDDのフォーマットが必要に
きは、調整/管理メニューの「HDフォーマッ
行します。

パネルの【メニュー】キーを押します。 

ー画面が表示されます。

または【▼】キーを押して「チョウセイ/カ
」を表示させ、【OK】キーを押します。 

管理する項目を選択する画面が表示されます。

C【▲】または【▼】キーを押して「7.HDフォーマッ
ト」を表示させ、【OK】キーを押します。 

補足

❒「7.HDフォーマット」が表示されない場合は拡
張HDDが正しく取り付けられていません。使用
説明書＜オプション設置編＞「オプションを取
り付ける」を参照して、拡張HDDを取り付け直
してください。それでも正しく取り付けられな
い場合は、サービス実施店に相談してください

D 確認のメッセージが表示されていることを確認
し、【OK】キーを押します。 

拡張HDDがフォーマットされ、再起動のメッセー
ジが表示されます。

E 本機の電源を一度切り、再び電源を入れます。

拡張HDDのフォーマットが終了し、使用できるよ
うになります。

<OxM->

 j<efw/y*G

オンライン�メニュー�

セット�

戻る�

O K強制排紙�
� 電源�

�
アラーム� データイン�

ZDJS001J

  <j<efw/y*G>

  7.HDEB-Y?;

  HDEB-Y?;

  OKu-l^ s^?pesYd

  y*G<esYsh l^*o^*

  + wJztsl ih^aw
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無線 L

無線LAN を実行
します。

A 操作

 メニ

B【▲】

「チョ

リ

  

  
使用説明書 システム設定

ANの電波状態を表示する

の電波状態を確認する必要があるときは、「チョウセイ/カンリ」メニューの「デンパジョウタイ」

パネルの【メニュー】キーを押します。 

ュー画面が表示されます。

または【▼】キーを押して「チョウセイ/カンリ」を表示させ、【OK】キーを押します。 

ウセイ/カンリ」メニューが表示されます。

オンライン�メニュー�

セット�

戻る�

O K強制排紙�
� 電源�

�
アラーム� データイン�

ZDJS001J

<OxM->

 j<efw/y*G
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C【▲】

現在の

補

❒「9 F選
択 調
整

❒ イ ッ
ク ら
確

❒【O

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
使用説明書 システム設定編

または【▼】キーを押して「6.デンパジョウタイ」を表示させ、【OK】キーを押します。 

電波状態が表示されます。

足

.デンパジョウタイ」が表示されない場合はインターフェース設定メニューのネットワーク設定内「I/
」で「IEEE 802.11b」が選択されていません。「I/F選択」で「IEEE 802.11b」を選択してから、再度
管理メニューの「電波状態」を選択してください。

ンターフェース設定の「IEEE 802.11b」内「通信モード」で「アドホック」または、「802.11アドホ
」を選択していると、電波の状態が確認できません。選択を「インフラストラクチャー」に変えてか
認しなおしてください。

K】キーを押すたびに電波状態が更新されます。

<j<efw/y*G>

9.l^*Q\s^<ehw

l^*Q\s^<ehw

awG<e         100%

l^*Q\s^<ehw

G<e            50%

l^*Q\s^<ehw

Eq*lw         30%

l^*Q\s^<ehw

kes*Ey       15%



編
149

❒ 電 す。電
波 さい。

❒ 近

D【オン

通常の

無線 L

無線LAN キカ」
を実行し

補足

❒ この実 」「チャ
ンネル

  

  
使用説明書 システム設定

波状態は、76～100%で最良、41～75%で良、21～40%で不安定、0～20%で通信不可と表示されま
の状態が不安定または通信不可のときは、電波の通る場所に移動するか障害物を取り除いてくだ

くで電子レンジや無線機器等をお使いになると、電波の状態に影響を与えることがあります。

ライン】キーを押します。

画面が表示されます。

ANの設定値を初期化する

の設定値を初期化する必要があるときは、「チョウセイ/カンリ」メニューの「ムセンセッテイチショ
ます。

行により初期化される項目は、インターフェース設定メニュー「IEEE 802.11b」の「通信モード
」「通信速度」「SSID」「WEP設定」の５項目です。

w*akl^uYd

RPCS
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A 操作

 メニ

B【▲】

「チョ

C【▲】 ます。 

確認の

リ

  

  

  

  
使用説明書 システム設定

パネルの【メニュー】キーを押します。 

ュー画面が表示されます。

または【▼】キーを押して「チョウセイ/カンリ」を表示させ、【OK】キーを押します。 

ウセイ/カンリ」メニューが表示されます。

または【▼】キーを押して「10.ムセンセッテイチショキカ」を表示させ、【OK】キーを押し

メッセージが表示されます。

オンライン�メニュー�

セット�

戻る�

O K強制排紙�
� 電源�

�
アラーム� データイン�

ZDJS001J

<OxM->

 j<efw/y*G

<j<efw/y*G>

10.If*f?lwjs<uy
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D【OK

無線設

  

  
使用説明書 システム設定

】キーを押します。

定値が初期化され、通常の画面が表示されます。

w*akl^uYd

RPCS
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システ

システム 通常は
工場出荷 ム設定
の内容は

メニュー

システム
使用説明書 システム設定

ム設定メニュー

設定メニューでは、プリンターを使用する上で基本的な動作に関る設定を行うことができます。
時の設定のままでご使用になれますが、お客様の環境に合わせて変更できます。変更したシステ
電源を切っても保存されます。設定できる項目は以下のとおりです。

名 設定項目

設定（システムセッテイ） エラーレポート印刷（エラーレポート　インサツ）

エラースキップ（エラースキップ）

画像エラー処理（ガゾウエラーショリ）

エラー表示設定（エラーヒョウジセッテイ）

排紙トレイ設定（ハイシトレイ　セッテイ）

ジョブ仕分け（ジョブシワケ）

予熱モード（ヨネツモード）

省エネモード（ショウエネモード）

エミュレーション検知（エミュレーション ケンチ）

優先エミュレーション（ユウセン エミュレーション）

優先メモリー（ユウセンメモリー）

スプール印刷（スプールインサツ）
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システ

ここでは
更する例
でも同じ

A 操作

メニュ

B【▲】
テイ

システ

エネ
す。

する

定値

ュー

  

  

リ

使用説明書 システム設定

ム設定を変更する

設定の手順を、「省エネモード」の設定値を変
で説明します。基本的な操作方法は他の項目
です。

パネルの【メニュー】キーを押します。

ー画面が表示されます。

または【▼】キーを押して「システムセッ
」を表示させ、【OK】キーを押します。

ム設定メニューが表示されます。

C【▲】または【▼】キーを押して「8.ショウ
モード」を表示させ、【OK】キーを押しま

設定項目の選択画面が表示されます。

D【▲】または【▼】キーを押して設定を変更
項目を表示させ、【OK】キーを押します。

E【▲】または【▼】キーを押して変更する設
を表示させ、【OK】キーを押します。

設定が確定し、約２秒後に省エネモードメニ
に戻ります。

<OxM->

 sdlIf?lw

オンライン�メニュー�

セット�

戻る�

O K強制排紙�
� 電源�

�
アラーム� データイン�

ZDJS001J

  <sdlIf?lw>

  8.s<ervP-;^ 

  <s<ervP-;^>

  2.wpes^y*

  <wpes^y*>

  *15E*
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F【オン

通常の

システ

ここでは

は

❖ エラ
プリン 設定し
ます。

❖ エラ
プリン の動作
を設定

  

  

する

しな たは

即時

1分 そ
使用説明書 システム設定

ライン】キーを押します。

画面が表示されます。

ム設定メニューの設定項目

、システム設定メニューの設定項目について説明します。

工場出荷時の設定です。

ーレポート印刷
ター内部でのデータ処理中にエラーが発生した場合にエラーレポートを印刷するかしないかを

ースキップ
タードライバーから指示された紙サイズ・紙種が一致するトレイがなかった場合のプリンター
します。

w*akl^uYd

RPCS

しない

い プリンタードライバーから指示された紙サイズ・紙種のトレイがセットま
設定されるまで印刷されません。

用紙サイズ・用紙種類が一致しない場合でもすぐに印刷します。

用紙サイズ・用紙種類が一致しないことを示すメッセージを1分間表示し、
の後印刷を実行します。
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❖ 画像
送信さ す。

❖ エラ
プリン 。

❖ 排紙
排紙先 紙先を
設定し 的に他
のトレ 効な機
能です

5分 そ

10分 、そ

15分 、そ

ジョ ジ以

エラ が発
ジョ
って

全て

本体
使用説明書 システム設定

エラー処理
れたデータサイズが大きく、プリンター内部で処理できない場合のプリンターの動作を設定しま

ー表示設定
ター内部でのデータ処理中に発生したエラーをディスプレイに表示するかしないかを設定します

トレイ設定
がシステムデフォルトに指定されたときや、排紙先の指定がないときに優先的に選択される排
ます。「自動切り替え排紙」を選択すると、印刷中にある排紙トレイが満杯になった場合に自動
イに排紙されます。ただしオプションの４ビンプリントポストが取り付けられている場合に有
。

用紙サイズ・用紙種類が一致しないことを示すメッセージを5分間表示し、
の後印刷を実行します。

用紙サイズ・用紙種類が一致しないことを示すメッセージを10分間表示し
の後印刷を実行します。

用紙サイズ・用紙種類が一致しないことを示すメッセージを15分間表示し
の後印刷を実行します。

ブリセット エラーが発生したページでジョブをリセットします。リセットされたペー
降は印刷されません。

ーレポート印刷 エラーが発生したページはエラー発生直前の画像まで印刷します。エラー
生したページ以降は印刷されますが、電子ソートの指示は解除されます。
ブの終わりにエラーレポートを印刷します。エラーコードと、エラーによ
出力結果が不完全になったページを最大16ページ分印刷します。

表示 簡易表示

トレイ 上トレイ1～4 フィニッシャートレイ 自動切り替え排紙
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❖ ジョ
ジョブ 、
自動的

❖ 予熱
予熱モ 予
熱モー を
一定時

❖ 省エ
省エネ

• 移
省

• 移
省 ー
を 刷
が

する

移行

移

5

使用説明書 システム設定編

ブ仕分け
単位ごとに排紙位置を振り分けて交互に排紙するか選択します。複数のジョブを大量印刷したときに
に仕分けることができます。フィニッシャーが取り付けられている場合に有効な機能です。

モード
ードとは、プリンター待機状態の消費電力を節約する機能です。プリンターを一定時間使用しないと
ドに切り替わります。予熱モードからプリンターの起動までは約30秒です。予熱モードでプリンター
間使用しないと省エネモードに切り替わります。

ネモード
モードとは、プリンターの消費電力を節約する機能です。

行設定
エネモードに移行するかしないかを選択します。

行時間
エネモードに移行する場合は、移行するまでの時間を設定します。ここで設定した時間の間プリンタ
使用しないと、省エネモードに切り替わります。省エネモード中はプリンターの起動が遅くなり、印
始まるまで多少時間がかかります。

しない

する 移行しない

行する 移行しない

分 15分 30分 45分 60分



編
157

❖ エミ
プリン となる
のは、 エミュ
レーシ

❖ 優先
電源を 定しま
す。

補

❒「プ されて
プ

❖ 優先
ユーザ を高速
化する

❖ 普通
トレイ

する

RPC

R98

ユー

普通
使用説明書 システム設定

ュレーション検知
ターに送られたデータを自動的に判断して、エミュレーションを決定することができます。対象
RP-GL/2、PS3です。それ以外のエミュレーションは、優先エミュレーションで設定されている
ョンになります。

エミュレーション
入れたときに自動的に呼び出されるエミュレーションまたは登録されているプログラムを設

足

ログラム1」～「プログラム16」に設定すると、その数字と同じ登録番号のプログラムが呼び出
リンターが起動します。RPCS、PS3以外で有効です。

メモリー
ーメモリー（外字やフォントなどのデータを登録するためのメモリー）とページメモリー（印刷
ためのメモリー）のどちらを優先して割り当てるかを設定します。

紙設定
ごとの紙の種類を設定します。

しない

S RPGL RTIFF PS3 RPDL

R16 R55 プログラム1～16

ザーメモリー ページメモリー

紙 厚口カラー用紙
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❖ スプ
スプー ブを一
時的に

補

❒ オ

❒「ス ターの
電

❒ ⇒

しな
使用説明書 システム設定

ール印刷
ル印刷をするかどうかを設定します。スプール印刷とは、パソコンから転送されるプリントジョ
本機に蓄積し、転送が終わってから印刷する機能です。

足

プションの拡張HDDを装着時にのみ表示されます。

プールスル」を選択すると、最初の印刷に時間がかかります。また、印刷が完了する前にプリン
源を切ると、プリントジョブはハードディスクに保存されます。

 P.223 「スプール印刷について」

い する
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システ

システム す。対
象となる 設定の
ままでご は電源
を切って

*1 エミュ

メニュー

システム
（システ
 

使用説明書 システム設定

ム設定（EM）メニュー

設定（EM）メニューでは、DOSで使用する上での基本的な動作に関わる設定を行うことができま
エミュレーションは、RPDL、RP-GL/2、RTIFF、R98、R16、R55です。通常は、工場出荷時の
使用になれますが、お客様の環境に合わせて変更できます。変更したシステム設定（EM）の内容
も保存されます。設定できる項目は以下のとおりです。

レーションモジュール タイプC搭載時に表示されます。

名 設定項目

設定（EM）
ムセッテイ（EM））

白紙排紙（ハクシ ハイシ）

用紙なしエラー（ヨウシナシエラー）

自動排紙時間（ジドウハイシジカン）

マクロキャッシュ（マクロキャッシュ） *1 

グラフィックス設定（グラフィックスセッテイ） *1 
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システ

ここでは 目でも
同じです

A 操作

メニュ

B【▲】

システ

リ

  

  
使用説明書 システム設定

ム設定（EM）を変更する

設定の手順を、「自動排紙時間」の設定値を変更する例で説明します。基本的な操作方法は他の項
。

パネルの【メニュー】キーを押します。

ー画面が表示されます。

または【▼】キーを押して「システムセッテイ(EM)」を表示させ、【OK】キーを押します。

ム設定（EM）メニューが表示されます。

オンライン�メニュー�

セット�

戻る�

O K強制排紙�
� 電源�

�
アラーム� データイン�

ZDJS001J

<OxM->

 sdlIf?lw(EM)
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C【▲】

設定項

D【▲】

設定が

E【オン

通常の

  

  

  

  

  

  
使用説明書 システム設定

または【▼】キーを押して「3.ジドウハイシジカン」を表示させ、【OK】キーを押します。

目の選択画面が表示されます。

または【▼】キーを押して変更する設定値を表示させ、【OK】キーを押します。

確定し、約２秒後にCの画面に戻ります。

ライン】キーを押します。

画面が表示されます。

<sdlIf?lw(EM)>

3.s^;^eQwss^y*

<s^;^eQwss^y*>

*15 W^<e

w*akl^uYd   ;Jw1

R16         A4hl
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システ

ここでは

❖ 白紙
白紙排 いかを
設定し

❖ 用紙
現在選 定しま
す。「 ると用
紙がセ

する

スペ 排紙

しな

印刷

用紙
使用説明書 システム設定

ム設定（EM）メニューの設定項目

システム設定（EM）メニューの設定項目について説明します。 は工場出荷時の設定です。

排紙
紙コマンドを受信したときに印刷するデータがなく白紙の状態である場合に、排紙するかしな
ます

なしエラー
択されているトレイに用紙がセットされていないときのデータ受信を停止するタイミングを設
印刷時」に設定すると用紙がセットされていなくても、データ受信は可能です。「常時」に設定す
ットされていないときはデータ受信できません。

排紙します。

ース 排紙コマンドの前にスペースコード（20H、A0H、8140H）があるときは
します。

い 排紙しません。

実行時 用紙がセットされていなくても、データ受信は可能です。

なし時 用紙がセットされていないときはデータ受信できません。
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❖ 自動
一定時 どうか
を設定 データ
でも自 自動的
に印刷 設定さ
れた時 め、適
切な時

❖ マク
プリン

❖ グラ
オプシ

自動
ない

マク

原点

ペン

SPコ

給紙
使用説明書 システム設定

排紙時間
間パソコンからデータが送信されない場合にプリンター内にあるデータを強制的に印刷するか
します。たとえば、改ページコードがなくて【強制排紙】キーを押さないと印刷できないような
動的に印刷させることができます。「なし」に設定するとデータは自動的には印刷されません。
させる場合は、データが送信されなくなってから強制的に印刷するまでの時間を設定します。 
間が経過すると送信されてきたデータが１ページの途中までであっても強制的に印刷されるた
間を設定することが重要です。

ロキャッシュ
ター言語モジュールがマクロキャッシュとして使用するメモリの上限を設定します。

フィックス設定
ョングラフィックスの各種設定を行います。

排紙し 10秒 15秒 20秒 25秒 60秒 300秒

ロなし マクロ　2.1MB マクロ　4.3MB マクロ　8.4MB

位置 原点の位置（左下、中央）を設定します。

1～8 線幅 ペンの線幅を設定します。

マンド 排紙する/しないを設定します。

モード 給紙モード（標準、自動）を設定します。
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インタ

インター で接続
している 存され
ます。設

*1 拡張1
*2 拡張無

メニュー

インター
（インタ
使用説明書 システム設定

ーフェース設定メニュー

フェース設定メニューでは、ネットワーク接続に関する設定とパソコンとプリンターをパラレル
場合の通信に関する設定を行います。変更したインターフェース設定の内容は電源を切っても保
定できる項目は以下のとおりです。

394ボード タイプB装着時に表示されます。

線LANボード タイプB装着時に表示されます。

名 設定項目

フェース設定
ーフェースセッテイ） 

受信バッファ（ジュシンバッファ）

I/F切り替え時間（I/Fキリカエジカン）

ネットワーク設定（ネットワークセッテイ）

パラレルI/F設定（パラレルI/Fセッテイ）

IEEE 1394設定 *1 （IEEE 1394セッテイ）

IEEE 802.11b *2 （IEEE 802.11b）
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インタ

ここでは
変更する
目でも同

A 操作

メニュ

B【▲】
スセ

インタ

替え
。

定値

ス設定

  

  

リ

使用説明書 システム設定

ーフェース設定を変更する

設定の手順を、「I/F切り替え時間」の設定値を
例で説明します。基本的な操作方法は他の項
じです。

パネルの【メニュー】キーを押します。

ー画面が表示されます。

または【▼】キーを押して「インターフェー
ッテイ」を表示させ、【OK】キーを押します。

ーフェース設定メニューが表示されます。

C【▲】または【▼】キーを押して「2.I/F切り
時間」を表示させ、【OK】キーを押します

設定項目の選択画面が表示されます。

D【▲】または【▼】キーを押して変更する設
を表示させ、【OK】キーを押します。

設定が確定し、約２秒後にインターフェー
メニューに戻ります。

E【オンライン】キーを押します。

通常の画面が表示されます。

<OxM->

 w*h-EV-df?lw

オンライン�メニュー�

セット�

戻る�

O K強制排紙�
� 電源�

�
アラーム� データイン�

ZDJS001J

  <w*h-EV-df?lw>

  2.I/FuGyrs^y* 

  <I/FuGyrs^y*>

  *15 W^<e

  w*akl^uYd

  RPCS
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インタ

ここでは

❖ 受信
受信バ

❖ I/F切
現在の してお
く時間 可能に
なりま
設定時 、ほか
のイン 知が働
いて、 。

❖ ネッ
ネット 項目の
設定方

• IP

• サ

• ゲ

• ネ

• N

• ユ

128

10秒
使用説明書 システム設定

ーフェース設定メニューの設定項目

システム設定メニューの設定項目について説明します。 は工場出荷時の設定です。

バッファ
ッファのメモリーサイズを設定します。通常は変更する必要はありません。

り替え時間
インターフェースからデータが送信されてこなくなってから、そのインターフェースを有効に
を設定します。ここで設定した時間を超えるとほかのインターフェースからのデータの受信が
す。
間が短すぎると１つのデータを受信中にタイムアウトになってしまうことがあります。その結果
ターフェースからのデータが割り込んで印刷されたり、データの途中からエミュレーション検
違うエミュレーションに切り替わったり、印刷を中止したデータが途中から印刷されたりします

トワーク設定
ワーク環境にプリンターを接続して印刷するために設定をします。イーサネット速度以外の各
法と説明は、かんたんセットアップ「操作パネルを使って設定する」を参照してください。

アドレス

ブネットマスク

ートウエイアドレス

ットワークブート

Wフレームタイプ

ウコウプロトコル

KB 256KB 512KB

15秒 20秒 25秒 60秒
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• イ
イ

• I/

❖ パラ
パソコ

• パ
パ
こ 場合の
み

• パ
パ

• セ
パ

• イ
イ 通常は
変

自

イ

A

高

H

有

使用説明書 システム設定

ーサネット速度
ーサネットボードを使ってネットワーク通信するときの通信速度を選択することができます。

F選択

レルI/F設定
ンとプリンターをパラレルで接続している場合の通信に関する設定を行います。

ラレルタイミング
ラレルインターフェースのタイミングを設定します。
こでの設定は、印刷条件の設定で「パラレルI/F 1」が「システムデフォルト」に設定されている
有効です。通常は変更する必要はありません。

ラレル通信速度
ラレル通信でDMA転送を使用して受信を行うかどうかを設定します。

レクト状態
ラレルインターフェースのセレクト信号のレベルを設定します。

ンプットプライム
ンプットプライム信号が送られてきたとき、プライム信号を有効にするかどうかを設定します。
更する必要はありません。

動設定 10Mbps固定 100Mbps固定

ーサネット IEEE 802.11b

CK inside ACK outside STB down

速 標準

IGH LOW

効 無効
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• 双
パ 設定し
ま

❖ IEEE
IEEE

• IP

• サ

• IP

• S

• S

❖ IEEE
無線L

• 通
無

• チ
ア

す

有

有

す

8
ア

使用説明書 システム設定

方向通信
ラレルインターフェースで使用しているとき、状態取得要求に対するプリンターの返答モードを
す。市販のプリントボックスなどに接続して問題が発生したときは、「シナイ」に設定します。

 1394設定
 1394を使用するときに必要な項目を設定します。拡張1394ボード装着時に表示されます。

アドレス

ブネットマスク

 over 1394

CSI print

CSI print双方向

 802.11b
ANを使用するときに必要な項目を設定します。拡張無線LANボード装着時に表示されます。

信モード
線LANの通信モードを設定します。

ャンネル
ドホックモード選択時に使用するチャンネルを1～14の間で設定します。

る しない

効 無効

効 無効

る しない

02.11
ドホック

アドホック インフラストラクチャー
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• 通
無

• S
S

❒ です。

• W
無

❒ 場合に

❒ できま

❒

自

ヒ

有

使用説明書 システム設定

信速度
線LANの通信速度を設定します。

SID設定
SIDを設定します。設定したSSIDを確認することもできます。

補足

SSIDで使用できる文字は半角英数字と表示可能な半角記号<ASCII　0x20～0x7e>で32バイトまで
大文字と小文字も区別されます。

EP設定
線LANの暗号化を設定します。

補足

64-bit WEPを使用する場合は、16進数10桁の文字列が使用できます。128-bit WEPを使用する
は、16進数26桁の文字列が使用できます。

別途ネットワークからWEPの暗号キーの設定が必要です。WEPキーが未入力の状態で通信は
せん。

最初にネットワークでWEPキーを設定してから、WEP設定を「有効」にしてください。

動設定 11 Mbps固定 5.5 Mbps固定 2 Mbps固定 1 Mbps固定

ョウジ ニュウリョク

効 無効
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編

9

W

W
l
W
き

こ
し
す
刷

こ
い

す。

出荷時

設定す

に同梱

レスを
する場

、ネッ

トワー

 NTで
ソフ
たは
.付録

indo

indows 2
pr、rcp、ft

indows 9
ます。

の方法で
ているエ
。搭載し
できませ

補足

❒ エミュレ
とえばP
などです

こではセ
て説明し

Windows 2
Windows X
Windows N

Windows 9
使用説明書 システム設定

wsからのファイル直接印刷

000、Windows XP、Windows NT 4.0から
pコマンドを使って印刷できます。また、
5/98/Meからはftpコマンドを使って印刷で

印刷できるファイルは、プリンターが搭載
ミュレーション用に作られたファイルで
ていないエミュレーションのファイルは印
ん。

ーション用に作られたファイルとは、た
ostScript 3用のポストスクリプトファイル
。

ットアップのしかたと、印刷のしかたにつ
ます。

セットアップ

A プリンターのネットワーク環境を設定しま

• TCP/IP プロトコルを有効にする（工場
は有効です）

• IPアドレスなどTCP/IPに関する項目を
る

参照

設定方法について詳しくは、プリンター
の使用説明書を参照してください。

DHCPを使用してプリンターの IPアド
設定するときは、P.218 「DHCPを使用
合」を参照してください。

B WindowsにTCP/IPプロトコルを組み込み
トワーク環境を設定します。

補足

❒ ネットワークに関する設定内容はネッ
ク管理者の方に確認してください。

C Windows 2000、Windows XP、Windows
lprを使って印刷する場合は、ネットワーク
トウェアとして「UNIX用印刷サービス」ま
「Microsoft TCP/IP印刷」を組み込みます。

OS lpr rcp ftp

000、
P、
T 4.0

� � �

5/98/Me �
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補

❒ W

❒ 印
す
プ
は
使
だ

IPアド

ホスト名
ホスト名
ます。使
なります

❖ DNS
DNS
名を使

❖ DHC
設定
システ
た名前
定リス
照して

ネット
を追加
す。

するホ
るファ

s NTで
ように

す。
す。
TS
s XP、
ィレク

ト名を

プリン
コメン
かタブ

集する
使用説明書 システム設定

足

indows 95/98/Meの場合は必要ありません。

刷時にIPアドレスを使ってプリンターを指定
る場合のセットアップは、これで終了です。
リンターの指定にホスト名を使用するとき
、P.171 「IPアドレスの代わりにホスト名を
用する」に進んで、セットアップを続けてく
さい。

レスの代わりにホスト名を使用する

が定義されていると、IPアドレスの代わりに
を使ってプリンターを指定することができ
用するホスト名はネットワーク環境により異
。

を使用している場合
サーバ上のデータファイルに設定したホスト
用します。

Pを使用してプリンターのIPアドレスを
している場合
ム設定リストの「プリンター名」に印刷され
をホスト名として使用します。システム設
トの印刷方法は、セットアップガイドを参
ください。

❖ その他の場合
印刷を行うコンピュータのhostsファイルに
ワークプリンターの IPアドレスとホスト名
します。追加のしかたはOSにより異なりま

補足

❒ hostsファイルはネットワーク内で通信
ストの IPアドレスとホスト名を登録す
イルです。

❒ Windows 2000、Windows XP、Window
hostsファイルを編集するには、以下の
操作します。

A メモ帳などでhostsファイルを開きま
hostsファイルは以下の場所にありま
 ¥WINNT¥SYSTEM32¥DRIVERS¥ETC¥HOS
¥WINNTはWindows 2000、Window
Windows NTのインストール先のデ
トリです。

B hostsファイルに IPアドレスとホス
以下の形式で追加します。
192.168.15.16  ricoh  # NP
192.168.15.16はIPアドレス、ricohは
ターのホスト名、# から行末までは
トです。それぞれの項目をスペース
で区切り、1行で入力します。

C ファイルを上書き保存します。

❒ Windows 95/98/Meでhostsファイルを編
には、以下のように操作します。
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A

B

C

印刷方

lpr、rcp、

操作の

コマン
します

• W
［ス
プ

• W
［ス
D

• W
［ス
マ

• W
［ス
サ

プロン

ーのエ

たとき
すセッ
さい。

トリか

プリン
印刷す
明書＜
てくだ

ョン固
らのオ
使用説

以上
使用説明書 システム設定

¥WINDOWS¥HOSTS.SAMを同じディレク
トリにコピーし、名前をHOSTS （拡張子を
付けません）にします。

作成した ¥WINDOWS¥HOSTSファイルを
メモ帳などで開きます。

IPアドレスとホスト名をWindows 2000、
Windows XP、Windows NTの場合と同じ形
式で追加し、ファイルを上書き保存します。

法

ftpコマンドを使った印刷方法を説明します。

前に

ドはコマンドプロンプト ウィンドウで入力
。

indows 95/98の場合：
タート］-［プログラム］-［MS-DOSプロン
ト］

indows Meの場合：
タート］-［プログラム］-［アクセサリ］-［MS-

OSプロンプト］

indows 2000の場合：
タート］-［プログラム］-［アクセサリ］-［コ
ンドプロンプト］

indows XPの場合：
タート］-［すべてのプログラム］-［アクセ
リ］-［コマンドプロンプト］

• Windows NT 4.0の場合：
［スタート］-［プログラム］-［コマンド
プト］

補足

❒ 印刷するファイルのデータ形式とプリンタ
ミュレーションモードを合わせてください。

❒「print requests full」のメッセージが表示され
は、印刷要求がフルの状態です。下表に示
ション数以下になってから印刷し直してくだ

❒ ファイル名はコマンドを実行するディレク
らのパスを含めた形で入力してください。

参照

コマンドの中で指定する「オプション」は
ター固有のオプションで、内容はUNIXから
る場合と同様です。詳細については、使用説
クライアント編＞「UNIXで使う」を参照し
さい。

エミュレーションによってはエミュレーシ
有のオプションも用意されています。それ
プションについては各エミュレーションの
明書を参照してください。

コマンド/本体搭載メモリー 64MB

rcp、rsh 5

ftp 3
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lpr

❖ IPアド
c:> 
ション

❖ IPアド
c:> 
ン］　［

補足

❒ バイナ
のOと

ホスト名
トリにあ
する場合

c:> 
C:¥PRINT

rcp

あらかじ
登録して
「UNIXで

c:> rc
名...］　

ドを使

ィレク
イルを

¥file2

マンド

ン］

¥ファ

のワイ

。ファ
いま
使用説明書 システム設定

レスを使ってプリンターを指定する場合
lpr -SプリンターのIPアドレス　［-Pオプ
］　［-Ol］　¥パス名¥ファイル名

レスの代わりにホスト名を使用する場合
lpr -Sプリンターのホスト名　［-Pオプショ
-Ol］　¥パス名¥ファイル名

リーファイルを印刷する場合は -Ol（大文字
、小文字のL） オプションを付けてください。

がricohのプリンターに、C:¥PRINTディレク
る、名前が file1のPostScriptファイルを印刷
のコマンド例は次のとおりです。

lpr -Sricoh -Pfiletype=RPS -Ol
¥file1

め hostsファイルにプリンターのホスト名を
おきます。⇒使用説明書＜クライアント編＞
使う」

p　¥パス名¥ファイル名　［¥パス名¥ファイル
プリンターのホスト名:［オプション］

補足

❒ ファイル名には「*」や「?」のワイルドカー
用できます。

ホスト名がricohのプリンターに、C:¥PRINTデ
トリにある、名前がfile1とfile2のPostScriptファ
印刷する場合のコマンド例は次のとおりです。

c:> rcp C:¥PRINT¥file1 C:¥PRINT
ricoh:filetype=RPS

ftp

印刷するファイル数に応じてputまたはmputコ
を使います。

❖ 印刷するファイルが1つの場合
ftp> put　¥パス名¥ファイル名　［オプショ

❖ 印刷するファイルが複数の場合
ftp> mput　¥パス名¥ファイル名　［¥パス名
イル名...］

補足

❒ mputコマンドではファイル名に「*」や「?」
ルドカードを使用できます。

制限

❒ ファイル名に「=」と「,」は使用できません
イル名をオプション文字列と判断してしま
す。
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ftpを起動
なります

A プリ
に設
てftp

% ftp

B 必要
は何

User:
Passw

C バイ
ルの

ftp> 

補

❒ バ
す
な

D 印刷

以下は
名前の
file2を

ftp> 
ftp> 
使用説明書 システム設定

してから印刷するまでの手順は次のように
。

ンターのIPアドレス（またはhostsファイル
定したプリンターのホスト名）を引数にし
コマンドを起動します。

　プリンターのIPアドレス

に応じてユーザー名を入力し、パスワード
も入力しないでReturnキーを押します。

ord:

ナリーファイルを印刷するときは、ファイ
モードをバイナリーモードにします。

bin

足

イナリーファイルをアスキーモードで印刷
ると、印刷データが変更され正しく印刷され
いことがあります。

するファイルを指定します。

C:¥PRINTディレクトリにある、file1という
PostScriptファイルを印刷する例と、file1と
印刷する例です。

put C:¥PRINT¥file1 filetype=RPS
mput  C:¥PRINT¥file1 C:¥PRINT¥file2

E ftpを終了します。

ftp> bye
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SNM

本イーサ etwork
Managem を取得
すること

工場出荷 報を取
得するこ

補足

❒ コミュ

• コ

• R  Admin
の

• W

❖ サポ
• M

• P

• H

• R
使用説明書 システム設定

P

ネットボードと、拡張1394ボード（オプション）にはUDPとIPX上で動作するSNMP（Simple N
ent Protocol）エージェントが組み込まれています。SNMPマネージャを使ってプリンターの情報
ができます。

時のコミュニティ名には「public」と「ricoh」が設定されています。このコミュニティ名でMIB情
とができます。

ニティ名の設定方法には、次の設定方法があります。

マンドラインからtelnetを使用して設定することができます。⇒ P.181 「SNMP」

idoc IO Admin からイーサネットボード設定ツールを使用して設定することができます。⇒Ridoc IO
ヘルプを参照してください。

ebブラウザから設定することができます。 ⇒CD-ROM内のヘルプを参照してください。

ートしているMIB
IB-II

rinterMIB

ostResourceMIB

icohPrivateMIB（リコーオリジナル）



176

telnet

telnetを使
各種の設

補足

❒ リモー
理者だ
して運

❒ パスワ
ンタ
ワード
すると

操作の

telnetを起
になりま

制限

❒ リモー
用する

A プリ
数に

% tel

補

❒ IP
は

れ

77

ど

、

er
は

ッ
れ
。

使用説明書 システム設定編

によるリモートメンテナンス（mshell）

ってプリンターの状態や設定内容を確認や、
定を行うことができます。

トメンテナンス（mshell）はネットワーク管
けが使用できるように、パスワードを設定
用してください。

ードはWebブラウザによるネットワークイ
ーフェースボード設定機能で使用するパス
と共通です。mshell 上でパスワードを変更
、他のパスワードも変更されます。

流れ

動してから終了するまでの手順は次のよう
す。

トメンテナンスを同時に複数のユーザが使
ことはできません。

ンターのIPアドレス（またはホスト名）を引
してtelnetを起動します。

net プリンターのIPアドレス

足

アドレスの代わりにホスト名を使用するとき
/etc/hostsの設定が必要です。

B パスワードを入力します。

補足

❒ 工場出荷時のパスワードは「ricoh」に設定さ
ています。

C コマンドを入力します。

参照

使用できるコマンドについて詳しくは、P.1
「コマンド一覧」を参照してください。

D telnetを終了します。

msh> logout

設定が変更されていると変更内容を保存するか
うかを確認するメッセージが表示されます。

E 変更内容を保存するときは「yes」と入力し
Enterキーを押します。

変更内容を保存しないときは「no」と入力し、Ent
キーを押します。コマンド入力を続けるとき
「return」と入力し、Enterキーを押します。

補足

❒「Can not write NVRAM information」とメ
セージが表示されたとき、変更内容は保存さ
ていません。もう一度操作し直してください
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❒ 変
イ

❒ リ
刷
W
ち

コマン

リモート
です。

補足

❒「help
表示さ

msh> 

❒「help
ド名の

msh> 

TCP/IP

TCP/IP（
ストアド
表示や設

❖ 表示
msh> 

ー

。

ま

ー
す

で
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更内容を保存すると自動的にネットワーク
ンターフェースボードがリセットされます。

セットしてもActive状態（印刷中、または印
処理待ち）の印刷ジョブは印刷されますが、
aiting状態（プリンターへのファイル転送待
）のジョブは破棄されます。

ド一覧

メンテナンスで使用できるコマンドの一覧

」と入力すると使用できるコマンドの一覧が
れます。

help

 コマンド名」と入力すると、入力したコマン
使い方が表示されます。

help コマンド名

アドレス

IPアドレス、サブネットマスク、ブロードキャ
レス、デフォルトゲートウェイアドレス）の
定を行うにはifconfigコマンドを使用します。

ifconfig

❖ 設定
msh> ifconfig インターフェース パラメータ
アドレス

*1 拡張1394ボード（オプション）装着時に指定できます
*2 拡張無線LANボード（オプション）装着時に指定でき
す。

❖ インターフェース切り替え
拡張無線LANボード（オプション）接続時に、イ
サネットと無線LANのどちらを使用するか指定
ることができます。

msh> ifconfig インターフェース up

補足

❒ 拡張1394ボード（ip1394）を指定することは
きません。

インターフェース 設定されるインターフェース

ether
sie0

LANインターフェース

ip1394 *1 

fwip0 *1 

IEEE 1394インターフェース

wlan *2 

wi0 *2 

無線LANインターフェース

パラメーター 設定される項目

なし IPアドレス

netmask サブネットマスク

broadcast ブロードキャストアドレス
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（例） 
192.168.

msh> ifc

（例） 
255.255.

msh> ifc

補足

❒ パラメ
に設定

❒ サブネ
LANイ

❒ アドレ
を付け

-アドレ

❖ サブ
IPア
使用す

❖ ブロ
ネット
に決め

補足

❒ 設定す
てくだ

場出荷

IEEE
ースの
してく

線LAN
ースの
イン

には
レンジ

 終了

0.10か

8.0.20
使用説明書 システム設定

L A Nインターフェースの I Pアドレスを
15.16に設定する

onfig ether 192.168.15.16

LANインターフェースのサブネットマスクを
255.0に設定する

onfig ether netmask 255.255.255.0

ーターで指定した項目が指定したアドレス
されます。

ットマスクはLANインターフェース、無線
ンターフェース共通です。

スを16進形式で設定する場合は先頭に「0x」
てください。

スについて

ネットマスク
ドレスの一部をネットワークアドレスとして
るためのマスク値です。

ードキャストアドレス
ワークの特定の全機器にデータを送るため
る特定のアドレスです。

るアドレスはネットワーク管理者に確認し
さい。

❒ 設定するアドレスがわからないときは、工
時の設定のままご使用ください。

❒ 拡張 1394 ボード（オプション）装着時は、
1394インターフェースとLANインターフェ
サブネットマスクが重複しないように設定
ださい

❒ TCP/IPの設定はLANインターフェース、無
インターフェース共通です。インターフェ
切り替えを行った場合、設定は切り替えた
ターフェースが引き継ぎます。

アクセスコントロール

アクセスコントロールの表示と設定を行なう
accessコマンドを使用します。また、アクセス
を複数設定することもできます。

❖ 表示
msh> access

❖ 設定
msh> access 対象番号 range 開始アドレス
アドレス
（例）アクセス可能なIPアドレスを192.168.
ら192.168.0.20に設定する
msh> access 1 range 192.168.0.10 192.16
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補

❒ ア
シ
も
「0

❒ 開
合

❒ ア
番
す

❒ W
を
さ

❖ アク
msh> 

補

❒ 工
レ

ンドを

」を指

です。
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足

クセスレンジは、印刷できるワークステー
ョンをIP アドレスを使って制限するための
のです。印刷を制限する必要がない場合は、
.0.0.0」を設定してください。

始アドレスが終了アドレスよりも大きい場
、設定は無効となります。

クセスレンジは、5件まで設定可能です。対象
号を省略した場合は、設定が無効になりま
。

ebブラウザ、telnetまたはRidoc IO Navi/Admin
ご使用の場合、アクセスコントロールで制限
れたIPアドレス以外からも使用できます。

セスコントロールの初期化
access flush

足

場出荷時の設定に戻します。全てのアクセス
ンジが「0.0.0.0」になります。

ネットワークブート

ネットワークブートの設定をするには setコマ
使用します。

msh> set パラメーター {on | off}

有効にするには「on」を、無効にするには「off
定します。

補足

❒ DHCPを使用するときはサーバの設定が必要

パラメーター 設定される方式

dhcp DHCP
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プロトコ

プロトコ
ドを使用

msh> set

*1 拡張1

補足

❒ TCP/
リモー
ります
ターの

❒ TCP/
snmp

」

プロトコ

appleta
tcpip
netware

netbeui
scsiprin
ip1394 

lpr
ftp
rsh

diprint
web
snmp
ipp
使用説明書 システム設定編

ル

ルの有効／無効を切り替えるには setコマン
します。

 プロトコル {up | down}

394 ボード（オプション）装着時に表示されます。

IPを無効に設定してログアウトすると、この
トメンテナンスそのものが使用できなくな
。誤って「無効」に設定したときは、プリン
操作パネルを使って設定し直してください。

IPを無効にすると、ip1394,lpr,ftp,rsh,diprint,web,
,ippも使用できなくなります。

プリンターの状態

プリンターの状態を表示するには表示内容に応じた
コマンドを使用します。

msh> コマンド

補足

❒ prnlogで ID番号を指定するとジョブのさらに詳し
い情報が表示されます。

参照

表示される内容について詳しくは、プリンター本
体の使用説明書、およびP.200 「取得情報の内容
を参照してください。

ル

lk

t *1 

*1 

プロトコルを有効にするには
「up」を、無効にするには
「down」を指定します。

コマンド 表示される内容

status プリンターの状態（ステータ
ス）と印刷ジョブの情報（プ
リントジョブ情報）

info 給紙トレイや排紙トレイの情
報（プリンター情報）

prnlog [ID番号] これまでに印刷した16件分の
記録（プリントログ情報）
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ネットワ

ネットワ
表示する

msh> sho

補足

❒ -pオプ

❒ NetB
ループ
シフト

参照

表示さ
ワーク
てくだ

システム

プリンタ
メッセー
ます。

msh> sys

参照

表示さ
ムログ

更を行

）は、

場合、
ターを

おりで

ます。

rite
使用説明書 システム設定

ークインターフェースボードの情報

ークインターフェースボードの設定状況を
にはshowコマンドを使用します。

w [-p]

ションを付けると1画面ずつ表示されます。

EUIプロトコルでコンピュータ名、ワークグ
、コメントを日本語で入力しているときは、
JISが表示できる環境で使用してください。

れる内容について詳しくは、P.202 「ネット
インターフェースボードの情報」を参照し
さい。

ログ情報

ーのシステムログ情報として記録された
ジを表示するにはsyslogコマンドを使用し

log

れる内容について詳しくは、P.207 「システ
情報」を参照してください。

SNMP

コミュニティ名など SNMP に関する表示と変
うにはsnmpコマンドを使用します。

制限

❒ IEEE 1394インターフェース（オプション
TCP/IPプロトコルのみ有効です。

補足

❒ 設定できる登録番号は1～10です。

❒ 登録番号の 1 ～ 10 に public が存在しない
Ridoc IO AdminやRidoc IO Naviからプリン
参照することはできません。

❒ 登録番号1と2の工場出荷時の設定は次のと
す。

❖ 表示
SNMP情報と使用可能なプロトコルを表示し

msh> snmp ?
指定した登録番号の設定状態を表示します。

msh> snmp [-p] [登録番号]

登録番号 1 2

コミュニティ名 public ricoh

IPアドレス 0.0.0.0 0.0.0.0

アクセスタイプ read-only

trap off

read-w

trap off
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補
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す
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す。

msh> 

補

❒ コ
で

❖ アク
登録番
msh> 

コマン
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す。

無効に

には次
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どのホ
には、
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read
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trap

no
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足

オプションを付けると1画面ずつ表示されま
。

録番号を省略すると、すべての番号の状態を
示します。

ュニティ名設定
した登録番号のコミュニティ名を設定しま

snmp 登録番号 name コミュニティ名

足

ミュニティ名は半角英数字で 15バイト以内
す。

セスタイプ設定
号ごとにアクセスタイプを切り替えます。
snmp 登録番号 type アクセスタイプ

❖ プロトコル設定
使用可能なプロトコルを選択するには次の
ドを使います。このコマンドで設定を無効
と、すべての登録番号で使用できなくなりま

msh> snmp {ip | ipx} {on | off}

• プロトコルを有効にするには「on」を、
するには「off」を指定します。

登録番号ごとにプロトコルの設定を変える
のコマンドを使います。ただし、上のコマン
効にしたプロトコルは、このコマンドで有
ても使用できません。
msh> snmp 登録番号 active {ip | ipx} 
off}

❖ アクセス設定
使用するプロトコルに応じたホストのアド
設定します。
「アクセスタイプ」を「read-only」または「
write」に設定したときは、ここに入力したア
のホストからの要求だけを受け付けます。
ストからの要求でも受け付けるようにする
「0」を入力します。
「アクセスタイプ」を「trap」に設定したとき
報を通知するホストのアドレスを入力します
msh> snmp 登録番号 {ip | ipx} アドレス

補足

❒ TCP/IPを使用するときはアドレスとして
ドレスを入力します。

セス
プ

設定される内容

情報の読み出しのみ可能
(read-only)

情報の読み出しと書き込みが可能 
(read-write)

エラー情報を通知 (trap)

アクセスできません 
(not accessible)
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ま

使用説明書 システム設定編

X/SPXを使用するときはアドレスとしてIPX
ドレスを入力します。IPXアドレスはホスト
接続されているネットワークの番号とホス
に取り付けられているネットワークイン
ーフェースボードのMACアドレス（物理ア
レス）をコロン（:）で区切って入力します。
登録番号3に I Pアドレスを設定する

.168.15.16）
snmp 3 ip 192.168.15.16
登録番号3に IPXアドレスを設定する

トワーク番号=7390A448、MACアドレ
0:00:74:62:5C:65）
snmp 3 ipx 7390A448:000074625C65

環境を設定するには、IPPコマンドを使用し

設定値表示
設定値を表示します。

ipp
定値が表示されます。

ut=900(sec)
basic

imeout」には、ネットワークプリンターに接
できない場合にリトライをやめて印刷ジョ
を一時停止するまでの時間（タイムアウト）
表示されます。

uth」には、ユーザー認証のモードが表示され
す。

❖ IPPタイムアウトの設定
印刷データが途切れた場合に、印刷ジョブを取り
消すまでの時間を指定します。設定範囲は 30 ～
65535 秒です。

msh> ipp timeout {30 - 65535}

❖ IPPユーザー認証方式の設定
IPPユーザー認証を行って、IPPを使って印刷でき
るユーザーを制限することができます。
工場出荷時はユーザー設定を行わない設定になっ
ています。

ipp auth {basic|digest|off}

•「basic」または「digest」で、認証を行います。

•「off」で、認証を行わなくなります。

補足

❒ ユーザー認証を行うように指定した場合、次の
「IPPユーザーの登録」を参照してユーザー名の
登録を行ってください。ユーザーは10組まで登
録できます。

❖ IPPユーザーの登録
IPPを使って印刷できるユーザーを登録できます。

ipp user
次のメッセージが表示されます。

Input user number (1 to 10):
設定するユーザー番号を入力し、ユーザー名とパ
スワードを指定します。

IPP user name:user1
IPP password:*******
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msh> 
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timeo
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ー名とパスワードが設定されると次のメッ
が表示されます。

configuration changed.

トプリント

ータから直接印刷を行うことができるダイ
リントポートの表示と設定を行うにはdiprint
を使用します。

クトプリントプロトコルの設定を表示しま

diprint
定値が表示されます。

9100
ut=300(sec)
ect off

ort」使用するポート番号が表示されます。

idirect」 ダイレクトプリントポートが双方向
信に対応しているか表示されます。

ムアウトの設定
ワークからデータを受信する際のタイムア
間を設定できます。

diprint ［0～65535］

足

場出荷時の設定値は300（秒）です。

に設定した場合、タイムアウトを行ないません。

SMB

コンピュータ名やワークグループ名など NetBEUI 関
連の項目を設定、削除するにはsmbコマンドを使用し
ます。

msh> smb パラメーター

ROUTE

TCP/IPルーティングテーブルの設定をするには rou
コマンドを使用します。

routeコマンドを使うと、通常のネットワークではルー
ター装置等の環境により自動的に保守されている
ルーティングテーブルを手動で変更できます。

補足

❒ ルーティングテーブルの最大数は16です。

パラメーター 設定される項目

comp コンピュータ名（13バイト以下）

group ワークグループ名（15バイト以下）

comment コメント（31バイト以下）

clear comp コンピュータ名のクリア

clear group ワークグループのクリア

clear comment コメントのクリア
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*1 IPアド

補足

❒ ルー
テーシ
アドレ

❒ ゲー
フェー
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い
う
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内
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マ

通
。

コマンド

route ad
[host|ne
destinat
gateway

route de
[host|ne
destinat

route ge
[destina

route ac
[host|ne
destinat
on/off

route ad
gateway

route flu
使用説明書 システム設定編

レス

ターを越えて別のネットワークのワークス
ョンとやりとりするときは、ゲートウェイ
スを設定してください。

トウェイアドレスは、すべてのインター
ス共通になります。

SLP

SLPの設定を変更するには、slpコマンドを使用します

NetWare5のPureIP環境でご使用の場合、SLPを用
てNetWareサーバを検索します。slpコマンドを使
と、SLPマルチキャストパケットが使用するTTL値(
過できるルーターの数+1)を指定できます。

補足

❒ 工場出荷時の設定は1です。ローカルセグメント
のみで検索します。ただしこの TTL値を増やし
場合でもネットワーク環境で使用のルーター装
がマルチキャスト対応していなければ有効では
りません。

❒ 設定できるSLPパケットのTTL値は1～255です。

msh> slp ttl ttl_val 

sprint

IEEE 1394（SCSI print）の設定をするにはsprintコ
ンドを使用します。

❖ 表示
IEEE 1394（SCSI print）の設定を表示します。

msh> sprint

❖ 双方向通信設定
IEEE 1394（SCSI print）とパソコン間の双方向
信を設定できます。工場出荷時の設定は"on"です

msh> sprint bidi [on/off]

設定される項目

d 
t] 
ion *1  
 *1 

destinationで表されるhost(or 
network)ルートおよびgateway
で表されるgatewayアドレスを
テーブルに追加します。
host/net省略時はhost設定となり
ます。

lete 
t] 
ion *1 

destinationで表されるhost(or 
network)ルートをテーブルから
削除します。host/net省略時は
host設定となります。

t 
tion *1 ]

destination指定時は該当route情
報のみ表示します。destination
無指定時は全route情報を表示し
ます。

tive 
t] 
ion *1  

指定されたdestinationの有効/無
効を切り替えます。host/net省
略時はhost設定となります。

d default 
 *1 

デフォルトゲートウェイアドレ
スの設定

sh 全route情報を削除します。
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無線 LA

無線LAN
ます。

制限

❒ 拡張無
きます

❖ 表示
無線L

msh> 
拡張無

msh> 

補

❒ 無
な
き

❖ 設定
msh> 

パラ

mod
[ap|a
11a

。

使用説明書 システム設定編

Nの設定

の設定をするにはwiconfigコマンドを使用し

線LANボード（オプション）装着時に設定で
。

ANの設定を表示します。

wiconfig
線LANカードの情報を表示します。

wiconfig cardinfo

足

線 LAN インターフェースが有効になってい
い場合、拡張無線LANカードの情報は表示で
ません。

wiconfig パラメータ

メーター 設定される項目

e 
dhoc|802.

dhoc]

インフラストラクチャーモー
ド（ap）、802.11アドホック
モードまたはアドホックモー
ド（adhoc）の設定ができま
す。
デフォルトは802.11アドホッ
クモードです。

ssid 文字列 インフラストラクチャーモー
ド時のSSIDを設定できます。
SSIDで使用できる文字は半角
英数字と表示可能な半角記号
で32バイトまでです。大文字
と小文字も区別されます。空
白の場合には自動で近くのア
クセスポイントに接続します
アドホックモード時には、イ
ンフラストラクチャーモード
時と同じ値か、空白の場合
「ASSID」という値が自動的
に設定されます。

channel 
frequency

チャンネルを設定できます。
1-14の間で設定できます。
使用する機器間で同じチャン
ネルを使用してください。

enc [on|off] WEP機能の有効/無効を設定
できます。WEP機能を有効に
するには「on」無効にするに
は「off」を指定します。
有効にする場合は正しいWEP
キーを入力してください。

パラメーター 設定される項目
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key 

wico
[ope

rate
[aut
|2m|

パラ
使用説明書 システム設定編

スプール設定

スプール設定の使用環境を設定するには、spoolswコ
マンドを使用します。スプール設定は「lpr」、「ipp」プ
ロトコルに対応しています。

❖ 表示
スプール設定の設定値を表示します。

msh> spoolsw

❖ 設定
msh> spoolsw spool {on | off}

• スプール設定機能を有効にするには「on」を、無
効にするには「off」を指定します。

❖ ジョブの初期化
本機の電源がスプールされたジョブの印刷中に切
られた場合、プリンタの電源再投入時に、それまで
スプールしていたジョブを印刷しなおすかどうか
指定できます。

msh>spoolsw clearjob {on |off}

❖ プロトコルの設定
プロトコルごとに設定を変えるには次のコマンド
を使います。「lpr 」、「ipp 」プロトコルごとの指定
ができます。

• lpr

msh> spoolsw lpr {on | off}

• ipp

msh> spoolsw ipp {on | off}

文字列 64-bit WEPを使用する場合
は、16進数10桁の文字列が使
用できます。128-bit WEPを
使用する場合には、16進数26
桁の文字列が使用できます。
この機能を使用する場合、互
いに通信を行う端末すべてに
同じWEPキーを設定してくだ
さい。

nfig auth 
n|shared]

WEP使用時の認証モードを設
定できます。 指定値と認証
モードは次のとおりです。
open：オープンシステム認証
（デフォルト）
shared：シェアードキー認証

 
o|11m|5.5m
1m]

無線LANにおける通信速度を
設定できます。
ここで設定する通信速度は送
信時の速度ですので、受信時
はすべての速度を受信できま
す。設定値と通信速度は次の
とおりです。
auto:自動設定（デフォルト）
11m:11Mbps固定
5.5m:5.5Mbps固定
2m:2Mbps固定
1m:1Mbps固定

メーター 設定される項目
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プリンタ

プリンタ
使用しま

msh> hos

*1 インタ
インタ

*2 拡張1
*3 拡張無
す。

補足

❒ プリン
い。

❒ RNP

❒ LANイ
スは同

使用し

P.220
てくだ

ondary

ondary

ている
ドレス
い場合

のIPア
したIP

インター

ether

ip1394 

wlan *3 
使用説明書 システム設定

ー名の変更

ー名を変更するには、hostname コマンドを
す。

tname インターフェース プリンター名

ーフェースの指定は省略可能です。その場合、LAN
ーフェースへ自動的に設定されます。

394ボード（オプション）装着時に指定できます。

線LANボード（オプション）装着時に指定できま

ター名は、13バイト以下で設定してくださ

またはrnpではじまる名前は設定できません。

ンターフェースと無線LANインターフェー
じプリンター名になります。

WINS機能の設定

WINSサーバを指定するには、WINSコマンドを
ます。

補足

❒ WINSサーバ機能について詳しくは、⇒ 
「WINSサーバーを使用する場合」を参照し
さい。

❖ WINSサーバの設定値表示
WINSサーバのIPアドレスを表示します。

msh> wins
次の設定値が表示されます。

wins: primary server 192.168.10.1  sec
server server 192.168.10.2
wins server current config:
      primary server 192.168.10.1 sec
server 192.168.10.2
      hostname RNP621DC1 ScopeID

補足

❒ ネットワークブートにDHCPを使用し
場合、2行目に現在のWINSサーバのア
が表示されます。DHCPを使用していな
は、2行目は表示されません。

❒ DHCPから取得したIPアドレスとWINS
ドレスが異なった場合、DHCPから取得
アドレスが有効です。

フェース 設定されるインターフェース

LAN インターフェース *1 

*2 IEEE 1394 インターフェース

無線LANインターフェース
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❖ WIN
msh> 

• W
る

❖ WIN
WINS

msh> 

•「p
ス

•「s
レ

AutoNe

AutoNet機
す。

補足

❒ AutoN
能を使

msh> set

• AutoN
るには

は

に

角
字

ー
る
ド
す。
使用説明書 システム設定編

S機能を有効にする
set wins {on|off}

INS機能を有効するには「on」を、無効にす
ときは「off」を指定します。

Sサーバのアドレス設定
サーバのアドレスを設定できます。

wins {primary|secondary} アドレス

rimary」でプライマリWINSサーバのアドレ
を設定できます。

econdary」でセカンダリWINSサーバのアド
スを設定できます。

t機能の設定

能を使用するには、setコマンドを使用しま

et機能について詳しくは、P.219 「AutoNet機
用する」を参照してください。

 autonet {on|off}

et機能を有効にするには「on」を、無効にす
「off」を指定します。

パスワードの変更

リモートメンテナンスのパスワードを変更するに
passwdコマンドを使用します。

 重要
❒ パスワードは控えを取るなどして忘れないよう
してください。

補足

❒ 工場出荷時は「ricoh」に設定されています。

A passwdと入力します。

msh> passwd

B 現在のパスワードを入力します。

Old password:

C 新しいパスワードを入力します。

New password:

補足

❒ 入力できるのは半角英数字と表示可能な半
記号で3～8バイトの範囲です。大文字と小文
も区別されます。

❒ パスワードはWebブラウザによるネットワ
クインターフェースボード設定機能で使用す
パスワードと共通です。mshell上でパスワー
を変更すると、他のパスワードも変更されま
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D 新し

Retyp

SNTP

SNTP（
NTPサー

SNTPの
ます。

制限

❒ サポー
です。

❖ 表示
sntpの
msh> 

❖ NTP
NTPサ
msh> 

定しま

れたと
す。そ

差を設
使用説明書 システム設定

いパスワードをもう一度入力します。

e new password:

Simple Network Time Protocol）を使用して、
バと本機の時間とを合わせることができます。

設定を変更するには、sntpコマンドを使用し

トするNTPサーバはxnptd V3およびxnptd V4

設定値を表示します。
sntp

サーバのアドレス設定
ーバのIPアドレスを設定できます。
sntp server アドレス

❖ インターバルの設定
設定したNTPサーバと同期を取る間隔を指
す。
msh> sntp interval インターバル値

補足

❒ 工場出荷時の設定値は3600（秒）です。

❒ 設定できる値は16～16384（秒）です。

❒ 0を設定した場合には、本機の電源を入
きに一度だけNTPサーバと同期を取りま
のあとは同期を取りません。

❖ タイムゾーンの設定
NTPサーバから取得した時刻情報との時間
定できます。
msh> sntp timezone +/-時間

補足

❒ 時間の書式は24時間単位となります。

❒（例）時間差を+8時間に設定する

msh> sntp timezone +08：00
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ネット

プリンタ

プリン

プリンタ

次の方法

• UNIX う」

• mshe

❖ 状態表

ステータ

Calibrat

Call Ser

Cover O

Cover O

Cover O

Cover O

Cover O

Cover O

Cover O
使用説明書 システム設定編

ワーク経由で確認できる情報

ーの状態や情報を表示したときの各項目の詳細です。

ターの状態

ーのステータスです。

で確認できます。

：lpqコマンド、rsh、rcp、ftpのstatパラメータを使います。⇒使用説明書＜クライアント編＞「UNIXで使

ll：statusコマンドを使います。⇒ P.180 「プリンターの状態」「プリンターの状態」

示メッセージ

ス 意味

ing カラー調整、または現像ユニット交換後の初期調整
中です。

vice Center エンジン部、またはコントローラ部に異常が発生し
ました。

pen: Finisher Rear フィニッシャーの後ろカバーが開いています。

pen: Finisher Right フィニッシャーの右カバーが開いています。

pen: Finisher Upper フィニッシャーの上カバーが開いています。

pen: Front Cover 本体前カバーが開いています。

pen: Lower Right Cover 増設トレイユニットの右カバーが開いています。

pen: Mailbox 4ビンプリントポストのカバーが開いています。

pen: Right Cover 本体給紙トレイの右カバーが開いています。
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Cover O

Cover O

Empty: 

Empty: 

Empty: 

Empty: 

Energy 

Error: E

Error: D

Error: H

Error: IE

Error:IE

Error:IE

Error: N

Error: O

Error: P

Error: W

Error: W

Full: Fin

Full: Ma

Full: Ma

ステータ
使用説明書 システム設定編

pen: Left Cover 本体左カバーが開いています。

pen: Upper Right Cover 本体右上カバーが開いています。

Black Toner ブラックトナーがなくなりました。

Cyan Toner シアントナーがなくなりました。

Magenta Toner マゼンタトナーがなくなりました。

Yellow Toner イエロートナーがなくなりました。

Saver Mode 省エネモード状態です。

thernet イーサネットボードが異常です。

IMM 拡張エミュレーションモジュールに異常が発生しま
した。

DD ハードディスクエラーが発生しました。

EE1394 拡張1394ボードにエラーが発生しました。

EE802.11b Card IEEE802.11b カードが異常です。

EE802.11b Card or Board IEEE802.11b カードまたはボードが異常です。

VRAM メモリースイッチの内容が壊れています。

ptional RAM SDRAMモジュールにエラーが発生しました。

arallel I/F パラレルインターフェースで異常が発生しました。

aste Toner 1 廃トナーボトル1が正しくセットされていません。

aste Toner 2 廃トナーボトル2が正しくセットされていません。

isher Tray フィニッシャー排紙トレイが満杯です。

ilbox Tray 1 4ビンプリントポストの排紙トレイ1が満杯です。

ilbox Tray 2 4ビンプリントポストの排紙トレイ2が満杯です。

ス 意味
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Full: Ma

Full: Ma

Full: Ou

Full: Sta

Full: Wa

Loading

Low: Bl

Low: Cy

Low: Ma

Low: St

Low: Ye

Malfunc

Malfunc

Malfunc

Malfunc

Malfunc

Malfunc

Malfunc

Malfunc

Mismatc

ステータ
使用説明書 システム設定編

ilbox Tray 3 4ビンプリントポストの排紙トレイ3が満杯です。

ilbox Tray 4 4ビンプリントポストの排紙トレイ4が満杯です。

tput Trays すべての排紙トレイが満杯です。

ndard Tray 本体の排紙トレイが満杯です。

ste Toner 廃トナーボトル1、2が満杯になりました。

 Toner トナーを補給中です。

ack Toner ブラックトナーが残り少なくなりました。

an Toner シアントナーが残り少なくなりました。

genta Toner マゼンタトナーが残り少なくなりました。

aples 500枚フィニッシャーのステープルの針がなくなりま
した。

llow Toner イエロートナーが残り少なくなりました。

tion: Duplex Unit 両面ユニットに異常が発生しました。

tion: Mailbox 4ビンプリントポストに異常が発生しました。

tion: Output Shift シフトトレイのモーターに異常が発生しました。

tion: Tray 1 給紙トレイ1に異常が発生しました。

tion: Tray 2 給紙トレイ2に異常が発生しました。

tion: Tray 3 給紙トレイ3に異常が発生しました。

tion: Finisher 500枚フィニッシャーに異常が発生しました。

tion: Stapler 500枚フィニッシャー内に用紙が残っているか、ス
テープラーが故障しています。

h: Paper Size and Type 給紙トレイの用紙サイズまたは用紙種類が指定と
違っています。

ス 意味
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Mismatc

Mismatc

Nearly F

No Pap

Not Det

Not Det

Not Det

Not Det

Not Det

Not Det

Not Det

Not Det

Not Det

Not Det

Not Det

Paper in

Paper in

Paper M

Paper M

Paper M 。

Paper M

ステータ
使用説明書 システム設定編

h: Paper Size 給紙トレイの用紙サイズが指定と違っています。

h: Paper Type 給紙トレイの用紙種類が指定と違っています。

ull: Waste Toner 廃トナーボトル1、2がもうすぐ満杯です。

er 用紙がありません。

ected: Black Toner ブラックトナーが正しくセットされていません。

ected: Charger 帯電チャージャーが正しくセットされていません。

ected: Cyan Toner シアントナーが正しくセットされていません。

ected: Finisher フィニッシャーが正しくセットされていません。

ected: Fusing Unit 定着ユニットが正しくセットされていません。

ected: Magenta Toner マゼンタトナーが正しくセットされていません。

ected: PCU 感光体ユニットが正しくセットされていません。

ected: User Selected Tray 給紙トレイが正しくセットされていません。

ected: Waste Toner 1 廃トナーボトル1が正しくセットされていません。

ected: Waste Toner 2 廃トナーボトル2が正しくセットされていません。

ected: Yellow Toner イエロートナーが正しくセットされていません。

 Duplex Unit 両面印刷ユニットに用紙が残っています。

 Finisher 500枚フィニッシャーに用紙が残っています。

isfeed: Duplex Unit 両面印刷ユニットで紙づまりが発生しました。

isfeed: Finisher 500枚フィニッシャーで紙づまりが発生しました。

isfeed: Input Tray オプションの増設トレイで紙づまりが発生しました

isfeed: Internal 本体の給紙部で紙づまりが発生しました。

ス 意味
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補足

❒ エラー さ
い。印

Paper M

Paper M

Ready

Remove

Remove

Remove

Remove

Replace

Replace

Replace

Replace

Replace

Replace

Replace

Replace

Warmin

ステータ
使用説明書 システム設定編

の内容は、システム設定リストや印刷条件一覧に印刷される場合があります。あわせてご確認くだ
刷方法については、⇒ P.138 「テスト印刷メニュー」を参照してください。

isfeed: Mailbox 4ビンプリントポストで紙づまりが発生しました。

isfeed: Output Tray 本体排紙部で紙づまりが発生しました。

正常です。

 seal strip on: Black トナーカートリッジブラックのテープが引き抜かれ
ていません。

 seal strip on: Cyan トナーカートリッジシアンのテープが引き抜かれて
いません。

 seal strip on: Magenta トナーカートリッジマゼンタのテープが引き抜かれ
ていません。

 seal strip on: Yellow トナーカートリッジイエローのテープが引き抜かれ
ていません。

 Charger 帯電チャージャーの交換時期になりました。

 Develop. Unit: Black 現像ユニットブラックの交換時期になりました。

 Develop. Unit: Cyan 現像ユニットシアンの交換時期になりました。

 Develop. Unit: Magenta 現像ユニットマゼンタの交換時期になりました。

 Develop. Unit: Yellow 現像ユニットイエローの交換時期になりました。

 Fuser Oil Unit 定着オイルユニットの交換時期になりました。

 Fusing Unit 定着ユニットの交換時期になりました。

 PCU 感光体ユニットの交換時期になりました。

g Up 準備中、またはトナー補給中です。

ス 意味
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プリン

プリンタ の情報
です。

次の方法

• UNIX

• mshe

補足

❒ 現在選

❒ *1～*

項目名

プリンタ

ネットワ

Input Tr
　No.
　Name

　Page
　Statu

が表

Output 

　No. 
　Name
　Statu
使用説明書 システム設定

ター情報

ーの給紙トレイ、排紙トレイ、搭載しているエミュレーション、および登録しているプログラム

で確認できます。

：rsh、rcp、ftpのinfoパラメータを使います。⇒使用説明書＜クライアント編＞「UNIXで使う」

ll：infoコマンドを使います。⇒ P.180 「プリンターの状態」

択されている項目には「*」が付いて表示されます。

4の項目の詳しい内容については別表を参照してください。

意味

システム プリンターのバージョン

ークボード ネットワークボードのバージョン

ay

Size
s

　
給紙トレイ番号
給紙トレイ名*1

用紙サイズ*2（給紙トレイの紙サイズ設定で指定したサイズ
示されます）
給紙トレイの状態*3

Tray

s

　
排紙トレイ番号
排紙トレイ名*3
排紙トレイの状態*4
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❖ 別表

Emulati

　No.
　Name
　Versi

給紙

Tray

Tray

Tray

Byp

用紙

A3R

A4

A4R

A5

A5R

A6R

B4R

B5

B5R

項目名
使用説明書 システム設定

on

on

　
エミュレーション番号
エミュレーション名
エミュレーションのバージョン

トレイ名*1 意味（Name）

 1 標準トレイ

 2 オプショントレイ（１段目）

 3 オプショントレイ（２段目）

ass Tray 手差しトレイ（マルチ）

サイズ*2 意味（Page Size）

A3縦

A4横

A4縦

A5横

A5縦

A6縦

B4縦

B5横

B5縦

意味
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B6R

DLR

HLR

LGR

LT

LTR

FR1

NCS

PCR

**

給紙

Norm

NoIn

Pap

排紙

Norm

Pap

Ove

Erro

用紙
使用説明書 システム設定

B6縦

11×17縦

51/2×81/2縦

Legal（81/2×14）縦

Letter（11×81/2）横

Letter（81/2×11）縦

カスタムサイズ（mm単位設定）

トレイ未セット

はがき縦

用紙サイズ不明

トレイの状態*3 意味（Status）

al 通常状態

putTray トレイなし

erEnd 用紙なし

トレイの状態*5 意味（Status）

al 正常

erExist 用紙あり

rFlow 用紙が満杯

r その他エラー

サイズ*2 意味（Page Size）
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排紙

Stan

Mail

Finis
使用説明書 システム設定

トレイ名*4 意味（Name）

dard Tray 本体排紙トレイ

box Tray1～4 ４ビンプリントポスト 上トレイ１～４

her Shift Tray 500枚フィニッシャー排紙トレイ
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取得情

ネットワ

プリン

印刷待ち

次の方法

• UNIX UNIX
で使う

• mshe

項目名

Rank

Owner

Job

Files

Total Si
使用説明書 システム設定

報の内容

ークインターフェースボードから取得するできる情報の詳細です。

トジョブ情報

のジョブの情報です。

で確認できます。

：lpqコマンド、rsh、rcp、ftpのstatパラメーターを使います。⇒使用説明書＜クライアント編＞「
」

ll：statusコマンドを使います。⇒ P.180 「プリンターの状態」「プリンターの状態」

意味

印刷ジョブの状態
• Active
印刷中、または印刷処理待ち状態 

• Waiting
プリンターへのファイル転送待ち状態 

印刷要求元（ユーザー名、ワークステーション名、またはアドレス）

印刷要求番号

ファイル名

ze 印刷ジョブのデータサイズ（スプール時）常に「0 bytes」と表示。
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プリン

これまで

次の方法

• UNIX う」

• mshe

*1 IDを指

項目名

ID

User

Page

Result

題で

ー
ん。

Time

User ID

JobNam
使用説明書 システム設定

トログ情報

に印刷したジョブの記録です。過去16件分の記録が表示されます。

で確認できます。

：rsh、rcp、ftpのprnlogパラメーターを使います。⇒使用説明書＜クライアント編＞「UNIXで使

ll：prnlogコマンドを使います。⇒ P.180 「プリンターの状態」「プリンターの状態」

定してinfoコマンドを入力した場合、表示されます。

意味

印刷要求番号

印刷要求元（ユーザー名、ワークステーション名、またはアドレス）

印刷したページ数

通信結果
• OK
通信上、印刷要求は正常に終了しました。ただしプリンター側の問
印刷が正常に終了していない場合があります。

• NG
印刷が正常に終了しませんでした。 

• Canceled
rcp、rsh、lprコマンドの印刷要求が中止されました。印刷アプリケ
ションにより発生する場合があります。ftp、rprinterでは発生しませ

印刷要求受け付け時間

 *1 プリンタードライバーで設定されたUser ID

e *1 ファイル名
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ネット

ネットワ

次の方法

• mshe

項目名

Commo

　Mode

　Proto

　　App

　　TC

　　Ne

　　Ne

　　IP o

　　SC

　Ether

　Syslo

　　prio

　NVRA

　Devic

　Comm
使用説明書 システム設定

ワークインターフェースボードの情報

ークインターフェースボードに設定してある内容の情報です。

で確認できます。

ll：showコマンドを使います。⇒ P.181 「ネットワークインターフェースボードの情報」

意味

n  

 

col Up/Down プロトコルの有効(Up)、無効(Down)

leTalk  

P/IP  

tWare  

tBEUI  

ver 1394 *1  

SI print *1  

net interface 内部的なバージョン番号

g  

rity  

M version 内部的なバージョン番号

e name プリンタ名

ent コメント
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　Conta

　Locat

　Soft s

AppleTa

　Mode

　Net

　Objec

　Type

　Zone

TCP/IP

　Mode

　　ftp

　　lpr

　　rsh

　　teln

　　dip

　　we

　　ftpc

　　snm

　　ipp

　　win

項目名
使用説明書 システム設定

ct SNMP情報での設置場所

ion SNMP情報での管理者や連絡先

witch  

lk  

選択中のAppleTalkプロトコル

ネットワーク番号

t Macintosh上からのプリンター名

プリンターのタイプ名

所属しているゾーン名

 

コマンドの有効(Up)、無効(Down)

 

 

 

et  

rint  

b  

 

p  

 

s  

意味
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　Enca

　Netw

　Addre

　Netm

　Broad

　Gatew

　Acces

　Prima

　Seco

　Time 

　Time 

　Time 

　SYSL

　Home

　Home

　Help 

　SNMP

NetWar

　Enca

　RPRI

項目名
使用説明書 システム設定

pType フレームタイプ

ork boot ネットワークブート

ss IPアドレス

ask サブネットマスク

cast ブロードキャストアドレス

ay デフォルトゲートウェイアドレス

sRange [X *2 ]: アクセスコントロールレンジ

ry WINS プライマリWINSサーバアドレス

ndary WINS セカンダリWINSサーバアドレス

Server NTPサーバアドレス

Zone NTPサーバとの時間差

Server Polling time NTPサーバとのインターバル間隔

OG server  

 page URL ホームページのURL

 page link name ホームページのURL名

page URL ヘルプページのURL

 protocol SNMPで使用するプロトコル

e  

pType フレームタイプ

NTER number リモートプリンタ番号

意味
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　Print 

　File s

　Conte

　Swich

　　Mo

　　ND

　　Pac

　Print 

NetBEU

　Switc

　　Mo

　　Dir

　　No

　Work

　Comp

　Comm

　Share

IP over 

　Devic

　Addre

項目名
使用説明書 システム設定

server name プリントサーバ名

erver name 接続するファイルサーバ名

xt name プリントサーバのコンテキスト

 

de 動作モード

S/Bindery （この値は固定です）

ket negotiation  

job timeout パケットタイムアウト

I  

h  

de （この値は固定です）

ect print （この値は固定です）

tification 印刷完了通知

group name ワークグループ名

uter name コンピュータ名

ent コメント

 name[1] 共有名（プリンターの機種名です）

1394 *1  

e name プリンタ名

ss IPアドレス

意味
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*1 拡張1
*2 Xには
*3 拡張無

　Netm

　Broad

SCSI pr

　Bidi

IEEE 80

　SSID

　Chan

　Chan

　Comm

　Rate

　Auth

　WEP

　Encty

Shell m

項目名
使用説明書 システム設定

394 ボード（オプション）装着時に表示されます。

1～5の数字が入ります。

線LANボード装着時に表示されます。

ask サブネットマスク

cast ブロードキャストアドレス

int

双方向通信設定(on/off).

2.11b *3 

現在使用中のSSID

nel range 使用可能なチャンネル範囲

nel 現在使用中のチャンネル

unication mode 無線LANの通信モード

無線LANの通信速度

WEP使用時の認証モード設定の有効（valid）、無効（Invalid）

 encryption WEPの有効（On）、無効（Off）

ption key WEPキー

ode リモートメンテナンスツールのモード

意味
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メッセ

プリンタ 示され
るメッセ

システ

システム

• UNIX う」

• mshe

メッセー

Access 
denied.
server o
was inc

き
され
ード
。

add_se
defined

名と

add_se
defined

。

add_se
commu

レス 
指定

add_se
commu

レ
IPX
使用説明書 システム設定

ージ一覧

ーのシステムログ情報として記録されるメッセージと、ユーティリティやコマンドの使用時に表
ージの一覧です。

ムログ情報

ログ情報は次の方法で確認できます。

：rsh、rcp、ftpのsyslogパラメーターを使います。⇒使用説明書＜クライアント編＞「UNIXで使

ll：syslogコマンドを使います。⇒ P.181 「システムログ情報」「システムログ情報」

ジ 状態、対処方法

to NetWare server <ファイルサーバ名> 
 Either there is no account for this print 
n the NetWare server on the password 

orrect.

（プリントサーバ動作時）ファイルサーバにログインで
ません。<ファイルサーバ>上にプリントサーバが登録
ているか確認してください。プリントサーバにパスワ
を設定している場合はパスワードを削除してください

ss: community <コミュニティ名> already 
.

コミュニティ名が重複しています。他のコミュニティ
重複しない名前を設定して下さい。

ss: session <コミュニティ名> not 
.

認証不可のコミュニティ名で、設定要求を受けました

ss:bad trap addr:<IpAddress>, 
nity:<コミュニティ名>

コミュニティのアクセスタイプがTrapの場合、IPアド
0.0.0.0 は無効です。Trap送信先ホストのIPアドレスを
して下さい。

ss_ipx: bad trap addr: <IPXアドレス>, 
nity:<コミュニティ名>

コミュニティのアクセスタイプがTrapの場合、IPXアド
ス 00:00:00:00:00:00 は無効です。Trap送信先ホストの
アドレスを指定して下さい。
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add_se
already

名と

add_se
not defi

。

ANONY
<パスワ

anpd st した。

Attach F ま

Attach t チ

Cannot ョ
越え

Cannot 
<プリン

があ
ーの
登録
さい。

Change に、
IPア
して

child pro 再投
てく

メッセー
使用説明書 システム設定

ss_ipx: community <コミュニティ名> 
 defined.

コミュニティ名が重複しています。他のコミュニティ
重複しないコミュニティ名を設定して下さい。

ss_ipx: session_ipx <コミュニティ名> 
ned.

認証不可のコミュニティ名で、設定要求を受けました

MOUS FTP LOGIN FROM < IPアドレス>, 
ード>

ホスト< IPアドレス>よりパスワード<パスワード>で
anonymousログインされました。

art. (AppleTalk) anpd(AppleTalk Network Package Daemon)を起動しま

ileServer=<ファイルサーバ> ニアレストサーバとして<ファイルサーバにアタッチし
した。>

o print queue <プリントキュー名> （プリントサーバ動作時）<プリントキュー名>にアタッ
しました。

create service connection （リモートプリンタ起動時）ファイルサーバとコネクシ
ンを確立できません。ファイルサーバのユーザ制限を
ている場合があります。

find rprinter（<プリントサーバ名>/
タ番号>）（リモートプリンタ起動時）

<プリントサーバ名>上に<プリンタ番号>のプリンター
りません。プリントサーバに登録されているプリンタ
プリンタ番号を確認してください。プリントサーバに
されているプリンターのプリンタ番号を確認してくだ

 IP adress from DHCP Server. 本機がDHCPサーバからのIPアドレスのリース更新時
使用していたIPアドレスが変更されました。毎回同じ
ドレスが割り当てられるように、DHCPサーバを設定
ください。

cess exec error! （プロセス名） 本機がネットワーク関連の起動に失敗しました。電源
入しても回復しない場合は、サービス実施店に連絡し
ださい。

ジ 状態、対処方法



編
209

Connec
ス>）.

connect

Could n ま

Could n ま

Current bps）。

Current しま

Current

DHCP l び行
くな

DHCP s 上に
。

dhcpcd 。

Duplica
ス>）.

ま
。表
。

Establis
（RPSoc
ションI

立

exiting

メッセー
使用説明書 システム設定

ted DHCP Server（<DHCPサーバアドレ DHCPサーバからのIPアドレス取得に成功しました。

ion from <IPアドレス> ホスト<IPアドレス>よりログインされました。

ot attach to FileServer <エラー番号> （リモートプリンタ起動時）ファイルサーバに接続でき
せん。ファイルサーバの設定を確認してください。

ot attach to PServer <プリントサーバ名> （リモートプリンタ起動時）プリントサーバに接続でき
せん。プリントサーバの設定を確認してください。

 Interface Speed : < EhternetI/F速度> 現在のEthernet I/Fの速度です。（10Mbpsまたは100M

 IP address（<現在のIPアドレス>）. DHCPサーバから取得した<現在のIPアドレス>で動作
す。

 IPX address <IPXアドレス> IPXアドレスが<IPXアドレス>です。

ease time expired. DHCPリース切れになりました。DHCP Discoverを再
います。なお、使用していたIPアドレスが使用できな
ります。

erver not found. DHCPサーバが見つかりませんでした。ネットワーク
DHCPサーバが起動していることを確認してください

start. dhcpcd（DHCPクライアントサーバ）を起動しました

te IP=< IPアドレス>（from < MACアドレ 本機に設定されたIPアドレスが重複して使用されてい
す。IP アドレスはそれぞれ固有でなければなりません
示されたMACアドレスの機器をチェックしてください

hed SPX Connection with PServer，
ket=<ソケット番号>, connID=<コネク

D>）

（リモートプリンタ起動時）プリントサーバと接続を確
しました。

lpdのサービスを終了しました。

ジ 状態、対処方法
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Exit pse め、

Framety 名>

httpd st

IEEE 80

トラ

IEEE 80 モー
イン
ポイ

IEEE 80 ）：

IEEE 80
<MACア

セス
ス

AP 

IEEE 80  

inetd sta

<Interfa しま

メッセー
使用説明書 システム設定

rver （プリントサーバ動作時）必要な設定がされていないた
プリントサーバを終了しました。

pe=<フレームタイプ名> NetWareで使用するフレームタイプを<フレームタイプ
に設定しました。

art. httpdが起動しました。

2.11b <通信モード> mode IEEE 802.11bの通信モードです。
例）：IEEE 802.11b infrastructure mode　：インフラス
クチャーモード時
 IEEE 802.11b ad hoc mode  ：アドホックモード時

2.11b current channel <チャンネル番号> 現在動作中のチャンネルが表示されます。アドホック
ドの場合はユーザーが選択した番号が表示されます。
フラストラクチャーモードの場合は接続したアクセス
ントの使用チャンネルが表示されます。例）： IEEE 
802.11b current channel 11

2.11b MAC Address = <MACアドレス> IEEE 802.11b I/F のMAC アドレスが表示されます。例
IEEE 802.11b MAC Address = 00:00:74:XX:XX:XX

2.11b SSID <ssid> (AP MAC Address 
ドレス>)

インフラストラクチャーモードの場合に接続したアク
ポイントのSSIDおよびアクセスポイントのMACアドレ
が表示されます。例）： IEEE 802.11b SSID test-ssid (
MAC Address xx:xx:xx:xx:xx:xx)

2.11b Tx Rate <送信速度> IEEE 802.11b 送信速度(設定値)が表示されます。例）：
IEEE 802.11b Tx Rate 11Mbps

rt. inetdを開始します。

ce> started with IP: <IPアドレス> <Interface>に<IPアドレス>が設定されて、動作を開始
した。

ジ 状態、対処方法



211

<Interfa

IPP can

ipp disa

ipp ena

IPP job 

job canc

LeaseT
更新間隔

ー

Login to
（< IPX|

multid s

nbstart 

NBT Re 解

nbtd sta

NetBEU

nmsd st

メッセー
使用説明書 システム設定編

ce>: Subnet overlap. <Interface>に設定しようとしたサブネット範囲が、ほかの
インターフェースのサブネット範囲と重なっています。各
インターフェースのサブネット範囲が重ならないように設
定してください。

cel-job: permission denied. ジョブのキャンセル時にユーザ名による認証に失敗しまし
た。

ble. IPP機能は利用できません。

ble. IPP機能が利用可能です。

canceled. jobid=%d. エラーあるいはユーザ要求により、スプールされたジョブ
がキャンセルされる場合に表示されます。

eled. jobid=%d. エラーあるいはユーザ要求により、スプールされたジョブ
がキャンセルされる場合に表示されます。

ime=<リース時間>(sec), RenewTime=<
>(sec).

DHCPサーバから取得したIPアドレスのリース時間は<リ
ス時間>秒、更新時間は<更新間隔>秒で表示されます。

 fileserver <ファイルサーバ名>
IP>,< NDS|BINDERY>）

（プリントサーバ動作時）本機が<ファイルサーバ>にNDS
またはBINDERYモードでログインしました。使用してい
るトランスポートプロトコルも表示されます。

tart. マルチプロトコル用データ処理サービスを起動しました。

start. (NetBEUI) NetBEUIプロトコルスタック設定サーバが起動しました。

gistration Broadcast(< NetBIOS名>) < NetBIOS名>とIPアドレスのマッピング（NetBIOS名の
決）をローカルブロードキャストで行います。

rt. nbtd(NetBIOS over TCP/IP Daemon)を起動しました。（本
サービスはDHCPモード時のみ起動されます。）

I Computer Name=<コンピュータ名> NetBEUIのコンピュータ名を決定しました。

art. (NetBEUI) nmsd(NaMe Server Daemon)を起動しました。

ジ 状態、対処方法
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npriter s ト

nwstart た。

Open lo し

papd st 。

permiss よる
除

phy rele りま

Print qu
serviced

き
イル

Print se タ
ータ

print se くし

Printer < ー
ータ

pserver

メッセー
使用説明書 システム設定

tart. (NetWare) （リモートプリンタ動作時）NetWareサービスをリモー
プリンタモードで起動しました。

start. (NetWare) NetWareプロトコルスタック設定サーバが起動しまし

g file <ファイル名> （プリントサーバ動作時）監視ログファイルをオープン
ました。

art. (AppleTalk) papd(Printer Access Protocol Daemon)を起動しました

ion denied. ジョブのキャンセル時にユーザ名やホストアドレスに
チェックで権限なしと判定された場合（ROOT権限を
く）に表示されます。

ase file open failed. ネットワークボードに異常が発生している可能性があ
す。

eue <プリントキュー名> cannot be 
 by printer 0, <プリントサーバ名>

（プリントサーバ動作時）<プリントキュー名>を確認で
ません。プリントキューのボリュームが設定したファ
サーバ上に存在するか確認してください。

rver <プリントサーバ名> has no printer （プリントサーバ動作時）<プリントサーバ名>にプリン
が割り当てられていません。NetWareアドミニストレ
で割り当て後、プリンタを再起動してください。

ssion full 印刷要求が最大セッション数に達しています。しばら
てから再接続してください。

プリンタ名> has no queue （プリントサーバ動作時）<プリンタ名>にプリントキュ
が割り当てられていません。NetWareアドミニストレ
で割り当て後、プリンターを再起動してください。

 start. (NetWare) （プリントサーバ動作時）NetWareサービスをプリント
サーバモードで起動しました。

ジ 状態、対処方法
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Require
is duplic

ター
に
タ
て

Require
found

つか

restarte

sap ena
sapnam

名）
に

Set con

shutdow
rebootin

smbd st 。

Snmp o

Snmp o

Snmp o

snmpd 

started.

The prin
during a
the netw
server n

与え
録し

メッセー
使用説明書 システム設定

d computer name（<コンピュータ名>）
ate name

ネットワーク上に同じ（<コンピュータ名>）のプリン
名を検出しました。起動処理は、（<コンピュータ名>）
サフィックス（0、1・・・）を追加して（<コンピュー
名>）を決めます。重複しないコンピュータ名を設定し
ください。

d file server（<ファイルサーバ名>）not <ファイルサーバ名>で設定されたファイルサーバが見
りませんでした。

d. lpdのサービスを開始しました。

ble, saptype=< SAPタイプ>, 
e=<SAP名>

SAP機能が起動されました。SAP（SAPタイプ、SAP
パケットを発行し、NetWareサーバ上のSAPテーブル
サービスの存在を登録します。

text to <NDSコンテキスト名> <NDSコンテキスト名>を設定しました。

n signal received. network service 
g...

ネットワークのリブート処理を行います。

art. (NetBEUI) smbd(Sever Message Block Daemon)が起動しました

ver ip is ready. tcp/ip上での通信が可能です。

ver IP over 1394 is ready. IP over 1394上での通信が可能です。

ver ipx is ready. IPX上での通信が可能です。

start. Snmpdを開始しました。

ダイレクトプリントサービスを開始しました。

t server received error <エラー番号> 
ttempt to log in to the network. Access to 
ork was denied. Verify that the print 
ame and password are correct.

プリントサーバが登録されていないか、パスワードが
られています。プリントサーバをパスワードなしで登
てください。

ジ 状態、対処方法
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win2ksp I 

win2ksp

win2ksp

WINS n

WINS n
（エラー

WINS n

WINS s

WINS S
Name=

WINS w

write er

write er

メッセー
使用説明書 システム設定編

d protocol-DOWN (APPEXIT). IEEE 1394 SCSI printの設定がムコウになったので、SCS
printプロトコルによる印刷ができなくなりました。

d protocol-UP (APPENTRY). IEEE 1394 SCSI printの設定がユウコウになったので、
SCSI printプロトコルによる印刷が可能となりました。

d started. SCSI print(SBP-2)サービスを開始します。

ame refresh :Server No Response WINSサーバアドレスに誤りがないか確認して下さい。ま
たは、WINSサーバが正常に動作しているか確認して下さ
い。

ame registration/refresh error code
番号）

重複しないNetBIOS名を設定して下さい。または、WINS
サーバアドレスに誤りがないか確認して下さい。または、
WINサーバが正常に動作しているか確認して下さい。

ame registration:Server No Response 登録処理に対する応答がサーバからありません。WINS
サーバアドレスに誤りがないか確認して下さい。または、
WINSサーバが正常に動作しているか確認して下さい。

erver address0.0.0.0 WINSサーバアドレスの指定がされていません。WINSによ
る名前解決を行う場合はWINSサーバアドレスを設定して
下さい。

erver=<WINS サーバアドレス> NetBIOS 
<NetBIOS名>

<WINSサーバアドレス>への名前の登録が正常に終了しま
した。

rong scopeID 不正なスコープＩＤが使用されています。正常なスコープ
ＩＤを設定して下さい。

ror occurred.(diskfull) スプールファイル書き込み中にHDDの空き容量がなくなり
ました。印刷処理が進み、HDDの空き容量が増えるのをお
待ちください。

ror occurred.(fatal) スプールファイル書き込み中に致命的なエラーが発生しま
した。電源再投入後復帰しなければサービ実施店に連絡し
てください。

ジ 状態、対処方法
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使用説明書 システム設定編

の注意

ットを使用する場合は、次の事項に注意して
。設定が必要な場合は、正しく設定してから
ださい。

ワークに ISDN回線を接続してい

のネットワークユーティリティには周期的
通信を行うものがあり、設定したアドレスの
てはISDN 回線が接続されたままの状態にな
な通信料がかかることがあります。 装置の
ークアドレスを設定するとき、及びネット
ーティリティの通信先のアドレスを指定す
、回線の接続が発生しない値に設定してくだ

側のネットワーク上に NetWare のファイル
が存在している場合、プリンターから送出さ
ットにより ISDN回線が接続されたままの状
、多大な通信料がかかることがあります。こ
areの仕様によるものなので、この問題を回
は次に示すネットワーク管理上での対応が
。ネットワーク管理上対応できない場合は、
ーの設定で対応してください。

ネットワーク管理上の対応方法

ISDNルータでプリンターのパケットをフィルタリン
し、プリンターのパケットがISDN回線に流れないよ
に設定してください。

補足

❒ フィルタリングするプリンターのMACアドレ
（物理アドレス）は、プリンターから印刷するシ
テム設定リストの「イーサネットアドレス」に記
されています。システム設定リストについては、
P.138 「テスト印刷メニュー」を参照してくだ
い。

❒ ルータの設定を変更できない場合は、次に示す
リンターの設定による方法で対応してください

プリンターの設定による対応方法
（NetWareを使用する場合）

A 本書のセットアップ方法に従い、必ずファイ
サーバーを指定します。

補足

❒ Ridoc IO Adminでは、イーサネットボード設
ツールのプロパティシートを開き、［NetWa
タブの［ファイルサーバ名］ボックスにファ
ルサーバー名を入力します。
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B NetW
を固

参

使
い
照

プリンタ
（NetWa

A イー
トワ
ルの

参

プ
た
る

合

cript 3
照し、
を使用

設定を
イバー
上で設
く印刷

OSに

パティ
ド］の
使用説明書 システム設定

areの使用環境に合わせてフレームタイプ
定します。

照

用するフレームタイプを選択する方法につ
ては、P.76 「プロトコルの準備をする」を参
してください。

ーの設定による対応方法
reを使用しない場合）

サネットボードは印刷していない間もネッ
ーク上にパケットを発行します。プロトコ
選択でNetWareを無効にします。

照

ロトコルを無効にする方法については、かん
んセットアップ「操作パネルを使って設定す
」を参照してください。

Windowsから PostScript印刷する場

WindowsからPostScript印刷するときは、PostS
モジュールに付属のPostScript 3使用説明書を参
プリンタードライバーでイーサネットボード
する設定にしてください。

NetWare環境で印刷する場合

フォームフィードの設定

NetWare上で用紙送り（フォームフィード）の
しないでください。Windowsのプリンタードラ
で改ページの制御を行っているため、NetWare
定する必要はありません。設定していると正し
できない場合があります。

用紙送りしないようにするには、使用している
応じて以下のように設定します。

• Windows 95/98/Meの場合はプリンターのプロ
の［プリンタ設定］タブで、［フォームフィー
チェックを外します。
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バナーペ

NetWare

バナーペ
るOSに応

• Wind
の［プ
クを外

プリンタ

リモート
をリセッ
んプリン
されます
ジョブは
廃棄され
NetWare

プリンタ
て、リセ
サーバー
なったこ
待って印
使用説明書 システム設定

ージの設定

上でバナーページの設定をしないでください。

ージを付けないようにするには、使用してい
じて以下のように設定します。

ows 95/98/Meの場合はプリンターのプロパティ
リンタ設定］タブで、［バナーの使用］のチェッ
します。

ーのリセット後に印刷するとき

プリンターとして使用しているプリンター
トすると、プリンターは30～40秒後にいった
トサーバーから切断され、そのあと再び接続
。リセット後、切断されるまでの間も印刷
受け付けられますが、このジョブは実際には
て印刷されないことがあります。これは
の仕様によるものです。

ーをリモートプリンターとして使用してい
ットした直後に印刷するときは、プリント
上でプリンターのステータスが未接続に
とを確認するか、リセットしてから2分程度
刷してください。
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DHC

プリンタ
WINSサ
ンター名
す。

制限

❒ IEEE
ませ
Web
さい。

補足

❒ 動作対
日本語
Solar

❒ プリン
システ
定リス
参照し

❒ WINS
定項目
さい。

❒ WINS
使用で

じIPア
ーに割
約して

べての
プリン
情報で

環境で
、プリ
DN 回
があり
使用説明書 システム設定

Pを使用する場合

ーを DHCP環境で使用することができます。
ーバーが稼働している環境では、同時にプリ
を WINS サーバーに登録することができま

 1394（IP over 1394）はDHCPに対応してい
ん。プリンターの操作パネル、telnetまたは
ブラウザから固定IPアドレスを設定してくだ

象のDHCPサーバーは、Windows 2000 Server
版、Windows NT 4.0日本語版、NetWare 5/5.1J、

is 7/8、RedHat Linuxです。

ターが DHCPから取得した IPアドレスは、
ム設定リストで確認できます。システム設
トの印刷方法は、かんたんセットアップを
てください。

サーバーを使用する場合は、プリンターの設
でWINSサーバーを［有効］に設定してくだ

サーバーを使用することで、常に同じ名称が
きます。

❒ WINSサーバーを使用しない場合は、毎回同
ドレスが割り当てられるように、プリンタ
り当てる IPアドレスをDHCPサーバーで予
ください。

❒ 複数のDHCPサーバが存在する場合は、す
DHCP サーバに同じ予約をしてください。
ターは最初に応答したDHCPサーバからの
動作します。

❒ ネットワークに ISDN回線を接続している
DHCPリレーエージェントを使用した場合
ンターからパケットが送出されるたびに IS
線が接続され、多大な通信料がかかること
ます。
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AutoNe

DHCPサ
た場合、プ
るネット
自動選択

補足

❒ Auto
DHC
ると、
レスを
が再起
ます。

❒ AutoN
のプリ

❒ AutoN
きませ
使用説明書 システム設定

t機能を使用する

ーバーからIPアドレスが割り当てられなかっ
リンターが臨時に169.254.xxx.xxxではじま
ワーク上で使用されていないIPアドレスを
して使用することができます。

Net機能で自動選択された IPアドレスは、
Pサーバーが IPアドレスの割り当てを再開す

DHCPサーバーから割り当てられた IPアド
優先的に使用します。このとき、プリンター
動するため、一時的に印刷ができなくなり

etモードで動作中の場合、WINSサーバーへ
ンター名の登録は行われません。

et 機能で起動している機器以外とは通信で
ん。
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WINS

プリンタ
WINS（W
に登録す
ター名を
Ridoc IO
を使用し

ここでは
ようにす

補足

❒ サポー
Serve
Serve

❒ WINS
プを参

❒ WINS
トによ

❒ 登録で
ト以内

ター

が表示

れま
使用説明書 システム設定

サーバーを使用する場合

ーの起動時に、プリンターのプリンター名を
indows Internet N69ame Sarvice）サーバー
ることができます。WINS サーバーにプリン
登録すると、DHCP環境で使用している場合、
 Naviのポート名にプリンターのプリンター名
て印刷できます。

、プリンターがWINSサーバーを使用できる
る設定について説明します。

トするWINSサーバーは、Windows NT 4.0
r Service Pack 4以降またはWindows 2000
rのWINSマネージャーです。

サーバーの設定については、Windowsのヘル
照してください。

サーバーが応答しない場合、ブロードキャス
るプリンター名の登録が行われます。

きるプリンター名は、半角英数字で13バイ
です。

Webブラウザを使用する方法

A Webブラウザを起動します。

B アドレスに「http://（設定を変更するプリン
のIPアドレス）」と入力します。

Webブラウザに選択したプリンターの状態
されます。

C［設定］をクリックします。

パスワードを入力するダイアログが表示さ
す。
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D パス

工場出
欄に、

E［TCP

し、
ダリ
のIP
使用説明書 システム設定

ワードを入力し、［OK］をクリックします。

荷時の設定のままの場合、ユーザー名は空
パスワードには「ricoh」と入力します。

/IP］をクリックします。

F［WINS］が「有効」になっていることを確認
［プライマリ WINS サーバー］と［セカン
WINSサーバー］にそれぞれWINSサーバー
アドレスを入力します。

G［更新］をクリックします。

設定が送信されます。

H Webブラウザを終了します。
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mshell

A telne

B  以下
定に

set w

C 以下の
バーと
を入力

wins 

wins 

補

❒ 現
使

参

m
メ

D telne
使用説明書 システム設定

を使用する方法

tを使用し、プリンターに接続します。

のコマンドを使用し、WINSを使用する設
します。

ins on

コマンドを使用し、プライマリWINSサー
セカンダリWINSサーバーの IPアドレス
します。

primary IPaddress

secondary IPaddress

足

在の設定を確認するには、winsとコマンドを
用します。

照

shellの詳細は、P.176 「telnetによるリモート
ンテナンス（mshell）」を参照してください。

tを終了します。
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スプー
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スプール
定メニュ
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❒ スプー
にプリ
中にプ
プール

制限

❒ スプー 、
パネル

❒「LPD

❒ 一度に

補足

❒ スプー

❒ スプー

❒ プリン

❖ スプ
Webブ

• W
［一 。

• te
「s
使用説明書 システム設定編

ル印刷について

印刷とは、パソコンから転送されるプリントジョブを一時的に本機に蓄積し、転送が終わってから印刷
です。プリンターの性能を最大限に利用するので、印刷時間が短縮されます。

印刷の設定は、操作パネルの「システム設定メニュー」から行います。詳しくは、P.152 「システム設
ー」を参照してください。

ル印刷中は、ハードディスクへのアクセスが行われ，データインランプが点滅します。スプール印刷中
ンターやパソコンの電源を切ると、ハードディスクが破損するおそれがあります。また、スプール印刷
リンターやパソコンの電源を切るとスプールジョブがプリンター内に残り、繰り返し印刷されます。ス
印刷中はプリンターやパソコンの電源を切らないでください。

ル印刷するには、オプションの拡張HDDを装着する必要があります。拡張HDDが装着されていないと
の「システム設定メニュー」にスプール印刷は表示されません。

」「IPP」以外のプロトコルで受信したデータは、スプール印刷できません。

最高50ジョブ（約500MB）までスプールできます。

ル印刷をすると、１ページ目の印刷開始は遅くなります。

ル印刷をすると、大容量のデータの時、パソコンが早く印刷処理から開放されます。

ターに蓄積されたスプールジョブはWebブラウザから閲覧・削除することができます。

ール印刷を設定する
ラウザとtelnetで設定できます。

ebブラウザの場合
般］の［スプール印刷］を［有効］にします。詳しくは、P.113 「Webブラウザを使う」を参照してください

lnetの場合
poolsw spool on」で設定します。詳しくは、P.187 「スプール設定」を参照してください。
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❖ Web
A W
ト

B［管

C 削 ンをク
リ

❒

使用説明書 システム設定

ブラウザからスプールジョブを閲覧・削除する
ebブラウザを起動し、URLとしてプリンターのIPアドレスを指定します。
ップページが表示されます。

理情報］をクリックすると、スプールジョブが表示されます。

除するには削除したいファイル名の［削除］にチェックをしてパスワードを入力し、［削除］ボタ
ックします。

補足

工場出荷時の設定パスワードは「ricoh」です。

参照

詳しくは、同梱のCD-ROMに収納されているヘルプファイルを参照してください。
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 IO Naviで IPPを使用する場合

 NaviでIPPを使用する場合は、以下の点に注
用してください。

ワークプリンターが受け付けるRidoc IO Navi
印刷ジョブは、1件のみです。ネットワークプ
ーが印刷中のとき、他のユーザーがRidoc IO
使用して続けて接続しようとしても、先に
いる印刷が完了するまでは接続できません。
合、後から接続しようとしたユーザーのRidoc

viは、リトライ設定時間経過ごとに接続を試み

 IO Naviがネットワークプリンターに接続で
タイムアウトになると、印刷ジョブが一時
れます。この場合、プリンターウィンドウで
止を解除する必要があります。このとき、
ワークプリンターに接続し直されます。印
ブは、プリンターウィンドウで取り消すこ
きますが、ネットワークプリンターが印刷
してから印刷ジョブを取り消すと、この次
ンターに接続したユーザーの印刷ジョブが
印刷できなくなる場合があります。

 IO Naviからの印刷ジョブが途切れて印刷で
なってネットワークプリンターにより印刷
が取り消された場合は、印刷の操作をもう
り直す必要 があります。

• 他のコンピュータから出された印刷ジョブ
ロトコルにかかわらず、プリンターのアイ
ダブルクリックして開くウィンドウに表示
せん。

• 複数のユーザーがRidoc IO Naviを使用して
ようとした場合、ネットワークプリンター
しようとした順に印刷が始まらない場合が
す。

• IPPの印刷ポート名に IPアドレスは使用で
ん。Ridoc IO Naviがポート名としてIPアド
使用するため、ポートの競合が発生します。
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メモリ

*1 ほとん
場合が

*2 すべて
*3 384M

解

600×

1800×
使用説明書 システム設定編

ー容量と用紙サイズ

どのデータで印刷可能ですが、データの種類によっては印刷できない場合や、両面連続印刷時の印刷速度が低下する
あります。

のデータで印刷可能です。

Bで印刷する場合は、標準搭載の64MBのメモリーを128MBのメモリーに交換する必要があります。

像度
用紙
サイズ

片面 両面

印刷可能 *1 印刷保証 *2 印刷可能 *1 印刷保証 *2 

600dpi

A3

標準64MB

128MB
（64MB増設）

標準64MB

192MB
（128MB増設）B4

A4

標準64MB
128MB

（64MB増設）

B5

A5

B6

A6

600dpi

A3

標準64MB

192MB
（128MB増設）

128MB
（64MB増設）

384MB
（128+256MB） *3 

B4 320MB

（256MB増設）A4
128MB

（64MB増設）

標準64MB

B5
192MB

（128MB増設）

A5

標準64MB
128MB

（64MB増設）
B6

A6
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 重要
❒ はがき

❒ 手差し 片面の
みに印

参照

メモリ してく
ださい
使用説明書 システム設定

サイズの両面印刷はできません。

トレイ（マルチ）から印刷する場合は、メモリー容量にかかわらず両面印刷の指示は解除され、
刷されます。

ーの増設方法については、使用説明書＜オプション設置編＞「オプションを取り付ける」を参照
。
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関連商

外部オ

❖ 500枚
500枚
けた場 て
最大1

❖ 500枚
500枚
（500

❖ 4ビン
500枚
可能に 0
枚の排

❖ 両面
自動両

❖ 手差
100枚 ）
（250

❖ 分岐
500枚 ッ
トです

❖ 専用
本機を
使用説明書 システム設定編

品一覧

プション

増設トレイユニット タイプ6000（商品コード：307845）
の用紙をセットできるオプションの増設トレイです。最大で2段取り付けることができます。2段取り付
合、給紙トレイ（標準）（250枚）、手差しトレイ（IPSiO Color 6500に標準装備）（100枚）とあわせ

,350枚の用紙を同時にセットしておくことができます。

フィニッシャー　タイプ6000（商品コード：307846）
の用紙を排紙できるオプションです。シフト機能、ステープル機能があります。標準の本体排紙トレイ
枚）とあわせて最大1,000枚の排紙が可能になります。

プリントポスト タイプ6000（商品コード：307847）
（125枚×4ビン）の用紙を排紙できるオプションです。個人あるいは部単位で排紙先を指定することが
なり、印刷ジョブの混在を防ぐことができます。 標準の本体排紙トレイ（500枚）とあわせて最大1,00
紙が可能になります。

印刷ユニット タイプ6000（商品コード：307848）
面印刷が可能になります。

しトレイ タイプ6000（商品コード：307849）
の用紙をセットできるトレイです（IPSiO Color 6500に標準装備）。装着した場合、給紙トレイ（標準
枚）とあわせて350枚の用紙を同時にセットしておくことができます。

ユニット タイプ6000（商品コード：307850）
フィニッシャー、4ビンプリントポスト、両面印刷ユニットを取り付ける前に、必ず取り付けるユニ
。

テーブル タイプC（商品コード：307851）
床に置いて使用する場合に取り付けます。取り付けに関しては販売店にご相談ください。
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SDRAM

本機には イ
ズの用紙 く
ださい。

❖ SDR
標準6

❖ SDR
標準6
256M

❖ SDR
標準6
128M

拡張エ

❖ PS3
本機を も
Maci

❖ RPG
 RP-G し
て印刷
使用説明書 システム設定

モジュール

標準で64MBのメモリーが装備されています。SDRAMモジュールを増設することによって、大きなサ
に高解像度で印刷できるようになります。詳細は、P.226 「メモリー容量と用紙サイズ」を参照して

AMモジュールⅢ64MB（商品コード：307866）
4MBと組み合わせると、128MBのメモリー容量になります。

AMモジュールⅢ128MB（商品コード：307867）
4MBと組み合わせると、192MBのメモリー容量になります。
Bと組み合わせることで、最大384MBのメモリー容量が可能になります。

AMモジュールⅢ256MB（商品コード：307868）
4MBと組み合わせると、320MBのメモリー容量になります。
Bと組み合わせることで、最大384MBのメモリー容量が可能になります。

ミュレーションモジュール

モジュール タイプC（商品コード：307812）
日本語ポストスクリプトレベル 3プリンターとして使用できるようにします。Windows環境以外に

ntosh、UNIXから印刷できるようにします。

L/2モジュール タイプC（商品コード：307813）
LはHP-GLをエミュレートして印刷を行なうモード、RP-GL/2は、HP-GL/2、HPRTLをエミュレート
を行なうモードです。
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❖ マル
「PS3 ュール
です。

❖ エミ
合計5 ます。

補

❒ エ 使用す
る

拡張ボ

❖ アカ
統計情 タを蓄
積する

❖ 拡張
IEEE 用でき
ます。

❖ 拡張
IEEE ができ
ます。
認証番
*1 （財
使用説明書 システム設定

チモジュール タイプC（商品コード：307814）
モジュール タイプC」と「RPGL/2モジュール タイプC」を合わせたマルチエミュレーションモジ

ュレーションモジュール タイプC（商品コード：307855）
種類のエミュレーション（「RPDL」、「R16」、「R98」、「R55」、「RTIFF」）を使用することができ

足

ミュレーションモジュール タイプCを取り付けている場合、オプショングラフィックスモードを
ためにRP-GL/2モジュール タイプCを購入する必要はありません。

ード

ウント拡張モジュールタイプC（商品コード：307816）
報として、ユーザーコード、印刷枚数合計、カラー印刷枚数合計、白黒印刷枚数合計などのデー
モジュールです。

1394ボード タイプC（商品コード：317271）
 1394インターフェースを拡張するボードです。Windows Me、Windows 2000、Windows XPで使

無線LANボード タイプA（商品コード：509217）
 802.11bインターフェース搭載のパソコンあるいはアクセスポイントと接続して、印刷すること

号 *1  ：D99-1179JP
）電気通信端末機器審査協会による認証番号です。
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拡張 H

❖ 拡張
フォン

インタ

❖ LPイ
NEC

❖ LPイ
IBM P

❖ LBイ
IBM P
使用説明書 システム設定

DD

HDD タイプD（商品コード：307863）
トやフォームの登録、ソート出力、試し印刷、機密印刷などの応用的な機能を利用できます。

ーフェースケーブル

ンターフェースケーブル　タイプ1B（商品コード：307273）
 PC-9800シリーズ 　双方向通信対応　 2.5m

ンターフェースケーブル　タイプ4B（商品コード：307274）
S/Vシリーズ、各社DOS/V機 、PC98-NXシリーズ 　双方向通信対応　 2.5m

ンターフェースケーブル　タイプ4S（商品コード：307470）
S/Vシリーズ、各社DOS/V機、PC-98NXシリーズ 　双方向通信対応 　1.5m
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仕様

本体

項目

現像方式

レーザ規

ファース

連続プリ
使用説明書 システム設定編

内容

レーザービーム走査＋乾式1成分電子写真方式

格 *1 クラス1

トプリント ❖ IPSiO Color 6500
7.5秒以下（モノクロ：A4K印刷時）
18秒以下（カラー：A4K印刷時）

❖ IPSiO Color 6000
7.5秒以下（モノクロ：A4K印刷時）
21秒以下（カラー：A4K印刷時）

ント速度 ❖ IPSiO Color 6500
• モノクロ：A4K印刷時

36ページ/分（600×600 dpi）
36ページ/分（1,800×600 dpi）

• カラー：A4K印刷時
10ページ/分（600×600 dpi）
10ページ/分（1,800×600 dpi）

❖ IPSiO Color 6000
• モノクロ：A4K印刷時

32ページ/分（600×600 dpi）
32ページ/分（1,800×600 dpi）

• カラー：A4K印刷時
8ページ/分（600×600 dpi）
8ページ/分（1,800×600 dpi）
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解像度

用紙サイ

、
～

用紙種類 0）

給紙量

最大給紙

項目
使用説明書 システム設定

1,800×600dpi（モノクロ/カラー）
600×600dpi（モノクロ/カラー）

ズ • 給紙トレイ（標準）
A3L、B4L、A4K、A4L、B5K、B5L、A5K、A5L、B6L、A6L、
11×17L、Legal（81/2×14）L、Letter（81/2×11）K、Letter（81/2×11）L

Half Letter(51/2×81/2)K、Half Letter(51/2×81/2)L、不定形サイズ（長さ148
432mm、幅100～297mm）

• 手差しトレイ（IPSiO Color 6500に標準装備）
定型サイズ：A3L、B4L、A4K、A4L、B5K、B5L、A5K、A5L、
B6L、A6L、11×17L、Legal（81/2×14）L、Letter（81/2×11）K、Letter
（81/2×11）L、Half LetterL
不定形サイズ（フリー）：縦148～457mm、横90～305mm

普通紙（リコピー PPC用紙 タイプ6000<58W>、<70W>、<90W>、タイプ620
再生紙（マイリサイクルペーパー 100、100W、タイプFC）
カラー紙（リコピー PPC用紙 タイプCP、CB、CY、CG）
第二原図用紙（リコピー PPC用紙 タイプTA）
OHPフィルム（リコー OHPフィルム TYPE PPC-FC）
ハクリ紙（リコー PPC用紙 タイプSA）
官製はがき 

• 給紙トレイ（標準）
普通紙、再生紙、カラー紙：250枚
OHPフィルム：20枚
官製はがき：50枚

• 手差しトレイ（IPSiO Color 6500に標準装備）
普通紙、再生紙、カラー紙：100枚
OHPフィルム：50枚
官製はがき：30枚

量 1,350枚（IPSiO Color 6500で500枚増設トレイユニット2段装着時）

内容
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排紙量

最大排紙

排紙方法

電源

消費電力

ウォーミ

形式

外形寸法

質量

騒音

CPU

項目
使用説明書 システム設定

本体排紙トレイ：500枚
500枚フィニッシャー：500枚
４ビンプリントポスト：500枚（125枚×４ビン）
（リコピー PPC用紙 タイプ6200使用時）

量 1000枚（500枚フィニッシャー、または4ビンプリントポスト装着時
（リコピー PPC用紙 タイプ6200使用時）

裏面排紙

100V  12A（フルシステム時）  50/60Hz

最大消費電力：1200W

ングアップ時間 99秒以下

デスクトップタイプ

（幅×奥×高） ❖ IPSiO Color 6500
636×670×470mm

❖ IPSiO Color 6000
540×670×470mm

59Kg以下（給紙トレイ、消耗品を含む）

本体動作時
67dB以下
待機時
40dB以下

RM5261 250MHz

内容



編
235

*1 本製品
*2 USB 2

電波障害

他のエレ くにテ
レビやラ

• テレビ

• テレビ

• コンセ

メモリー

インター

ページ記

エミュレ
（オプシ

、

搭載フォ

、

項目
使用説明書 システム設定

は、JIS C 6802（IEC 60825-1）「レーザ製品の安全基準」に基づき、“クラス１レーザ製品”に該当します。

.0に対応したパソコンと、USB 2.0に対応したケーブルが必要です。

について

クトロニクス機器に隣接して設置した場合、お互いに悪影響を及ぼすことがあります。特に、近
ジオなどがある場合、雑音が入ることがあります。その場合は、次のようにしてください。

やラジオなどからできるだけ離す。

やラジオなどのアンテナの向きを変える。

ントを別にする。

標準:64MB

最大:384MB

フェース IEEE 1284準拠 双方向パラレル
100BASE/10BASE イーサネット
USB 2.0（480Mbps  *2  /12Mbps）
IEEE 1394（オプション）
IEEE 802.11b（オプション）

述言語 RPCS
PS3（Adobe PostScript3）（オプション）

ーション
ョン）

RPDL、RP-GL（HP-GL）、RP-GL/2（HP-GL/2、HPRTL）、R16、R98、R55
RTIFF

ント アウトラインフォント
明朝L、明朝Lプロポーショナル、ゴシックB、ゴシックBプロポーショナル、
Courier10、Preatige Elite12、Letter Gothic15、BoldFace PS、Courier ４書体
Arial ４書体、TimesNewRoman ４書体、Wingdings、Century

内容
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家電・汎

※無線LA

本無線製 が
近くで運 す。

ご使用の

拡張 1

この装置
この装置
接して使
ださい。

 高調波

対応OS

インター

ポート

転送速度

同一バス

同一バス

ケーブル

電源供給

電源リピ
使用説明書 システム設定編

用品高調波抑制対策ガイドラインに準拠

Nご使用の場合

品は2.4GHz帯を使用しております。電子レンジ等同じ周波数帯域を使用する産業、科学、医療用機器
用されていないことをご確認ください。万一干渉した場合、通信状態が不安定になる可能性がありま

際は周囲に干渉の起こる機器が存在しないことをご確認ください。

394ボード（オプション）の仕様

は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置です。
は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近
用されると、受信障害を引き起こすことがあります。使用説明書に従って正しい取り扱いをしてく

ガイドライン適合品

SCSIプリント使用時 Windows 2000、Windows XP

IP over 1394使用時 Windows Me、Windows 2000、Windows XP

フェース IEEE Std 1394-1995準拠、IEEE Std 1394a-2000準拠

IEEE 1394ポート（6ピン×2）

最大400メガビット/秒

内の接続可能な機器の数 最大63

内のケーブルポップ数 最大16

の長さ 最大4.5m（1ポップあたり）

電源供給なし

ート機能 あり（IEEE Std 1394a-2000準拠）



編
237

拡張無

*1 伝送距

拡張無線

インター

伝送方式

データ転

周波数範 で

伝送距離
使用説明書 システム設定

線 LANボード（オプション）の仕様

離は周囲の条件により誤差が出ることがあります。

LANボード（オプション）は、付属の無線LANカード以外での動作は保証しません。

フェース IEEE 802.11ｂ準拠、Wi-Fi準拠

直接拡散型スペクトラム拡散(DS-SS)方式単信
（半二重）

送速度 1Mbps、2Mbps、5.5Mbps、11Mbps

囲 2400～2497MHｚ（この帯域を1～14のチャンネル
分割して使用する）

 *1 1Mbpsのとき 400ｍ

2Mbpsのとき 270ｍ

5.5Mbpsのとき 200ｍ

11Mbpsのとき 140ｍ
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拡張 U

*1 Windo サポー
ト速度

拡張USB ます。

• インタ

専用テ

対応OS P、

通信方式

通信速度  

接続方式

項目

外形寸法

質量
使用説明書 システム設定

SB2.0ボード（オプション）の仕様

ws 98SE/Meの場合、「Microsoft USBプリンタポート」をインストールしてください。Windows 98SE/Me での
はUSB1.1相当です。Macintoshでは本体標準のUSBポートのみ対応しています。

2.0ボード（オプション）の動作について、インターネットのリコーホームページでご案内し てい

ーネット/リコーホームページ： http://www.ricoh.co.jp/

ーブル タイプ C

 *1 Windows 98SE/Me、Windows 2000、Windows X
MacOS 9.x、MacOS X

USB1.1およびUSB2.0規格に対応

High Speed 480Mbps、Full Speed 12Mbps、Low
Speed 1.5Mbps

USB1.1およびUSB2.0規格に対応したデバイス

内容

（幅×奥×高さ） 644×793×202mm

14kg以下
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500枚

500枚

項目

収容でき 、
alf 

給紙量

外形寸法

質量

最大消費

項目

収容でき

収容可能

ステープ

外形寸法

質量

最大消費
使用説明書 システム設定

増設トレイユニット タイプ 6000

フィニッシャー タイプ 6000

内容

る用紙のサイズ A3L、B4L、A4K、A4L、B5K、B5L、A5K、A5L、11×17L
Legal（81/2×14）L、Letter（81/2×11）K、Letter（81/2×11）L、H
Letter(51/2×81/2)K

500枚（80g/㎡紙使用時）

（幅×奥×高さ） 540×600×120mm

15kg以下

電力 50W以下

内容

るサイズ • 500枚収容
A4KL、B5KL、A5KL、LetterKL、Half LetterL

• 250枚収容
A3L、B4L、11×17L、LegalL

枚数 500枚（80g/㎡紙使用時）

ル可能枚数 30枚

（幅×奥×高さ） 360×506×328mm

8.5kg以下

電力 40W以下
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４ビン

両面印

項目

収容でき

収容可能

外形寸法

質量

平均消費

項目

両面印刷

外形寸法

質量
使用説明書 システム設定

プリントポスト タイプ 6000

刷ユニット タイプ 6000

内容

る用紙サイズ A3L、B4L、A4KL、B5KL、A5KL、11×17L、LegalL、
LetterKL、Half LetterL

枚数 500枚（１排紙ビン当たり125枚、80g/㎡紙使用時）

（幅×奥×高さ） 440×520×370mm

7Kg以下

電力 17W以下

内容

できるサイズ A3L、B4L、A4KL、B5KL、A5KL、11×17L、LegalL、
LetterKL、Half LetterL

（幅×奥×高さ） 121×479×504mm

6kg以下
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手差し

IPSiO Co

分岐ユ

項目

収容でき

給紙量

外形寸法

質量

項目

外形寸法

質量
使用説明書 システム設定

トレイ タイプ 6000

lor 6500には標準装備されています。

ニット タイプ 6000

内容

る用紙のサイズ 定型サイズ：A3L、B4L、A4K、A4L、B5K、B5L、A5K、
A5L、B6L、A6L、11×17L、Legal（81/2×14）L、Letter
（81/2×11）K、Letter（81/2×11）L、Half LetterL

不定形サイズ（フリー）：縦148～457mm、横90～305mm

100枚（80g/㎡紙使用時）

（幅×奥×高さ） 310×380×275mm

3kg以下

内容

（幅×奥×高さ） 160×506×120mm

3kg以下
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搭載さ

expat（

expat(Ve
Clark. Al

• 本製品
ウェア
Versi

• ソフト
コード
りませ
URLが
ftp://f

• expa
お、M
トより
http:/

• ソフト
に相
MPL1
場合、
いた部

• ソフト
をご
ウェア
れてい

ートと
あり、
は一切

サイ

:

g the
omain;

sed for
pyright
s, the

sd.org/.

dation,
使用説明書 システム設定

れているソフトウェアの著作権等に関する情報

Version 1.1）について

rsion 1.1). Copyright © 1998, 1999 James
l rights reserved.

に搭載しているコントローラー等のソフト
（以下、ソフトウェアといいます）にはexpat

on 1.1（以下 expat1.1）を使用しています。

ウェアに利用されている expat1.1のソース
に対し、株式会社リコーは改変を行ってお
ん。なお、expat1.1のソースコードは、次の
示すFTPサイトより入手が可能です。

tp.jclark.com/pub/xml/expat1_1.zip

t1.1はMPL1.1に従って公開されています。な
PL1.1の条件は、次のURLが示すWWWサイ
入手が可能です。

/www.mozilla.org/MPL/MPL-1.1.html

ウェアはMPL1.1に定義されるLarger Work
当します。ソフトウェアの利用に関し、
.1と異なる使用許諾条件が定められている
当該規定はソフトウェアよりexpat1.1を除
分に対して適用されます。

ウェアの使用に関して、お客様に使用料等
負担いただく場合、当該使用料等はソフト
より expat1.1を除いた部分に対して課せら
ます。

• expat1.1 を含むソフトウェアに関するサポ
保証等は株式会社リコーが行うもので
expat1.1の開発者であるJames Clark氏に
の責任及び義務はありません。

• expatに関する情報は次のURLが示すWWW
トより入手が可能です。
http://www.jclark.com/xml/expat.html

NetBSDについて

1.Copyright Notice of NetBSD

For all users to use this product:

This product contains NetBSD operating system

For the most part, the software constitutin
NetBSD operating system is not in the public d
its authors retain their copyright.

The following text shows the copyright notice u
many of the NetBSD source code.  For exact co
notice applicable for each of the files/binarie
source code tree must be consulted.

A full source code can be found at http://www.netb

Copyright (c) 1999, 2000 The NetBSD Foun
Inc.　All rights reserved.
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ution and use in source and binary forms, with
t modification, are permitted provided that the
 conditions are met:

ribution and use in source and binary forms,
ithout modification, are permitted provided

ollowing conditions are met:

tributions in binary form must reproduce the
pyright notice, this list of conditions and the
 disclaimer in the documentation and/or other
 provided with the distribution.

ertising materials mentioning features or use of
are must display the following acknowledgement:

duct includes software developed by the
Foundation, Inc. and its contributors.

r the name of The NetBSD Foundation nor
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te products derived from this software without
rior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE NE
FOUNDATION, INC. AND CONTRIBUTORS ``A
AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRAN
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IM
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FIT
FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIME
NO EVENT SHALL THE FOUNDATION
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIR
INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLAR
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBST
GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOW
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIAB
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHER
ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIB
OF SUCH DAMAGE.

2.Authors Name List

All product names mentioned herein are tradema
their respective owners.

The following notices are required to satisfy the li
terms of the software that we have mentioned 
document:

This product includes software developed b
University of California, Berkeley and its contribu

This product includes software developed by Jon
R. Stone for the NetBSD Project.
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her G. Demetriou for the NetBSD Project.

This product includes software developed b
Kranenburg.

This product includes software developed by
Glass.

This product includes software developed by Jo
Stone.

This product includes software developed by Jo
Stone for the NetBSD Project.

This product includes software developed by W
Strategies, Inc.

This product includes software developed by
van der Linden for the NetBSD Project.

This product includes software developed f
NetBSD Project by Frank van der Linden

This product includes software developed f
NetBSD Project by Jason R. Thorpe.

The software was developed by the Univer
California, Berkeley.

This product includes software developed by
Provenzano, the University of California, Be
and contributors.

JPEG LIBRARY

• The software installed on this product is ba
part on the work of the Independent JPEG G
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